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1987 年の春に初めて取材で行った南カリフォルニア。当時僕は雑誌「Fine」で仕事を始めてまだ 1 年しか経っ
ていなかったのだが、編集長がご褒美みたいな感じで一緒に連れて行ってくれたのだ。あれだけ興奮して武

者震いが止まらなかった海外出張は今までにない。自分の好きな世界がそこにはすべてあったからだ。だから当然
一発で好きになってしまった。
　知り合いもいなければ、何のコネクションもない。編集長、フォトグラファー、僕の 3 人で、とりあえずサンタモ
ニカからサンディエゴまで海沿いを車で運転して、サーフショップを訪ねながら取材やスナップをやろう、なんてい
うかなりゆるい取材だった。でも、その中でどうしても行きたいところがあった。ヴェニスだ。その時、某旅行会社
のタイアップ取材だけ対応してもらった地元コーディネーターから、「ヴェニスは危険だから行ったらダメ」と言われて、

「危険だからこそ行くんでしょ！」と、編集長を説得して向かったヴェニス。ビーチに行くと、スケーターたちがジャンプ・
ランプや壁を使ってセッションしている。そこでひと際目立っていたのがクリスチャン・ホソイだった。他にも、ジム・ミュ
アー、エリック・ドレッセン、アーロン・マレー、ジェシー・マルティネス、ブロック……。スゴいメンバーが揃っていた。
翌日にはジムを訪ねてドッグタウンのウエアハウスに行って、エクセルのショーンやノー・マーシーのリック・クレイト
ンにも出会った。最初から僕は運が良かったのだと思う。あれから、なんだかんだ理由をつけて LA には行きまくり、
そこを拠点に NY も攻め、ヨーロッパにも行った。そう、南カリフォルニアには僕にとって、取材の原点、好きなも
のの原点があるところなのだ。
　そんなわけで、原点回帰じゃないけれど、8 月の終わり、FAT WRECK CHORDS のサンフランシスコでの 25
周年フェスが終わった後、LA に向かった。ステイは 2 週間。昔のように、自分一人で LA に行って、自らアポを入
れながら、その場その場でどんどん打ち合わせを入れたり、取材を進めてみたりした。ジャンルもいろいろ。世代も
いろいろ。出会いを大切にしながらの取材だった。それこそクリスチャン・ホソイなんて 20 年振りの取材だったし、
映画『ストレイト・アウタ・コンプトン』のタイミングも良かった。新しい友達もたくさんできた。誰もが輝くようなエ
ネルギーを持っていた。この取材では得難い体験ができたと思う。詳しくは誌面を楽しんでみてください。

編集長　大野俊也
Toshiya Ohno  Editor in Chief

I n the spring of 1986, I took my very first trip to Southern California. I have just begun working for the Fine Magazine, and the trip 
was a small reward from my boss. It was truly exciting, and I simply couldn’t stop shaking myself. All because everything I loved was 

in Southern California then. Soon as I arrived, I just loved it.

Still, I had no friends, no connections, nothing what so ever. My boss, photographer and I decided to take a coast line trip from Santa 
Monica to San Diego. Our plan was to visit surf shops and shoot some snap shots. Easy and relaxed, that was our first plan, but before 
we head out to San Diego, I wanted to check out this one town. Venice. “Venice is too dangerous to hang out”. That’s what we’ve 
heard from a local coordinator. “That’s why I wanna go”. I persuaded my boss that we should visit Venice. At the beach, we saw many 
skaters doing awesome sessions using jump ramps and walls. One of the most remarkable and outstanding one was Christian Hosoi. 
And of course, there were many others; Jim Miur, Eric Dressen, Aaron Murray, Jesse Martinez and Block. On the next day, we’ve made 
an appointment with Jim and got a chance to visit Dog Town warehouse. We’ve met Shaun Ross of Excel and Ric Clayton of No Mercy. I 
think I was very lucky from the beginning. Since then, I can’t even remember how many times I visited LA and from there, I flew down to 
NY and many parts of Europe. Southern California got everything. Everything I love.

After I finished reporting the 25th anniversary festival of Fat Wreck Chords in San Francisco, I decided to head out to LA at the end of 
August. For 2 weeks, I wanted to go back to my roots. Just like the old days, I made my own schedule on daily basis, made appointments, 
joined meetings and did several interviews and reporting. I’ve met old friends and new friends. I did not see Christian Hosoi for nearly 
20 years. The time was also right for the movie,“Straight Outta Compton”. Everybody I met in LA was full of energy. It was a very 
precious experience. For more details, check out this great issue of FLJ. Peace!

Special thanks to:
Yuri Hasegawa, 217…NINA, Zach Cordner, Tomoko Sakurai and Garrett Gutierrez.
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’80年代後半から始まった、今につながる流れの日本のスケートボード。その中で、海外のプロもたくさんいたけ
れど、何だかんだ言って一番人気があったのはクリスチャン・ホソイだった。彼はその人気絶頂期から、ドラッグ
に染まり、大きな挫折を味わっている。僕はクリスチャンが当時何を考え、今どう生まれ変わったのかを本人の
口から聞きたかった。’80年代に僕が取材した時の懐かしい写真を見ながら、クリスチャンの話を聞いてほしい。

クリスチャンが語る二度目の人生のストーリー

クリスチャン・ホソイ

PHOTO : Yoshio Higai, Tatsuya Okudaira, Taisuke Yokoyama

今回の取材・撮影の待ち合わせ場所は、バンズ・オフ・ザ・ウォール・スケートパークだった

1988年の初来日の時

SOUTHERN CALIFORNIA ISSUE PART TWO
HIP HOP

PART ONE
SURF SKATE

PART THREE
PUNK HARDCORE

PART FOUR
ART
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上半身裸で行って電車に乗ってたりする。でも

やっちゃいけないことなんだよね（笑）。電車

の中で音楽をかけたり、道のど真ん中でスケー

トしたりして。許されないことだよね（笑）。

それでみんな俺のことを見て、「こいつ、日本

人?!」「クレイジーだ」ってなる。だけど俺が誰

なのかわかると、「ああ、あいつは日系アメリ

カ人か」って。でも日本はカルチャーにスゴく

興味を持ってくれてたよ。

FLJ　クリスチャンは当時、日本のキッズに表現

の自由っていうのを見せてくれてたと思うよ。

クリスチャン　日本のキッズの心を開いたと思

う。たとえ日本にいても、クリエイティヴで、

イマジネーションに溢れて、アーティスティッ

クで、元気旺盛で、自由になれるって信じてほ

しかったからね。例えば、ブルース・リーって、

あらゆる年齢層のアジア人にとってスーパー

ヒーローだったよね。香港からアメリカに渡っ

て映画スターになって。今なお彼に及ぶような

人は出てきていないよ。ジェット・リーは良い

線いってるけどね。でも彼にはブルース・リー

が持ってたカリスマがない。ブルース・リーは

俺のアイドルだったから、小さい頃、スケート

ボードをやる前はマーシャル・アーツのマス

ターになりたかったんだ。だから、その時と同

じ願望とファンタジーと夢をスケートボード

に託したんだ。それでスケートボードが俺に

とってのマーシャル・アーツになった。ブルー

ス・リーができることなら俺にだってできるっ

て信じてたよ。だから、俺にできることを日本

にいるキッズが見たら、蒔いた種から芽が出る

ように、そのキッズもできるって信じるように

なると思ったんだ。小さい頃からそれが俺のモ

チベーションだったし、インスピレーションに

もなったし、楽観的なメンタリティにもつな

がった。「何だってできるんだ」って。だから俺

は不可能に挑戦したよ。親父のアイヴァンにも

感謝しているね。彼は純粋な日本人だ。良い時

も悪い時も俺のことをサポートしてくれてた。

そのおかげで俺は自分の目に見えない財産を

守ることができたんだ。希望、可能性を与えて

くれたからね。「おまえならできるよ」って。だ

から「俺にはできる」って思えたんだ。

FLJ　お父さんがメンターだったんだね。

クリスチャン　そうなんだ。それが俺が成功した

秘訣の一つだ。そして今、俺は自分の子供たち

に同じチャンスを与えている。俺には子供たち

をヘルプすることもできるし、俺がよくわかっ

ているのは、目標に向かう途中にはたくさんの

障害が待ち受けてるってことなんだ。だから俺

の子供たちには、俺にはなかった強みがある。

俺の親父にそれはなかったから。でもそうやっ

てものごとは上手く運ぶんだよ。学んで、賢く

なって、歳を重ねて、トライして、知識と知恵

に従って道を進んで、子供たち、次の世代につ

なげていくんだ。俺たちは過激な世代だったか

ら、ドラッグもパーティもトライした。それで

刑務所行きになったんだ。だけど、俺の子供た

ちは何が正しくて、何が間違っているのか、ト

ライする前にわかるから。

FLJ　俺たちの世代は何でもトライしたからね。

クリスチャン　何でもトライした。俺たち、実験

台みたいなもんだった。

FLJ　でもいろいろ経験してみると、今はトラ

イしたことも良かったと思うんだ。すべてに意

味があったと思うし、楽しかったし、多くの人

たちを良い方向に導くことができたから。

クリスチャン　当時はあれがヒップだったし、最

先端だったからね。俺たちがやってることをで

きなかったら、アウトだった。そういう時代の

流れでもあったんだ。だけど人間も時代も進化

する。だから俺たちも歳を重ねて、前よりも良

い人間になったんだよ（笑）。今わかってるこ

とを当時もわかっていたら、心の痛みも少なく

なってたろうし、名声も保てたと思うよ（笑）。

でも大野が言うように、すべてのことには意味

があるんだ。いろいろ経験したけど、今もまだ

生き残っているし、俺たちが学んだことを次の

世代に伝えて、俺たちの財産を残すことができ

ると思うんだ。それが次の世代のためになって

くれて、俺たちよりももっと先まで行ってくれ

たらと思うね。それが目標だね。俺の子供たち

には俺よりも素晴らしい人間になってもらい

たい。俺の子供たちだけじゃないな。新しい世

FLJ　クリスチャンは何度も日本に行ってるか

ら、日本の思い出から話そうか。

クリスチャン　日本は楽しい思い出しかないね。

当時のスケートボードはまるで電気を帯びた

かのようにホットだった。日本はスゴい勢いで

スケートボードを吸収していたし、みんな夢中

だった。俺たちが行くともうロックスターみた

いだったよ。まるで有名なバンドが街にやって

きたみたいになって。俺の中に日本人の血が

通ってることもあって、先祖からのつながりと

か、国民性とか、そういうバックグラウンドも

あったから、俺のことをより個人的にも好きに

なってくれてたのかもしれないね。俺の先祖

から続いている日本のライフスタイルはアメ

リカのものとは全然違うし、俺はそれが大好き

だった。日本人にとって当時のスケート・カル

チャーは目新しいものだったと思う。西岡（昌

典）が俺たちのガイドとなって、いろいろつな

げてくれたよ。いろいろなところに連れていっ

てくれた。西岡は’80年代初め、俺が子供の時か

らの知り合いなんだ。「日本に来たら好きにな

るよ」ってずっと言われてたんだ。それで初め

て日本に行ったのが’88年かな。小さな頃から

寿司を食べてたし、ハワイにもよく行ってた。

だから日本に行くのは俺にとっては自然なこ

とだった。それがスケートボードがビッグにな

ると、コンテストに出場するようになって、そ

れで日本にデモで行くようになって。最高だっ

たな。日本にいるとホームって感じがしたし

ね。俺のことを日本のカルチャーの一部として

温かく受け入れてくれたから。

FLJ　クリスチャンには半分日本人の血が流れ

てるっていうのもあったけど、スケートのデモ

の時だって技を見せるだけじゃなく、自分の仲

間を連れていって、スケートの楽しさを伝えて

くれたのも大きかったと思うんだ。

クリスチャン　人間性、カリスマ、ライフスタイ

ルっていうのは当時の俺にとってはスゴく重

要なことだったからね。それこそがスケート

ボードをやる理由になるし。それってアティ

テュードだし、そこには反逆精神もあるから。

日本って本当は厳格だし、組織的。そこに俺が

CHRISTIAN HOSOISOUTHERN CALIFORNIA ISSUE

Fineでやったモデル撮影。衣装は当然JIMMY’Z
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俺に「ドラッグをやめて教会に行く」って言っ

てきたんだ。それで、俺が逮捕された後の彼女

からの最初の電話で、俺は「10年くらうよ」っ

て言ったら、彼女は「愛してるわ。神様を信じ

ましょう」なんて言うから、「神様だって？ 俺

に必要なのは弁護士だ。保釈してもらわない

と」って言ったんだ。「神様が救ってくれるわ。

聖書を読んで」って言うから、これじゃ話にな

らないって思ったよ。でも今俺はここにいて、

スピリチュアルな人間になって、神を信じてい

る。神がいるのなら俺は天国にも行ける。何故

なら俺は良い人間だから。ブルース・リーが好

きだったから、道教の本、仏教の本は読んだん

だ。それで座って、「俺が聖書を読むのか？ イ

エスのことなのか？」って思って。「ちょっと

待てよ」。それで聖書が目の前にあった。生ま

れて初めてページを開いたよ。もう目からうろ

こが落ちたね。そこで、俺がクリエイティヴな

人間として生まれてきたのにはちゃんとした

理由があって、そこにはちゃんとした人生の目

的があるってことを知ったんだ。だから刑務所

に来たのも偶然ではなかったんだ。スケート

ボードをやって、トロフィーを獲得して、人生

を生きて、死んでいく。そんな風に意味もなく

ただ存在しているわけじゃない。そこにはもっ

と意味があるんだ。突然、俺は神と遭遇したよ

うに思えたんだ。刑務所の独房にいる時のこと

だよ。そこから聖書をスゴい速さで読み始め

て、2週間後には自分の人生をキリストに委ね

ることになったよ。妻に電話で話したよ。「イ

エスが俺の人生にやってきたよ。俺の罪を赦し

に」って。その瞬間、すべての罪、すべての傷、

すべての苦しみが俺の肩から消えていった。新

しい人間に生まれ変わった気持ちになったん

だ。刑務所の独房にいるのにさ。自分の人生の

中で初めて自由になれたと思ったんだ。それで

他の人たちを助けるという使命も負うことに

なった。自分が経験した愛を人々に伝えたいと

思ったんだ。今、俺がやりたいことは他の人た

ちを助けることなんだ。前に「ドラッグはやめ

る。もうドラッグをやりたいとは思わない。こ

こから出してくれ」って言ってたんだけど、心

の奥底では本気だったんだ。神もそのことをわ

かってたんだ。でも神は俺がすぐに出られない

こともわかっていたんだ。刑務所には5年いた

よ。だけど俺の心は変わった。それで自分の人

生の旅に沿って生きるようになって、俺の人生

は劇的に変化した。十字架を通して神が俺にし

てくれたことを理解してるよ。でも俺は自分の

人生、いつも十字架を身に付けていたんだ。意

味まではわからなかったんだけどね。でも今は

わかるよ。自由、勝利、救済を意味するんだ。聖

書を読んでわかったんだけど、俺の行動が俺を

救済したわけじゃないんだ。俺の行動だけでは

充分じゃなかったから、神が救済してくれたん

だ。それは何故か？　俺が永遠に続く人生に希

望を抱いてたからなんだ。今の俺は15年間ク

リーンで、ドラッグもアルコールも全くやっ

ていない。これって奇跡だよ。ドラッグもアル

コールも昔は大得意だったのにさ（笑）。その

道のリーダーだったのに。だけど、そういうも

のが何をもたらすのかがわかったんだ。俺を暗

い道に引きずり下ろしただけさ。孤独な道だ

よ。お金、女の子、名声。そのすべてをバケツに

入れ続けてたんだ。そのバケツは俺のハートみ

たいなもので、穴だらけだったから、どんどん

こぼれていった。それであちこち間違った場所

に行っては愛を探し続けていたんだ。だけど、

神の愛を知った時、遂に満たされることになっ

たんだ。心の安らぎを得ることができたんだ

よ。お金、女の子、雑誌の表紙、ギネスブック。

そのどれも神の愛とは比べものにはならない。

だけど知ってしまった後は、そのどれもに感

謝の気持ちを持てるようになった。前は「俺は

やったぜ。当然でしょ。俺はヤバいんだ」って

感じだったよ。だけど、「これって俺がやった

こと？ 何て素晴らしいんだ！」っていう風に

変わった。自分が何かを成し遂げたなんて素晴

らしいと思えるようになったんだ。それに対し

て感謝の気持ち、謙遜の気持ちも生まれるよう

になった。どん底から神を見出し、俺は自由に

なれたんだよ。すべては愛の力なんだ。

FLJ　人生のステージが変わったんだね。

クリスチャン　今は目的のある人生を歩んでい

代だね。それはスケートボードのスキルのこと

だけじゃない。人間として、さらに次の世代が

尊敬できるようなアンバサダー、メンター、お

手本、リーダーになってほしいんだ。それが俺

たちのやるべきことなんじゃないかな。

FLJ　だけど当時、楽しい思い出もたくさんあ

るよ。デモをやって、その後みんなでパーティ

に行ったよね。

クリスチャン　間違いなくパーティは得意だっ

たね（笑）。今生き残れてるなんて運が良いよ。

今こうして二人でインタビューできてるなん

て運が良い。もし俺が生き残ってなかったら、

大野が一人で俺の話をしてるんだろ（笑）。「ホ

ソイの思い出って何だっけ？」って。でも俺は

今ここにこうしているからね（笑）。

FLJ　クリスチャンは刑務所に行って、大変な

時期を過ごして、精神的に大きく変わっていっ

たと思うんだけど、その変化はどのようにして

訪れたの？

クリスチャン　俺には今、新しいアイデンティ

ティがあって、それはキリストなんだ。面白い

ことに、俺の名前は最初からクリスチャンだっ

たんだ。ニックネームはクライスト。最初から

クリスチャンで、今はクリスチャン（キリスト

教徒）になったんだ。何ていう皮肉なんだろう

ね。いろいろあって、真実っていうものをやっ

と見出すことができたんだ。真実は俺たちみ

んなが知りたいものだ。最終的に、何がリアル

で何がリアルじゃないのか。俺はすべてをわ

かったつもりでいたんだ。世界中を何百回もツ

アーで回って、日本に行って、みんな知り合い

だと思って、すべてをわかったつもりになって

いた。どん底の経験をする時って、自分の人生

に目に見えないものを招いて起こるものなん

だ。ドラッグにハマって、刑務所行きになるっ

ていうどん底の経験をしてみて、自分自身に問

いかけてみたんだ。一体俺に何が起きてるん

だ？　俺の人生に何が起きてるんだ？　どう

してここにいるんだ？　刑務所の独房にいる

時に、当時のガールフレンドで今は妻のジェ

ニファーが、ドラッグをやめて教会に通い始

めていた。ちょうど俺が逮捕された頃、彼女は

クライスト・エア

CHRISTIAN HOSOI
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ション、アートの一部なんだ。そのすべてがス

ケートボードを通してのものなんだ。美しい

よ。それに、今もスケートボードをやってる

し、それが俺の職業なんだ。ツアーにも行く

し、VANSにもスポンサーをしてもらってる

し、ビデオにも出演する。ヤバイよね。もうす

ぐ50歳になるんだけど、今もパフォーマンス

をやるし、大会にも出る。当分やめるつもりも

ないしね。スケートボードはもう随分と歴史が

あるけれど、その進化にひと役買えたのは光栄

に思っている。今はこのスポーツのアンバサ

ダーにもなれてる。スケートボードを本物のカ

ルチャーとして、リスペクトされるものとして

長く続くように貢献していきたいね。ビジネ

スとしても、プロフェッショナルとしても、ス

ポーツとしても、コンペティションとしても、

チームとしても、ずっとクールなものであって

ほしい。それが俺たちのやるべきことだから。

だから近い将来、日本からスケートのワール

ド・チャンピオンが出てくるのを見てみたい

ね。そしてこのことはちゃんと伝えたい。俺の

人生のストーリーは、二度チャンスをもらえ

たっていうこと。それをみんなと共有できたら

本望だよ。 

るよ。だから、スゴく日本に行きたいね。日本

の人たちを愛してるから。当時も日本の人たち

からもらった愛は大好きだったよ。だけど今は

その愛を返したいね。その方がもっと良い気持

ちになるだろうしね。

FLJ　当時もたくさんの人に良い影響を与えて

たし、今は自分がやってきたことを理解して感

謝の気持ちを持ってるわけだから、強いよね。

クリスチャン　理解することによって俯瞰し

てものごとを見れるようになったんだ。俺は

スケートボードの一部だし、日本の一部なん

だ。カルチャー、ライフスタイル、音楽、ファッ

SOUTHERN CALIFORNIA ISSUE

1988年8月名古屋港の大会のストリートで優勝した時

1989年11月に東京・晴海で行われた
「ジャパンカップスケートボード世界
選手権」で来日。この時はバーティカル
で優勝

サージ・ヴェンチュラ、当時スラッシャーでラ
イターをやってたキース、ケヴィン・スタッブ
と。このまま確か芝浦GOLDに向かったはず

三軒茶屋にあったロサンゼルス・クラブで

アーロン・マレイとのレアなダブル・エア。1988年7月名古屋港の大会後

CHRISTIAN HOSOI
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サクラメントからLAに移り、タイラー・ザ・クリエイター
のオッド・フューチャー・レコーズと契約したハード
コア・バンド、トラッシュ・トーク。そこのヴォーカリ
ストである 27歳のリー・スピールマンが今年 4月に
Babylonをオープン。このショップ／カルチャー発信
基地は、リーのクリエイティヴ、カルチャーに対する
思いを形にしたものだ。

トラッシュ・トークのリー・スピール
マンが手がけるカルチャー発信基地

PHOTO : 217…NINA

バビロン

ショップの裏手にあるスケート・ボウルで。リー・スピールマン
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だ。みんな自分のクリエイティヴな道を進んだ

ヤツらばかりだよ。

FLJ　Babylonをハイランド・アヴェニューに

作った理由は？　ここで店をやろうって人は

あまりいないでしょ？

リー　フェアファックスのシーンとは一線を

画したかったからね。あと、この辺が好きなん

だ。店も家みたいに見えるだろ。独立した敷地

だから、壁を叩いたって誰にも聞こえないん

だ。フェアファックスは人間関係がいろいろ

あるから関わりたくない。クールなヤツらだ

らけだろ。俺はクリエイティヴなことをやっ

てハングアウトしたいだけなんだ。キッズも

もはやあそこには行かなくなったしね。ス

ケートもダメだし、店でハングアウトするの

もダメだから。だからキッズもこっちに移っ

てきてるよ。近くにインアンドアウト・バー

ガーもあるし、ハリウッド・ハイスクールもあ

る。プロスケーターも寄ってくれる。ノースハ

リウッドの無名のスケーターとかもヤバかっ

たりするし、エディ・ラテギがダガーズで来て

くれたりもするんだ。俺は誰かの隣に作って

安心したいとか思わなかったし、自分の城を

作りたかったんだ。自分のことは他の誰より

も自分がわかってるからね。

FLJ　Babylonでアートをやってるアーティス

トの名前を挙げてもらえる？

リー　オープニング・ショーは、アリ・ マルコ

ポロ、サンディ・キム、ネイト・ウォルトン、デ

ヴィン・トロイ・ストローター、デリック・パー

ルマン、ジェリー・スーのグループ展だったん

だ。一人のアーティストがBabylonをレペゼン

するのは違うと思ったからね。今はNeckface

の絵が描かれてるよ。店の中は毎月変わるん

だ。ギャラリーとしてアーティストの作品を展

示していきたいし、友達のショーケースにもし

ていきたいね。

FLJ　今、トラッシュ・トークの方はどうなの？

リー　10月にアフロパンクに出演して、今は

ニュー・アルバムに取り掛かっているよ。今は

ショップにフォーカスして、合間にライヴを

やってる感じさ。前ほどライヴをやってないか

ら変な感じさ。ライヴは俺たちの血肉となって

るからね。

FLJ　最後に、日本でやりたいことがあるんで

しょ？

リー　日本でライヴがやりたいね。それで

Babylonのポップアップ・ショップをやりた

い。前回行った時よりも大人になったしね。

日本のカルチャーをしっかりチェックした

いよ。 

のデザインもレコードのジャケットからフラ

イヤーに至るまで同じ人間がやってる。クー

ルなのは、ここには本やzineだけ買いに来る

人もいるし、スケートだけしに来る人もい

るってこと。LAにあるストリート系の店って、

服を売るだけで、他には何も提供していない

のが多い。服を買ったらなるべく早く出て行

け！みたいな感じでさ。俺たちがやりたいの

は、クラブハウスのようなヴァイブスだから、

遊びに来てハングアウトするところ。Tシャ

ツを買うお金がなくても問題ないし、半年後

に買うかもしれないじゃん。だけど何かを得

てほしいんだ。前に来た時に写真に興味のな

かった子が、次来る時にはカメラに興味を示

してたりするし、本に興味を持った子が次は

「zineを作ったから置いてくれないか」って

言ってきたりする。今は誰もがTシャツを作っ

てるから、ここでは違うものを提供したいん

だ。もっとキッズのためになることをやりた

いし、クリエイティヴなことをやりたい。俺た

ちはやっぱりパンク・ロックの世界で育った

からね。DIYでやるし、仲間も助ける。そういう

考え方がパンクには深く根付いているから。

だから服を売る以上のことをしたいんだ。仲

間とハングアウトしたり、新しい仲間と知り

合うようなカルチャー。そういうのが欠けて

るなと思ったんだ。

FLJ　人とつながることによって新しいことを

知る機会が生まれるわけだから。

リー　知る機会がないから好きじゃないっ

ていう人が多いと思うんだ。zine、本、写真、

グラフィティだってそう。知らないから好き

じゃない。だから、何かを得て、そこから何か

を生んで残していく、そんな機会を持てるよ

うな場所にしたかったんだ。実際にただある

だけじゃなくて、もっと心を込めたことをや

りたいんだよね。お金の問題は大して気にし

ていないんだ。明日の家賃や食費は何とかな

るもの。俺はお金で買えないものを提供した

いんだよ。それが俺にとってはスゴく重要だ

から。俺はベイエリアで育って、ギルマンスト

リートのライヴに通うキッズだった。16歳で

トラッシュ・トークでツアーに出て、自分が

知ってることなんてパンク・ロックだけ。DIY

しかなくて、自分たちでライヴのブッキング、

マーチャンダイス作り、レコーディングを全

部やってたよ。でも、そういうのが重要なこ

とで、2015年の今は多くの人が忘れてしまっ

ている。お金とかカッコ付けることよりも重

要なことなのにさ。しかも、キッズがここに

来れば自分のヒーローにも会えたりするんだ

よ。プロスケーターやミュージシャンとか。そ

れってスゴくsickなことじゃん。

FLJ　Babylonはリーそのものでしょ？　パン

クだけじゃなく、カルチャーのすべてが好きな

わけだから。

リー　小さい時からグラフィティもやってた

しね。生まれ育ったサクラメントからサンフ

ランシスコまで電車で出かけていって。あれ

で人生が変わったね。学校が終わって、アムト

ラックに乗って、サンフランシスコ中タグング

できるところを探し回って、そこでたくさん

友達ができて、グラフィティからzine、写真に

つながっていった。一緒に育った友達はみん

なスケーターで、タギングをやって、クールな

ものを作るのが好きなヤツらばかりだった。

だから、Babylonのデザインに関しては、今起

こっていることを落とし込んでいるんだ。ブ

ランドの多くは特に何かを主張していないよ

ね。売りたいだけだから。レザー・スカートが

売れるから100着作ろうとか。みんな安全なと

ころにいたいから、今の問題について語ろうと

しない。俺の場合は、デザインで南部の旗を燃

やしたり、スワスティカを刺したりするよ。何

かしら議論ができるようなプラットフォーム

がある方がいいよ。俺が最初にハマったのはグ

ラフィティ、パンク・ロック、スケートボード

だったかたね。日本に行くのが大好きなのも、

QP、SECT、WANTOがいるからっていうのも

ある。日本のグラフィティは注目してたし、初

めて日本に行った時はブッ飛んだよ。「ファッ

ク！ 1995年のTwistのピースが残ってる！」

とか思ったし。俺はカレッジとか行ってない

し、高校も中退している。だけど、グラフィ

ティ、パンク・ロックを通して、人との付き合

い方、人生の価値を学んだ。学校なんて必要な

いよ。成功している友達は大体が高校中退なん

FLJ　そもそもBabylonを始めようと思ったア

イデアは？

リー　昔、自分たちのウエアハウスがあって、

そこで共同生活してたんだけど、友達のアー

ティストのNeckface、オス・ジェミオやバ

リー・マッギーにウエアハウスの至るところ

にアートを描いてもらったんだ。そこは、み

んなが知りつつも実際にはなかなか行けな

いクラブハウスみたいな感じだった。俺たち

はそこで音楽をレコーディングしたり、マー

チャンダイスをデザインしたり、zineを作っ

たりと、何でもやっていた。Babylonは、その

ウエアハウスの感じを店にしたものなんだ。

Babylonのアイデアは、友達だけで作るんだ

けど、一般にも公開しているようなクラブハ

ウス。自分たちの好きな本、アート、zine、服、

スケートボード、音楽、そのすべてがあるとこ

ろ。この3年間、トラッシュ・トークで年間250

本ライヴをやってきて、今年の4月にBabylon

をオープンしたんだ。ちょうどトラッシュ・

トークのマーチャンダイスも人気が出てき

て、バンドのマーチャンダイスだとは知らず

にTシャツを着るような人も増えてきたとこ

ろだった。カットソーを作ってちゃんとタグ

を付けて、よりブランドっぽい服作りをした

からね。Babylonはバンドとブランドを分け

て、音楽とは別のクリエイティヴにしたかっ

たんだ。だけど同じ美学とヴァイブスはある

し、Babylonのデザインもトラッシュ・トーク

SOUTHERN CALIFORNIA ISSUE BABYLON

BABYLON

1320 Highland Ave, Hollywood, CA 90028 USA
TEL: 323-450-9584
営業時間：12:00～19:00　無休

http://babylon.la
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Bakerboys、Deathwishを手がけ、Supraの共同オーナーでもあるエリック・ エリ
ントン。スケーターならではの「他とは違うカッコ良さ」の追求が彼の原動力なのだろ
う。ノース・ハリウッドにある Bakerboysのウエアハウスにエリックを訪ねて行った。

Bakerboys、Deathwishを手がけるスケートボーダー

PHOTO : Yuri Hasegawa

エリック・ エリントン

エリック　’70年代のメロウなのを聴くね。ジョ

ン・レノン、ジョージ・ハリソン、ニール・ヤン

グ、レーナード・スキナードとか。1920年代ス

タイルの音楽も好きだね。今でもブラック・サ

バス、オジー・オズボーン、ガンズアンドロー

ゼズも好きだよ。ちょうど昨日ママとアメーバ

でナット・キング・コールのレコードを買った

んだ。ママが誕生日祝いでアナログのレコー

ド・プレイヤーを買ってくれたんだ。

FLJ　今興味のあることは？

エリック　今は人生が上手く回ってるから、す

べてに興味があるね。Bakerboysはいろいろ

やってるから新作とか面白いよ。NYにも最近

よく行ってるね。子供たちも学校に行くように

なって、朝学校まで送っていくのも楽しい。今

はお酒もやらないから二日酔いで時間を無駄

にすることもなくなった。アパートの内装も

やってるし、レコードのコレクションも始め

た。女性ブランドのデザイナーともパートナー

になっている。子供たちにも最高の人間に育っ

てほしいし、毎日何かしらアドバイスを与えて

いる。だからすべてにインスピレーションをも

らってるよ。

FLJ　長年やってこれた秘訣は？

エリック　意図的にやることを減らして本能的

にやることを増やしたからかな。スケートボー

ドも好きだし、クリエイティヴな仕事も好きだ

しね。自分の好きなものが見つかって、情熱が

ある限り、ギブアップしたらいけないんだ。好

きなことをやればハッピーだしね。ハッピー

だったらお金も付いてくると思うんだ。そした

ら他人にもいい感じで接することができるし、

他人からもいいものが返ってきて、ドアは自然

と開くんだよね。俺は友達ともビジネスをでき

てるし、最高に幸せだよ。 

うっていう話になって、2000年にBakerを立

ち上げたんだ。

FLJ　Bakerを立ち上げた時のアイデアは？

エリック　プロになって、自分のボードの会社

を持って、シューズ会社を始め、ディストリ

ビューションを始める。俺は常に前に走り続け

る何かが必要って人間じゃないけれど、一つ何

かを成し遂げたら、楽しみながら熱中して次の

新しいことに取り掛かりたくなるんだ。それ

でBakerを立ち上げたんだけど、LAに移って、

Supraにも関わって、Bakerboys Distribution

を始めたんだ。

FLJ　Supraでは共同設立者だったわけだけ

ど、関わるようになったいきさつは？

エリック　Supraを立ち上げたエンジェル・カ

バダから、TSAが終わった時にKR3Wに誘われ

て。それがけっこう上手くいったら、「シュー

ズ会社は興味あるか？」って聞かれて、「もち

ろん」って答えて。Emericaを離れて、Supraの

共同オーナーになった。そこにトム・ペニー、

チャド・マスカ、ジム・グレコ、アントゥワン・

ディクソンも加わって、今に至るわけさ。1年

目はけっこうデザインに関わってたよ。

FLJ　Deathwishの立ち上げは？

エリック　『Baker 3』を出した後に、Bakerの

チームが大きくなりすぎて、俺とジムは常に

ボードのグラフィックとか手がけてたから、自

分たちのボード会社を作ろうってことになっ

たんだ。二人でグラフィックをやるアーティス

トを見つけてきて、広告のレイアウトとか全部

自分たちでやってるんだ。

FLJ　エリックの仕事を見ていると、スケート

以外の音楽やアートというバックグラウンド

を強く感じるんだけど。

エリック　若い頃から絵を描くのが好きだった

し、建築家になりたいとも思ってた。いつも他

とは違うことをやりたかったし、流行りものも

好きじゃなかった。人と違う風に見せたいのが

スケーターだしね。例えばシューズが3色あっ

たら、違う色にしたいし。ハーフキャブとか

シューレースを違う色にしたいし、スプレーで

ゴールドに塗ってみたい。それって個人レベル

の革命だったと思うんだ。

FLJ　好きな音楽は？

FLJ　プロ・スケーターになったいきさつは？

エリック　アリゾナでシェーン・ハイル、スコッ

ト・コーパルマンと友達で、毎日みんなでス

ケートして、ビデオを撮影してたんだ。16歳の

時にBalanceという会社を作ったんだけど、ト

イ・マシーンのジェイミー・トーマスからサン

ディエゴに来るよう誘われたんだ。ジェイミー

はZeroを立ち上げて、俺たちはそこに入った。

ハンティントン・ビーチからアンドリュー・レ

イノルズ、ジム・グレコがサンディエゴに来る

ようになって、一緒にスケートしていくうち

に、俺たちもハンティントン・ビーチに移るこ

とになった。そこでみんなでブランドをやろ

Sonik Distribution

http://sonik-dist.com

Bakerboys Distributionのウエアハウスにあるスケートパークで

BAKERBOYS DISTRIBUTION

http://bakerboysdist.com

DEATHWISH

www.deathwishskateboards.com
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セイント・アーチャー・ブリュワリー

今や 100以上のブランドを誇り、クラフト・ビールのメッカとなったサンディエゴ。その中でも群を抜いて人
気のセイント・アーチャーは、サーファー、スケーター、スノーボーダーたちがオーナーとアンバサダーを務
めるユニークなビールだ。2013年 4月 15日にスタートして以来、急成長を遂げたその理由に迫ってみたい。

サーファー、スケーター、スノーボーダーが始めたクラフトビール

PHOTO : Zach Cordner

資を頼んだんだ。サーファー、スケーター、ス

ノーボーダーがオーナーをやってるビール・ブ

ランドなんてなかったし、それが一番のアイデ

アだと思ったんだ。だけどみんなに説明するの

は大変だった。エリック・コストンとかジャッ

ク・フリーストーン、パット・ムーアは人から

お金をもらう方に慣れてたから、彼らにしてみ

ればもう異国の話みたいなものだった。

FLJ　ビール自体の味はどういう風に考えて

いったの？

ジョシュ　地元のヴェンチュラの友達はみんな

ブルーカラーだから、お金だってそんなに使え

ない。だから彼らが毎日飲めるようなものにし

たかった。ディナーの時に一杯、仕事の後に二

杯って感じで。ブロンド、ペール・エール、IPA

の3つが最も一般的なビールで、それがクラフ

ト・ビールを飲む人の95％が飲むビールなん

だ。ブロンドはヴェンチュラでみんなが飲んで

るクアーズライトを完全に参考にしたね。我が

社のベストセラーなんだ。

FLJ　ビール作りの要であるブリュワーはどの

ように見つけていったの？

ジョシュ　雑誌「オール・アバウト・ビアー」に

30歳以下の全国ベスト・ブリュワー30が掲

載されてて、イーガ・ミヤシロが1位で、キム・

ルッツが3位だった。イーガとキムは共通の友

達がいたし、この二人は親友だったから、まず

Mauiで働いてたキムに話したんだ。そしたら

彼女が、「イーガにも話しましょう」って言う

から、イーガにも話した。彼はPizza Portで働

いててありとあらゆる賞のメダルを持ってい

た。そんな最高の二人を引っ張れたから最高の

ビールができたんだ。

FLJ　今後の予定は？

ジョシュ　Girl Skateboardsとのコラボでホッ

ピー・ピルスナーを1年前に作って、今や我が

社の人気商品となってる。新商品では、キム

がネルソン・IPLを完成させた。あと、ブライ

アン・ハーマンのビデオを作ったよ。「WORK 

HARD & DRINK BEER」の新しいシリーズで

は、アンドリュー・ジョーンズと彼のバンド、

Hy Brazilが出演しているよ。 

FLJ　自分のビールを作ろうと思ったきっかけ

は？

ジョシュ　俺は実は映像制作の人で、映像の

キャリアはテイラー・スティールのところで始

めたんだ。最初に手がけたのはテイラー・ノッ

クスの『ARC』で、アル・メリックの『Flow』他

いくつか映画を作ってる。ある時、テイラー・

ノックスにハードリカーのブランドに投資

してアンバサダーにならないかっていうオ

ファーがあって、それを俺に相談してきたん

で、「合わないんじゃないかな」って言って。で

もビールだったら合うんじゃないかな？　何

故俺たち発信のビールってないんだろう？　

何故誰もビールをやらないんだろう？と思う

ようになって。今となっては理由がわかるけど

ね。全然簡単じゃないから（笑）。それで、テイ

ラーと映画を作りながら、「俺たちでビール会

社を始めよう」ってなったんだ。友達のP・ロッ

ド（ポール・ロドリゲス）にも声をかけてね。俺

たちみんなでビールを飲むのが大好きだった

から、自分たちでビールを作ろうって思った

だけさ。作るヤツ見つけてカマそうぜ！って

（笑）。

FLJ　一番大変だったのは？

ジョシュ　一番大変だったのは資金集めだね。

そんなことやったことなかったから、友達に出

BEER INFO : 

NAGANO TRADING COM  045-315-5458
Antenna America  045-315-5228

APPAREL INFO : 

ストレートシックス  03-5784-3123
　　　　　　　　      www.stance.com

www.saintarcherbrewery.com

「一生懸命仕事して、ビールを飲みましょう」。いいメッセージだね～

セイント・アーチャー・ブリュワリーのボス、ジョシュ・ランドンを工場に訪ねていきました

ボトル入りビールも充実

人気のため2年前からどんどん増えてるタンク

ベストセラーのブロンド。クアーズライト好きにおススメ

アンバサダーにして出資者でもあるスケーターたち。
左から、ブライアン・ハーマン、ブライアン “スラッシュ” ハンセン、マイキー・テイラー

樽詰めもあります アパレルも充実。地元のアパレル・ショップでも大人気 工場見学者も注ぎたてが飲めます
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ング・ポイントだと思うんだ。だから、俺は自分

の人生の中のある時点で自分が何を感じ取って

いるのかを伝えたかった。そこにはエネルギー

があるし、そこからのインスピレーションを引

き出したかった。俺は自分の周りにあるものを

見る時、ネガティヴな見方をしてることもある

と思う。それに、言葉によって自分がどんな人間

なのかっていうのは誤解されやすいと思うん

だ。だから何を表現しているかというと、もっと

ムードって感じだね。パワーとか恐怖とか。

FLJ　2006年のサマータイムと2015年のサマー

タイムの違いは？

ヴィンス　かなり違うよ。でも変化したわけじゃ

なくて、ずっと年月が積み重なって続いている

感じなんだ。たくさんの人も死んだよ。だけど

俺っていう人間が変わることはないね。

FLJ　No I.D.がほぼプロデュースを手がけている

んだけど、そこはどのようにしてつながったの？

ヴィンス　Def Jam Recordingsに入った時、ちょ

うどNo I.D.は最初から取り組めるような若手の

ラッパーを探していたんだ。だからNo I.D.は俺

のことをスゴく助けてくれたよ。自分の運命を

決めていくクリエイティヴなプロセスって感じ

だった。

FLJ　アルバム・ジャケットのアートワークが

ジョイ・ディヴィジョンを彷彿とさせるんだけ

ど。

ヴィンス　“Love will tear us apart” だからね。

俺の生まれ育ったところでは愛しかないから。

ジョイ・ディヴィジョンは大好きなグループの

一つだよ。

FLJ　「Senorita」のビデオなんだけど、登場する

人がどんどん死んでいって、最後に幸せそうな

典型的な白人のアメリカのファミリーがそれを

窓から見ている。かなりダークで衝撃的な内容

ルチャーだと思う。

FLJ　特に好きなスタイルとか好きなラッパーは

いた？

ヴィンス　キッズの頃は50セントとか、ザ・ゲー

ム、スヌープ・ドッグ辺りが好きなラッパーだっ

た。

FLJ　カリフォルニアのロングビーチで生まれ

育ったことからの影響については？

ヴィンス　生まれ育った土地からの影響はもちろ

ん大きいよ。それは俺に多様性をもたらしたね。

だと思うんだ。

ヴィンス　貧しい人たちを描いたんだよ。それが

俺たちの人生だからね。「Buckwild」とか「Jersey 

Shore」とかリアリティ番組を観てると、貧しい

人たちがエンターテインメントになってるのが

わかるよ。動物園で動物を見ている感覚と同じ

さ。観ている人たちには理解できないと思うん

だ。そこに人間らしさという視点がないとね。

FLJ　ラップを通して伝えたいことは？

ヴィンス　自分でもまだわからないんだ。自分と

いうものを表現したいし、そこで自分をちゃん

と描いていきたいんだ。

FLJ　デビュー・アルバムを出した今、今後は何を

やっていきたい？

ヴィンス　人生はどんどん展開していくし、止ま

りたくないね。心配なんてなしに、自分がその

時その時作れる音楽を作っていきたいね。

FLJ　アーティストとしての夢、野望は？

ヴィンス　音楽を作り続けていくこと。ファミ

リーを守ること。自分の音楽が何であれ発信し

続けることじゃないかな。

音楽もそうだし、そこに住む人間もそう。黒人、

白人、アジア人、メキシコ人、いろんな人間が同

じところにいる。もちろん富によって住むとこ

ろは分断されてるけどね。

FLJ　ラッパーになる前はどういうライフスタイ

ルを経験してきたの？

ヴィンス　残念ながらトラブルばかりだったよ。

子供ながらに何をしたら正しくて、何をしたら

間違っているのか判断できるスマートさは持っ

ていたけれど、ヤバい状況もあった。トラブルの
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方が俺を追っかけてくる感じだった。

FLJ　でもそういう若い頃の経験をラップにも反

映させるわけだよね。

ヴィンス　音楽はそうあるべきだと思うんだ。俺

は瞬間を捉えて曲を作ってるんだ。それこそが人

生だからね。人生は経験と冒険の連続だ。自分が

何を経験して、何をやっているのか。それを俺は

聴き手と共有しているわけだし、聴き手が感じる

ことっていうのは、その共有を通してのものの見

方なんだ。そこを表現したものがヒップホップ・

ミュージックだと思うんだ。俺が作りたいのは、

自分たちの持ってるものの最高のヴァージョン

なんだ。長い月日を経ても聴けるようなものにし

たいし、そういう音楽を作っていきたいと思って

る。まあでも、俺は自意識に目覚めてるわけじゃ

ないし、俺の曲がどこから来たのかは聴き手の解

釈にまかせるよ。俺が作りたい音楽は俺が必要と

しているものでもあるんだ。

FLJ　真剣にラッパーになろうと思ったきっかけ

は？

ヴィンス　自分のファミリーの面倒を見なきゃい

けないからね。俺は自分がどういう人間なのか

ちゃんと理解した上で自分という人間を確立し

たかったし、トラブルの多い状況から抜け出し

たかった。それが大きかったね。

FLJ　リリックはどのような書き方をするの？

ヴィンス　ビートを聴いたらとにかくリリックを

書くっていうスタイルだね。書く時は書くけど、

書けない時は書けない。基準は良いか悪いかだ

けだね。

FLJ　デビュー・アルバム『Summertime '06』で

はスゴい進化を遂げていると思うんだけど、自

分ではその背景、理由をどう考えている？

ヴィンス　自分の音楽のキャリアの最初となるア

ルバムだし、今回は人生とかものごとのターニ

FLJ　ヒップホップにハマったきっかけは？

ヴィンス　俺が生まれ育ったところは常にヒッ

プホップがあったし、俺たちの地元の人たちに

とってはカルチャーの一部だったから、ヒップ

ホップにハマったのはごく自然な成り行きだっ

たね。自分でも音楽をやるようになって、同じよ

うな情熱を持ったヤツらが周りにも出てきたん

だ。最初は趣味だったのがだんだんマジになっ

た感じだね。アメリカの都会で黒人として育っ

たら、ヒップホップは最初から身についてるカ

VINCE STAPLES

オッド・フューチャー、マック・ミラー、スクールボーイ・Q、アブ・ソウルともつながりがあるロングビーチ出身の若手ラッパー、ヴィ
ンス・ステイプルズ。2013年にDef Jam Recordingsとメジャー契約し、No I.D.のバックアップを受けて、2014年にリリースし
たミックステープ『Shyne Coldchain Vol 2』が話題となり、コモンの ARTium／ Def Jam移籍作『Nobody’s Smiling』からのリー
ド・シングル「Kingdom」にも客演。6月 30日には ARTium／ Def Jamから待望のデビュー・アルバム『Summertime '06』を
リリース。ダークでヒリヒリしたトラックをバックに、高めの乾いた声で淡々と呪術的にラップする世界観は、他の誰とも似ていない。

1stアルバムが話題の 22歳、ロングビーチ出身のラッパー

ヴィンス・ステイプルズ

PHOTO : N217…NINA

『Summertime '06』

(ARTium Recordings / Def Jam Recordings)
6/30リリースの最新アルバム
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FLJ　今回のワールド・ツアーはどんな感じ？

タイラー　最高だよ。ライヴで新しいことをやっ

てみたりしてるんだけど、お客さんの反応もス

ゴく良いしね。

FLJ　今日がツアーの最終日だよね？

タイラー　そうだね。残念だけどもう終わっちゃ

うね。それに、日本にはもう少し滞在したかっ

たんだけど、明日には発たないといけないん

だ。でもまた必ず戻って来るよ。

FLJ　今回のワールド・ツアーのファイナルの

場所を日本に選んだ理由は何かあったの？

タイラー　特にはなくて、自然とそうなった感じ

だね。

FLJ　ワールド・ツアーのファイナルを日本で

やってくれるのは、日本のファンにとってはス

ゴくうれしいことだよ。

タイラー　日本は俺の大好きな場所の一つだし、

カルチャーもクールだしね。それに、日本人は

みんなおしゃれにスゴく気を遣ってる。最高だ

よ。

FLJ　原宿のセレクトショップ、STADIUMで

GOLF WANGのポップアップ・ストアをやっ

ていたけど、反響はどうだった？

タイラー　スゴく良かったよ。実際にお店に行っ

て、俺自身も楽しめたし、スゴく良い機会に

なったね。

F L J　1 1月1 4日のタイラー主催のフェス

「CAMP FLOG GNAW CARNIVAL」にはス

ヌープ・ドッグが出るけど、どんなきっかけで

彼が出演することになったの？　

タイラー　俺はずっと昔から彼の大ファンなん

だ。だから、CAMP FLOG GNAW CARNIVAL

のステージでプレイしてくれたら最高にクー

ルだと思ってオファーしたんだ。もちろん他

にも出演してくれるアーティストはたくさん

いて、それは俺の仲間が選んだアーティスト

だったりするんだけど、スヌープ・ドッグに関

しては完全に俺のチョイスだね。今年のCAMP 

FLOG GNAW CARNIVALは絶対にヤバくな

るよ。

FLJ　最新アルバムの『Cherry Bomb』に収録

されている「Fucking Young」のMVをチェッ

クしたんだけど、今までみたいに別人格のキャ

ラクター（Wolf Haley、Dr TC、Sam、Ace the 

Creator、Tron Catなど）が全く登場してないよ

ね。これはタイラーが他の誰かではなくて、自

分自身についての曲を作りたかったってこと

なのかな？

タイラー　まさにその通り！　今回のアルバム

では、他のキャラクターではなく、自分自身に

ついての曲を書きたかったんだ。

FLJ　その「Fucking Young」のMVの最後で

曲がアルバム1曲目の「Deathcamp」に変わる

と、タイラーは映画館から追い出されて、その
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TYLER, THE CREATOR

今年 4月に 2年振りの新作『チェリー・ボム』をリリースしたタイラー・ザ・クリエイ
ター。そのアルバムのワールド・ツアーの最終日として、9月 14日（月）に恵比寿の
LIQUIDROOMで一夜限りの単独来日公演を行ったタイラーをライヴ前にキャッチ。
軍団オッド・フューチャーのリーダー時代から、音楽、スケート、ファッション、映像、
メディアと自由自在に表現してきたライラー。『チェリー・ボム』リリースに合わせてデ
ジタル・アプリ「GOLF MEDIA」と「GOLF MAGAZINE」もローンチしている。24

歳にして早くもアーティストとしての自我を自覚して新たなステージに入ったタイラーは
これからがますます楽しみなのだ。

過去の別人格キャラを捨て、
現在の自分自身についてのアルバムを作った LAのラッパー

タイラー・ザ・クリエイター
『チェリー・ボム』

（ソニー）
4月リリースの最新アルバム

http://golfwang.com
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映画館の看板には「TRIPLE FEATURE」（3作

上映中）と出てるよね。これは過去3枚のアルバ

ムを意味しているのかな？

タイラー　その通り。よく気づいたね。

FLJ　ということは、最新アルバムの『Cherry 

Bomb』は新しい始まりを意味しているの？

タイラー　どうだろう。俺はただ新しいヤバいも

のを作りたかっただけなんだ。でも、スゴくお

気に入りのアルバムになったよ。

FLJ　タイラーはLAに住んでるんだよね？

タイラー　そうだね。俺はLA出身で、他の場所に

は住めないと思ってる。LAは最高だよ。

FLJ　LAやカリフォルニアという土地は、タイ

ラーの音楽に影響を与えてる？

タイラー　そんなことはないと思う。どこ出身だ

ろうとプレイする音楽に変わりはないと思う

し、LA以外のところに住んだとしても俺の音楽

は変わらないよ。

FLJ　タイラーの今後の目標は？

タイラー　健康でいることだね。

FLJ　シンプルだね。

タイラー　でもね。これが一番重要なことだと思

うよ。健康でいることができないと何もできな

いからね。
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らの集まりさ。

FLJ　チャンス・ザ・ラッパーとのつながりは？

カイル　チャンスは友達で、かなり前に彼が僕の

地元に来た時に、僕がオープニングを務めたん

だ。僕のステージをチャンスのプロデューサー

のネイト・フォックスが観てて、一緒にやろうっ

て言ってくれたんだ。ネイトといろいろやるよ

うになってチャンスとも親しくなった。

FLJ　チャンスと共演した「Wanna Be Cool」

でカイルの名も上がったしね。

カイル　あの曲だけ客演が決まってなかったん

だ。チャンスのアルバムはほぼ完成していたん

だけど。トピックがナードだったから、「これは

僕の曲だ」って思ったんだ。それで曲にラップ乗

せて送ったら気に入ってもらって。そこにさら

にビッグ・ショーンも加わったから僕は泣いた

よ。

FLJ　カイルのナードっぷりはどのくらい？

（笑）

カイル　限りなくナードだよ（笑）。マンガも

好きだし、女性と恋愛したこともなかった。

「Wanna Be Cool」は本当にピッタリだった。人

に認められたくて頑張ってカッコ良くなる必要

なんてないし、自分らしくあればいいんだから。

いろんな人が共感してくれたよ。どっちにしろ、

高校でクールだったヤツって卒業後5年もする

とあまりパッとしないからね（笑）。だから僕は

クールじゃなくて光栄だよ。アメリカの青春映

画でもナードと体育会系との対決で最後には

ナードが勝つからね（笑）。

FLJ　マンガも好きなんだ?!

カイル　「幽☆遊☆白書」「ドラゴンボールZ」

「THE ビッグオー」は素晴らしいね。アニメを観

るために夜遅くまで起きてたよ。だから日本に

行くのは夢だね。僕の叔父さんの奥さんが日本

人なんだ。毎晩アニメ観て、日本人のいとこから

日本の話を聞いてたから想像が膨らむ一方で。

FLJ　アルバム『SMYLE』は、ジャケットのアー

トワークが口だけで金歯が光ってるのがウケる

んだけど。

カイル　ジャケットのアートワークのメッセー

ジとしては、「人生がすっぱいレモンを与える

のなら、黄金に変えなさい」ってことだね。欠点

のある人なんて本当はいないと信じてるんだ。

人それぞれにこの世に生まれてきた意味があ

る。永遠の歴史があって、ある日宇宙がビッグバ

ンで破壊するか、宇宙人に征服される日が来る

まで、この世に自分という人間は一人しかいな

いんだ。だから自分を恥じる必要なんてないん

だ。見た目についてもそうだよ。神様がこういう

ルックスにしたのも意味があるから。だから僕

はそのことについて笑顔でいたい（SMYLE）ん

だ。良い時もあれば悪い時もある。だから取り乱

したりしないで笑顔でいた方がいい。

FLJ　女性との付き合いをリリックにしたもの

が多いよね。

カイル　6年付き合ってる彼女がいるんだ。その

彼女からインスピレーションをもらって曲を作

ることが多いんだ。良い曲も悪い曲もね。I hate 

you and I love youさ（笑）。良い時も悪い時も

あるのはみんな同じでしょ。だから多くの人に

も共感できる内容だと思うんだ。

FLJ　彼女はカイルのリリックを気に入ってる

の？

カイル　彼女は僕にとって最大の批評家だよ。

僕の曲を最低だって言ったのも彼女が最初だ

（笑）。彼女は僕の人生のエグゼクティヴ・プロ

デューサーだね。

FLJ　ラップのスタイルとフロウが独特なの

は？

カイル　昔、銃のことを歌わなくなった時に、

「Lemonade」っていう曲を出したんだけど、そ

こに面白いラインを入れて、自分でも笑ってし

まったんだ。その時に今までで一番自分らしい

曲になったなと思って。それで誰かに話しかけ

るような感じでラップするようになったんだ。

速いペースで言葉遊びをするような感じで会話

する感じでラップするんだ。

FLJ　今後の予定は？

カイル　『SMYLE』ツアーに出るよ。いろんな国

に行ってみたいね。なるべくいろんなところに

行って、いろんな人たちと出会って、世の中を笑

顔（SMYLE）でいっぱいにしたいね。
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FLJ　新曲「Really? Yeah!」、ヤバいね。ヒット

確実だと思ったよ。

カイル　ありがとう。「Really? Really? Yeah!」っ

てね。スゴいエネルギーがあるし、あんな曲は

今までにない。スゴく盛り上がるしね。「Really? 

Yeah!」は昔の自分の曲のラインから来てるん

だ。会話の中で自分がしょっちゅうその言葉を

使ってるのにも気づいて。自分のキャラを1曲

の中で表現したかったんだ。けっこうナードな

話し方を自分のフロウに落とし込んでね。部屋

の中で僕が叫んでる曲さ。この曲を聴いて物を

破壊してほしいね。

FLJ　ヒップホップにハマったきっかけは？

カイル　最初にラップの曲を聴いたのは10歳の

時だよ。僕は黒人と白人のミックスで、ママが白

人だから最初はロックを聴いてた。ラップの存

在も知らないまま、親父と初めて一緒にハング

アウトしてたら、親父がオール・ダーティー・バ

スタードの「Got Your Money」をかけてね。「何

だこれ?! これヤバいよ！」ってなって。そこか

らヒップホップに目覚めたんだ。

FLJ　好きだったラッパーは？

カイル　ジェイダキスが神だったね。それで自分

でラップも始めたんだけど、最初は銃とか虐殺

のこととか歌ってた（笑）。12歳の時。今の自分

を作る意味で影響を受けたのがキッド・カディ

で、そこから銀行強盗のキャラじゃなくなった

（笑）。

FLJ　マジでラッパーになろうと思ったのは？

カイル　マジでラッパーになろうと思ったのは

ローラースケート場のラップバトルからだね。

17歳で自分でレコーディング機材を揃えて、デ

モを作ったり、YouTubeでフリースタイル映像

をアップしたりしたんだ。フェイスブックで地

元の高校行ってるヤツ全員に友達追加リクエス

トをして、高校に行ってCDをみんなに手渡して

たよ。ある時にYouTubeでドレイクのカヴァー

をやったら、再生数が100万回になって。そこで

ファンベースができたね。当時はK.I.D.って名

前でやってたんだけど、カイルは本名なんだ。

グループ名は最初からSuper Duper。スーパー

ヒーローを信じて何でもできると思ってるヤツ

KYLE

aka “Super Duper Kyle”、aka “King Wavyaka” ことカイル。LAからまたユニーク
なキャラとスタイルを持ったラッパーが登場した。ナードなんだけどカラフルでユーモア
もたっぷり。チャンス・ザ・ラッパーの「Wanna Be Cool」の客演や自身の曲「Just A 

Picture ft. Kehlani」で注目を浴び、10月 2日にチャンス・ザ・ラッパー、Yunaをゲス
トに迎えた 2ndアルバム『SMYLE』をリリースしたカイル。かなりのおもろキャラでした。

ナードでカラフル、ユーモアたっぷりの新キャラ・ラッパー

カイル

PHOTO : 217…NINA

『Smyle』

（Indie-Pop Music)
10/2リリースのニュー・アルバム

http://superduperkyle.com
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THE PARANOYDS

ウエスト LAの金曜の夜。ヴェニス・ブルヴァード沿いのレコード・ショップ店内で行われたライヴに集まったのは、20 代前半の
男の子と女の子が半々ぐらい。格好はみんな自由でバラバラだけど、エッジ立ちまくりで、何に一番近いのかと言えば’70年代ロン
ドン・パンクなんだろうけど、もっと自由。ザ・パラノイズの演奏が始まるとみんなポゴ、モッシュで、女の子たちもけっこう暴れる。
サウンドの方も、パンクでノイジーで破壊的だけどポップだったりして、枠にとらわれない。しかも、ヴォーカル、ベース＆ギター担
当のナターシャ “スターズ” リンデスは人気ファッション・モデルだったりするのだ。

LAの新世代ニュー・タイプのパンク・ロック

ザ・パラノイズ

FLJ　ザ・パラノイズを結成したいきさつは？

スターズ　3人はサンタモニカにある同じハイス

クールに通ってたの。最初は2人で曲を作り始め

て、フォーク・ミュージックをやってたのよ。ス

ゴくロマンティックな音楽。ボーイフレンドが

できる前だったから、イマジネーションを歌に

してた感じ。

レキシ　初恋とか。

スターズ　失恋とか。14～15歳で、アコース

ティック・ギターだったんだけど、何年か経って

からエレクトリックになった。

レキシ　友達の家の洗濯場でライヴをやったわ。

前列、左から、スターズ・リンデス（ヴォーカル、ベース、ギター）、デイヴィッド・ルイズ（ドラムス）。後列、左から、レキシ・ファンストン（ベース、ギター）、レイラ・ハシェミ（キーボード）

ノー・ダウトとかヴァイオレント・ファムズの曲。

スターズ　人前でライヴはやらなかった。それで2

年後に再び組んで。

レキシ　去年のことね。

スターズ　それで3人でやってて、デイヴィッドが

加わってこのバンド編成となったの。

デイヴィッド　僕はスターズの兄弟を通して知

り合ったんだ。一緒の仕事だったから。「ザ・パラ

ノイズと一緒にやるべきだ」って言われて、「い

いよ」って。

FLJ　一緒にやってみてどうだったの？

デイヴィッド　いやあ、楽しかったよ。曲もい

いし。

FLJ　4人はすぐに意気投合できたの？

スターズ　たぶんそうだと思う。

レキシ　良い友達だし、お互いを助け合うミュー

ジシャンシップはあるわ。

FLJ　一人ひとり、どういう音楽が好きだったか

聞きたいんだけど。

スターズ　グウェン・ステファニー。男ばかりのバ

ンドにいて、やんちゃで、気にしないし、かわい

いし、クールで女性的。それで私はチェロとベー

スを弾くようになって、10年ぐらいやってる。

レキシ　私はポップ・パンクを聴いて育った。ブリ

ンク182とか。それでギターを弾いてくうちに、

好きな音楽がどんどん変なものになっていっ

て、ハードで他にあまりないような音楽ばかり

になって。でもイイところは、スターズがポップ

な要素をバンドに持ち込んで、私が変な要素を

バンドに持ち込んで、それがミックスされてイ

イ感じになってるところ。

レイラ　私はクラシックのピアノがバックグラン

ドね。12～13歳で少しやめてたんだけど、ザ・パ

ラノイズでまた弾くようになって。ロックはパ

パからクラシック・ロックを教わったわ。エリッ

ク・クラプトンとかローリング・ストーンズと

か。

デイヴィッド　オペラが好きで、バイオリンを弾い

てたんだ。親父がクラシック・ロックをよく聴い

てたから僕も聴いてた。12歳になると、バイオリ

ンに飽きてドラムを叩き始めた。叔父さんがド

ラマーで、ドラムセットを買ってもらったんだ。

それで毎日叩いてたよ。

スターズ　みんな音楽のバックグラウンドが違う

んだけど、それぞれが最高のものを持ってくる

から、それをミックスするとザ・パラノイズなら

ではの音楽になるの。今って何か流行るとみん

な同じような音を出すでしょ。そういうのは避

けたいの。だから、ギターで曲を作る時は、他の

バンドがすでに出してるような曲は作らないっ

て決めてる。

レキシ　私たちはいっぱい汗かいて演奏して楽し

みたい。プリティでキュートなルックスの同じ

ような音のバンドが多いから。私たちにとって

音楽は、教会のゴスペルみたいに宗教的なもの

だから、聴く人をクレイジーにしたい。ロックン

ロールってそういうものだと思ってるから。

スターズ　ルックスがキュートだけなのも、サウ

ンドが変なのもイヤだわ。

デイヴィッド　ザ・パラノイズは人々のバンドだ

から。

スターズ　私たちはパンクスだから、気に入って

くれたらそれでOK。

FLJ　今日のライヴもいろんなタイプの人が来

て楽しんでたし、モッシュして踊ってたし、格好

も自由だったし、女の子がたくさんいるのも良

かった。

レキシ　いろんな人に気に入ってもらえるとうれ

しいから。

デイヴィッド　今日来ていたお客さんはみんな何

かしらやってる人たちなんだ。クリエイティヴ

なことだったり、変わったことだったり。

スターズ　今私はNYに住んでるけど、場所が変

わると全然違うの。NYはみんな踊らないし、きっ

と14ドルで買ったお酒をこぼしたくないのよ

（笑）。私たちの音楽でみんなが身体を動かして

くれたら最高なんだけど。

FLJ　今オリジナル曲は何曲あるの？

スターズ　Sad Girlのカヴァー以外はオリジナル

だから、9～10曲かな。

FLJ　曲作りはどうやってるの？

スターズ　一人ひとりが作ってきて、それをみ

んなで形にしていくことが多いんだけど、みん

なで作った曲の方が最高なものになるわね。

FLJ　歌詞の内容は？

スターズ　私が書くのはロマンティックな、恋に

悩んでる歌。友達がハマった中毒の歌もあるん

だけど、そういうのって私は頭に来てしまうの

ね。

レキシ　安っぽいラブソングは好きだけど、この

バンドにはないわね。

スターズ　フラストレーションがテーマかな。方

向音痴で道に迷った曲もあるわ。かわい子ちゃ

んバンドのラブソングはないわね。デイヴィッ

ドはラブソングが好きなのよね。

デイヴィッド　ジョージ・マイケルが好きだね。僕

が好きなのは何かを感じさせてくれる曲なん

だ。たとえ知り合いでなくても、聴いてみて共感

を得られるような曲がいい。

FLJ　バンドにとってネクスト・ステップは？

レキシ　プレイし続けること。

スターズ　レコーディング。

レキシ　レーベルのHard Feelingsのコンピレー

ションを企画してるの。Sad Girl、Wild Wingと私

たちの3バンドで、EP感覚で2～3曲ずつ。ミック

ステープみたいな感じで。

スターズ　1年以上プレイしている曲があるから、

新曲を作りたいわ。もっといい曲が作れそうだ

から。

FLJ　野望は？

スターズ　ツアーに出たら最高ね。

デイヴィッド　仕事をやめて。

レイラ　仕事なんてやりたくないから。

レキシ　大きな会場でライヴをやって、友達以外

のお客さんが一緒に歌ってくれたら最高。それ

が野望かな。

スターズ　誰か有名な人が私たちのバンドTシャ

ツを着てシャウトアウトしてくれたらなあ。い

や、冗談よ。このファミリーで楽しく続けられた

らいいわ。

レキシ　私たちの曲がラジオから流れたらって

思う。「これ、私たちの曲よ！」って言いふらした

い。

FLJ　日本ツアーの予定は？

レキシ　実現するのなら何だってするわ（笑）。

デイヴィッド　絶対インパクトを残せると思う。

レキシ　スターズは日本に行ったでしょ？

スターズ　日本にはすっ裸でやるバンドがいるの

よ。最高よ。

レイラ　日本のラジオでオンエアして！

FLJ　日本の読者にメッセージを。

スターズ　友達になりましょう。こっちまで遊び

に来たら?!

レイラ　私、ワカモレ作るの上手いのよ（笑）。
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H2O

7年振りの新作がヤバい、NYハードコア・バンド

エイチトゥーオー

ク・ユー」とか書き込めてしまう。本人が見るかどうか

は別にしてね。そうやってネガティヴなことだって書

けるし、それって昔のメッセージボードをもっとひど

くしたようなものさ。今は何でもできるから恐ろしい

よ。キッズは構ってもらいたいだけなのかもしれない

しね。

ラスティ　インスタグラムはアーティスティッ

ク、クリエイティヴに使わないとね。

FLJ　「Skate!」っていう曲ではスティーヴ・キャ

バレロがギターで参加しているんだけど、その

いきさつは？

ラスティ　キャバレロは何年も前にワープド・ツ

アーで知り合ったんだ。

トビー　俺自身、最近またスケートをやるよう

になったんだ。息子のマックスがスケートする

からね。それで友達を通してキャブに参加のオ

ファーをしたんだ。彼はFactionのギタリストだ

からね。それでキャブに曲を送ったら気に入っ

てくれて、スタジオに来て、自分で考えたリー

ド・ギターを弾いてくれて、完璧だったよ。そし

たら「この曲のビデオを作ろう」って言うから、

「もちろん」って。撮影もスゴく楽しかったよ。そ

こに、友達が持ってた俺の高校時代の映像を入

れたんだ。’85年かな。

FLJ　トビー、髪がブロンドだもんね。ハンドプラ

ントやってるし（笑）。あと、「True Romance」っ

て曲があるんだけど、あれってトビーの大好き

な映画のタイトルでしょ。

トビー　俺と妻のムーンの歌だよ。

ラスティ　あの曲がいいのは、映画と同じヴァイ

前と同じオレンジ・カウンティでやったんだけ

ど、ヴォーカル録りはナッシュヴィルに飛んで

やった。ダッシュボード・コンフェッショナルの

クリス・カラバの家でね。チャドもナッシュヴィ

ルに住んでるんだ。5日間でヴォーカルを全部

録ったよ。

FLJ　今回の新作を作るに当たって持ってたアイ

デアは？

トビー　特にアルバムのテーマを決めたりしたく

はなかったね。H2Oらしい曲で、歌詞では今の問

題を扱っている。『Use Your Voice』っていうタイ

トルも気に入ってるよ。俺たちはいつも自分たち

ブスがあるところだと思う。ムーディでエモい

（笑）。

トビー　あと、アルバムには俳優のマイケル・ラッ

パーポートも参加してるんだ。

FLJ　今年はブラジル、メキシコにもツアーで

行ってるよね。

トビー　初めて行ったんだけど、メキシコは最高

だよ。南米は最高。

ラスティ　ヨーロッパのベルギーも最高だよ。バ

ンド結成から20年経ってライヴはどんどん良く

なってるね。

FLJ　もう結成して20年になるんだ？　20年前

にH2Oをこんなに長くやるなんて想像できた？

トビー　できなかったね。20分かと思ったも

ん（笑）。始まりは、1994年のクイーンズ、マー

フィーズ・ロウのライヴだよ。

ラスティ　1996年に1stアルバム『5 Year Plan』を

出した時も、持って5年だと思ってたからね。

トビー　しかも今はライヴに来る客が若返って

る。キッズがたくさん来るんだ。初めて観に来る

キッズもいるくらいなんだ。『Nothing To Prove』

を出してから、新しいバンドに生まれ変わったよ

うな感覚もあるんだ。レーベルのBridge Nineが

いろんな層の客を持ってるのもいいことだしね。

ラスティ　この10年ぐらいで音楽のあり方が変

わったから。

トビー　日本でも20周年ライヴをやりたいね。

FLJ　日本の思い出で最高なのは？

トビー　最初の日本ツアーのリキッドルーム

だね。満員でスゴかった。ADDICTレーベルの

WARPに載った広告を今でも持ってるよ。

ラスティ　岡山、広島も思い出深いな。最初の日本

でTVのインタビューも受けたし、街でサインも求

められたなあ。思い出がたくさんありすぎるよ。

FLJ　20年後のH2Oは？

全員　大爆笑

FLJ　日本のファンにメッセージを。

ラスティ　明日にでも行きたいよ（笑）。

トビー　日本にはすぐにでも行きたいね。H2Oの

歴史の中で日本はかなり大きいから。アリガト

ウゴザイマス。

の声を使ってメッセージを出してきたからね。

ジャケットの写真は、友達が俺の息子のマックス

が叫んでいるのを撮影して、その写真を俺の家の

バックヤードの壁にペーストしたものなんだ。

ラスティ　LAのストリート・アート・スタイルだ

ね。

トビー　今って時代はみんなが声を上げていかな

きゃいけないだろ。クレイジーなことだらけだ

からね。自力で生きてかなきゃいけないし、それ

は子供にしたって同じことなんだ。

ラスティ　今日もテレビを観てたら、ヴァージニ

アで女の子がカメラの前で撃たれたよ。

トビー　レイシズムや警察による暴力などに対し

て、立ち上がって声を上げてかないといけない世

の中になってしまったね。タイトル曲はちょうど

TVでボルティモア暴動をやってる時に書いたん

だ。政治的な歌ってわけじゃないけどね。今回は

今の世界で起こってることを書いてるよ。ハード

コア・シーンの中のことだけじゃなくてね。

ラスティ　ディセンデンツやダグ・ナスティが歌っ

てたように、H2Oが歌ってることも、この世界と

どう付き合っていくのかっていうことなんだ。

トビー　人生の問題だね。自分の中に問題を溜め

てちゃいけない。キッズは特にそうだ。昔は学校

でいじめられたら家に帰って親に話したら聞

いてもらえてたけど、今は学校だけじゃなく、イ

ンターネットやフェイスブックでも書かれる

から、学校でも家でもノンストップでいじめら

れることになる。トランスジェンダーの子が自

殺したり、退屈な子供が学校に銃を持ち込んだ

りするのも、そこに原因があるよ。アルバムの曲

「#NotRealLife」では、ネットにポストして自分の

人生を良く見せようとしてもそんなのはリアル

じゃないってことを歌ってる。人生で何もして

ないのに、何百万人にもフォローされて有名に

なりたいヤツが多いだろ。

ラスティ　その曲でトビーが「俺はおまえみたい

な使い方はしない」って歌ってるんだけど、ソー

シャルメディアは単にツールだから、ポジティ

ヴな使い方をしないと。

トビー　最高の使い方もあれば、最低の使い方もある。

今だとネットでラッパーの50セントに直接「ファッ

FLJ　最近のH2Oの活動はどんな感じなの？

トビー　ツアーばっかりやってるね。2008年に

出したアルバム『Nothing To Prove』のツアー

は今までで一番長かった。もう7年やってるか

ら。最近のツアーはヨーロッパが多いんだ。それ

で、2011年にカヴァー・アルバム『Don’t Forget 

Your Roots』を出した後、デモを作って、また前

作と同じチャド・ギルバート（ニュー・ファウン

ド・グローリー）のプロデュースでニュー・アル

バムを作ろうってなったんだ。だけど、前作で「7

年後にまた会おう」って書いたら本当にその通

りになってしまったよ（笑）。レコーディングは

前列：アダム・ブレイク（B）
後列、左から：ラスティ・ピスタチオ（G）、トビー・モース（Vo）、トッド・フレンド（Ds）

『Use Your Voice』

（Bridge 9 Records)
10/6リリースのニュー・アルバム

www.h2ogo.com

H2Oと言えば、1994年結成以来、NYハードコアながらも、ワシントン DCやカリフォ
ルニアのバンドに通ずるようなメロディックなアプローチや、人生をポジティヴに捉える
メッセージが大きな支持を受けているバンドだ。7年振りとなる新作『Use Your Voice』
も間違いない出来で、理屈抜きのカッコ良さがある。今はメンバーにうち 3人が南カリフォ
ルニアに住んでいる。LAでヴォーカルのトビーとギターのラスティをキャッチした。

PHOTO : 1 Chris Wrenn / 2 Todd Pollock
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FURY

今また盛り上がるオレンジ・カウンティの
ハードコア・シーンの中から、2014年結
成のバンド、FURYを紹介しよう。’80s 

NYハードコア、ユース・クルーを彷彿と
させる、ストレートな中にもメロディック
なエッセンスもある、熱いオールドスクー
ル・サウンドを聴かせる 5人組だ。今
回話を聞いたのは、ツイン・ギターの 2

人、マディソンとアルフレド。マディソ
ンは元 Creatures、アルフレドは Soul 

Search、Forced Orderのベーシストで
もある。

オレンジ・カウンティ発ユース・
クルー・スタイルの新世代ハー
ドコア・バンド

フューリー

FLJ　Furyで目指した音楽は？

マディソン　バンドを組んでたんだけど、Furyの

デモ用の新しいスタイルの曲を作り始めたん

だ。好きなのは、初期のRevelationのカタログ。

ずっと大ファンだったんだけど、手を出してな

かったんだ。Turning Point、Supertouchとか大

好きで。

アルフレド　ああいうスタイルのハードコアだ

ね。

マディソン　ハードコアだけどメロディックなス

タイル。そういう音楽を目指して作ってたらス

ゴくクリエイティヴになって、そこにヴォーカ

ルのジェレミーが乗っかるとさらにスペシャル

なものになったんだ。

アルフレド　俺はずっとヘヴィな音をやってたか

ら、Furyのスタイルはやってて楽しいね。スゴ

く自分の中で新鮮な気持ちでプレイできるし、

キッズの反応もいいんだ。

マディソン　俺の好きなバンドの一つがラモーン

ズなんだ。キャッチーなアプローチをするわけ

じゃなく、メロディックだけどハードな音をや

りたいんだ。ずっとこの感じで続けていけたら

と思うね。

FLJ　Furyは結成してどのくらい経つの？

アルフレド　最初のライヴが2014年の2月かな。

まだバンドとしては新しいけれど、ライヴのオ

ファーもけっこうあるし、いい感じだよ。

マディソン　このバンドは楽しみたくて始めて

るからね。

アルフレド　ハードコアが素晴らしいのは、バン

ドが1年も経つといろいろとコミュニティの中

でつながってくるところなんだ。今日もこうし

て日本からの取材に応えてるわけだし（笑）。

FLJ　今日はヴォーカルがいないけれど、歌詞や

メッセージはどんな感じなの？

マディソン　ヴォーカルは変なヤツだよ。良い意

味でね（笑）。

アルフレド　風変わりとでも言えばいいのかな。

マディソン　スゴくクリエイティヴなヴォーカ

ルで、文章や映像からインスピレーションを受

けてるよ。彼の世界の見方って変わってるし、

言葉の選び方も知的なんだ。歌詞の中には映画

『シャイニング』からの引用もある（笑）。だけ

ど俺たちもすんなり共感できる感じなんだ。今

ちょうど新曲に取り掛かってるところなんだけ

ど、次のレコードに向けて言いたいことがたく

さんあるみたいだ。これまでリリースした曲は、

世界に向けて歌われてたんだけど、新曲は自分

自身に向けて歌われている。だからどんな歌詞

になるのか今から楽しみでもあるよ。

FLJ　新曲はどういう形で出す予定？

マディソン　まだ決まってないんだ。早くフルア

ルバムを出したい気持ちもあるんだけど、ギ

ターのリフ一つ取っても、納得いくまで、自分の

中の基準を満たすまで、時間をかけたいってい

うのもある。ハードコアのレコードって、勢いで

いいものができるんだけど、後になって細かな

ところが気になったりする。だから、フルアルバ

ムは自分の基準を満たすものにしたい。

アルフレド　7インチとアルバムでは意味が違っ

てくるからね。

マディソン　クロ・マグスの『T h e  A g e  o f 

Quarrel』は恐らくベスト・ハードコア・アルバム

の中の一枚だと思うんだけど、あのレベルくら

い高いハードルを設けてアルバムを作りたい

ね。15年後にクラシックって言われるものを作

りたい。

アルフレド　それは夢だな。2015年にそれを形に

するのは難しいけど、俺たちはやるよ（笑）。

FLJ　ライヴはどんな感じなの？

アルフレド　ボビーはベースを始めたばかりで、

左から、マディソン・ウッドワード、アルフレド・グティエレス

Live On KXLU 7" (2015) Kingdom Come 7" (2015) Demo Cassette (2014)

https://furyhc.bandcamp.com

俺もベースからギターになったばかりだった

から、初ライヴはラフな感じだったけど、エネル

ギーはバッチリあった。

マディソン　ドラマーのアレックスにとっても最

初のバンドだし、ジェレミーがフロントマンを

やるのも最初だから、テクニックと経験という

意味ではまだまだだ。

アルフレド　経験があるのはマディソンだけだか

ら。でも今はメンバー間、スゴくやりやすいよ。

マディソン　ツアーも経験したから、キッズの反

応もどんどん良くなってる。フェスは特に反応

がいいね。America's Hardcore Festに出演した

んだけど、けっこう人気を決定付けたんじゃな

いかな。Rain Festも良かったな。ライヴはやる

ごとにどんどん良くなっていく感じだね。

FLJ　今のオレンジ・カウンティのハードコア・

シーンはどう見てる？

マディソン　今オレンジ・カウンティはハードコ

アにとってはいいところだと思う。この前、フ

ラートンにあるProgrammeっていうスケート

ショップでライヴをやらせてもらったんだけ

ど、100人しか入れないところに200人くらい集

まった。まあ地元のライヴなんだけど、Turnstile

がやった時はクレイジーだったね。今はLAやイ

ンランドからもオレンジ・カウンティにライヴ

を観に来るよ。シーンはしばらく死んでたけど、

今戻ってきてるね。Discrepancyっていう若い

バンドは古き良きオレンジ・カウンティのハー

ドコアにオマージュを捧げているよ。彼らは

Youngblood Recordsのバンドだけど、もっとラ

イヴを観てみたいね。大きなバンドはアナハイ

ムにあるChain Reactionでライヴをやって盛り

上がってるよ。小さなバンドにとっても、LA、サ

ンフランシスコ、オレンジ・カウンティの3ヶ所

は盛り上がってきてると思うね。

FLJ　野心は？

アルフレド　Furyはこんなにいりいろ活動をする

とは思ってなかったからね。Furyの活動が良い

爪痕を残せたらと思うね。

マディソン　今また若い子たちがJudge、クロ・マ

グス、Side By Sideといったバンドを聴くように

なってきたのがうれしいね。俺の人生を変えた

バンドだからね。新世代を育てるのも俺たちの

仕事だと思ってる。バンドとしての野心は、ヨー

ロッパと日本に行くことだね。アルフレドは

Soul Searchで日本に行ってるよね。

アルフレド　日本はクレイジーだよ。また日本に

行くのは確かに野心だね。
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NAILS
2009年オックスナードで結成されたバンド、ネイルズ。Terror、Betrayed、Snake 

Eyes、Carry On等様々なバンドで活動してきたトッド・ジョーンズ（ヴォーカル、ギター）
が自分のサウンドを追求して長く活動できるようなバンドを目指して結成したバンドだ。
そのサウンドはパンク、ハードコアをベースにしつつ、スラッシュやグラインド、デスメ
タル、パワーヴァイオレンスも包括したようなダークでヘヴィなスタイル。NARDFEST

のライヴ後、トッド・ジョーンズに話を聞いた。このテキストはダミーです。

パンク、ハードコア、メタルを融合させたブルータル・サウンド

ネイルズ

PHOTO : Albert Licano (P44)

トッド　確かにカリフォルニアのバンドの音じゃ

ないね。ヨーロッパのバンドのようなサウンド

だ。だけど俺が好きなのは音楽そのものだから。

ジャパニーズ・ハードコア、スウェディッシュ・

ハードコアも好きだし、スウェディッシュ・メタ

ル、UKハードコア、UKメタル……全部好きなん

だ。俺は音楽のマニアだからね。

FLJ　ジャパニーズ・ハードコアに対する愛も聞

かせてほしいんだけど。

トッド　ジャパニーズ・ハードコアはスゴくパ

ワフルだと思う。日本のミュージシャンはみ

んなハートの奥底からプレイしている。それ

にスキルもある。それでいて音楽は生々しい。

Systematic Deathなんて狂ってるし、ZOUOは

変わってるよ。だけど最高なんだ。G.I.S.M.、ガー

ゼ、WARHEADは大好きなジャパニーズ・ハード

コア・バンドだ。WARHEADの「Cry Of Truth」は

最高の7インチだよ。ジャパニーズ・ハードコア

はインターネットを通して知ったんだ。友達が

「これをチェックしろよ」っていろいろ教えてく

れたんだ。ジャパニーズ・ハードコアがスゴいの

は、プライドを持っているところ。ミュージシャ

ンとしても素晴らしく、音楽も力強く、怒りに満

ちている。アメリカのミュージシャンはそれほ

ど楽器が上手いとは思わないんだ。

FLJ　日本には何度行ってる？

トッド　個人的な旅も入れると4回だね。Nailsで

は2回。東京、大阪、名古屋、京都でプレイした。素

晴らしかったよ。さっきも言ったように、日本に

はプライドを持って正しいことをやっている。

どのハコのサウンドも素晴らしいんだ。たとえ

それが小さな会場であってもね。あと、レコー

ドショップめぐりも最高だった。行くたびにレ

コードに2000ドル注ぎ込んでるよ。全部ジャパ

ニーズ・ハードコア（笑）。G.I.S.M.の『M.A.N.』、

Lip Creamの7インチを含めた全作品も手に入れ

たよ。Systematic Deathの全作品が欲しいね。あ

と、SLANGの『the immortal sin（永遠の罪）』も

超ハードだね。

FLJ　Nailsの歌詞はスゴくダークだけど、インス

ピレーションとなってるものは？

トッド　憎しみだね。あと、疎外感。人から好かれ

ていない感覚。俺はいろんな人から嫌われてい

るから（笑）。

FLJ　でもパンク、ハードコアに最初にハマる

きっかけはそういう感覚が多いよね。

トッド　そうだね。落ち込んだ感覚、悲しい感覚、

友達なんて誰もいない感覚、他人にひどい目に

遭った感覚。それって今でも感じることだけど、

15歳の頃はもっと感じていたから。混乱してた

し、イライラしてたし、怒っていた。その感覚が

歌詞を書くことにつながったんだ。

FLJ　今取り組んでいることは？

トッド　ニュー・アルバムの制作さ。Nuclear 

Blastからのリリースになるよ。来年の5月を予

定している。11月はフィル・アンセルモ主催の

HOUSECOR HORROR FESTIVALに出演する。

FLJ　ニュー・アルバムの方の進行は？

トッド　もう3/4が終わってるよ。スゴくヘヴィ

だよ。よりパンクでもあるし、よりメタルでもあ

る。全編通してNailsのアルバムになるよ。嫌いな

人はいないと思うね。

FLJ　良いライブだったね。

トッド　ありがとう。今日のライヴ会場はヴェン

チュラ・シアターなんだけど、俺はこの辺りで

育ったんだ。8～12歳の頃、親父にここにブルー

ス・バンドのライヴによく連れてきてもらった

よ。今日ここでライヴをやったのは初めてだか

ら、俺にとっては大きな意味があるんだ。スゴく

幸せだよ。

FLJ　パンク、ハードコアといったヘヴィ・ミュー

ジックにハマったきっかけは？

トッド　パンクにハマったのは1993年で、グリー

ン・デイやオフスプリングが出てきて、大好きに

なったんだ。そこから友達とサンクスリストに

載ってるバンドのレコードを買い始めた。FAT 

WRECK CHORDS、エピタフ所属のバンドを買

い漁ったんだ。そこからさらにマイナー・スレッ

トを聴いて人生が変わったね。13歳だった。サウ

ンド、メッセージ、美学、そのすべてにヤラれた。

それで俺はパンク、ハードコアになったんだ。

FLJ　マイナー・スレットからどれだけ深く行っ

たの？

トッド　マイナー・スレットからIll Repute、Dr. 

Knowを聴くようになった。それから友達のフ

レッド・ハマーがクロ・マグスのレコードを貸し

てくれて、ファンジンも見せてもらった。そこ

でFloorpunch、Ten Tard Fightを知って、さらに

ユース・オブ・トゥデイ、ゴリラ・ビスケッツ、キ

リング・タイム、シック・オブ・イット・オールを

知って、NYハードコア・スタイルが好きになっ

た。その次にはナパーム・デス、カーカス。カーカ

スは出たばかりの時に聴いてたよ。

FLJ　Nailsをやろうと思ったいきさつは？

トッド　最初にやってたバンドは単なる地元バ

ンドで、その後にハードコア・バンドを組んで、

そこにはいとこでAnnihilation Timeのトニーも

いた。そのトニーと地元の友達とともにStand 

Your Groundを組んだ。それで友達のバンドの

Carry Onに入ったんだ。Carry Onが活動を休止

すると、Buried Aliveのスコット・ヴォーグルと

Terrorをスタートさせた。Terrorはツアー・スケ

ジュールがタイトで、俺はそれほどツアーで忙

しくするのは嫌だったので、Terrorを辞めた。そ

れで2007年にNailsを始めたんだ。Nailsを始め

た理由は、長く続けられるバンドをやりたかっ

たからだ。バンドを解散させたくないからね。だ

からNailsではヴォーカルをやることにした。そ

うすればヴォーカルのメンバーチェンジがなく

なるし、もし誰かがNailsを辞めてもNailsを続け

られる。最初は思っていたからね。だけど、今の

Nailsのメンバーは最後までメンバーなんだ。

FLJ　Nailsは音楽的には何を目指したの？

トッド　ヘヴィ・パンク・ミーツ・メタル。クロス

オーバーだよ。ナパーム・デス、バタリオン・オ

ブ・セインツ、ディスチャージ、ユース・オブ・

トゥデイ、ZOUO。どれもパンクとメタルがミッ

クスして一つに融合しているんだ。

FLJ　だけど、地元のバンドとはサウンドが似て

ないよね。NARDFESTでのNails

トッド・ジョーンズ（ヴォーカル、ギター）

http://abandonalllife.com
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NARDFEST

1980年代に南カリフォルニアでハードコアのムーブメントが始まると、地域ごとにバンドのシーンが生
まれ、地域ごとに独特のサウンド・スタイルを持ったバンドが出てくるようになった。LAから海沿いを
北上したオックスナードでも大きなシーンが生まれ、その地のハードコアは「ナードコア」と呼ばれる
ようになる。そして、2013年から毎年夏にナードコアのフェス、ナードフェストが始まることになった。

オックスナードで行われる2日間のハードコア・フェス

ナードフェスト

PHOTO : Albert Licano

　今年で3年目の開催となるNARDFESTが

8/29（土）、8/30（日）の2日間行われた。会場と

なったのはヴェンチュラ・シアター。1200の

キャパシティの会場で、1920年代に映画館と

して建てられた歴史的建物。そこに’80年代か

らのハードコア・ファンからスケーター、20代

の若者のスパイキー・パンクスまでいろいろな

タイプの音楽ファンが集まった。このエリア

のハードコアである「ナードコア」はパンク、

ハードコア、スケートボード、スラッシュメタ

ルなど様々な要素を融合したシーンだった。そ

の名前は、Mystic Recordsからリリースされ

たコンピレーション・アルバム『NARDCORE』

で広く知られることになる。ナードコアを代表

するバンドとしては、Aggression、Dr.Know、

False Confession、Habeas Corpus、Stalag 

13、Ill Repute、Rat Pack、RKL（Rich Kids on 

L.S.D.）、Scared Straightなどが挙げられる。

　今年の出演ラインナップを出演順に紹介

すると、1日目が、Shattered Badge（再結

成）、Stop Breathing（この日はリリース・ラ

イヴも兼ねていた）、Retaliate、Battalion of 

Saints、The Warriors（再結成）、Nails、Excel、

Dr.  Know。2日目が、Dogends（再結成）、

Bad Samaritans、The Grim、Rikk Agnew

（Adolescents、D.I.、Christian Death、ソロ）、

Jughead's Revenge（再結成）、Aggression、

Stalag 13、Ill Repute。

　面白かったのは、Warriorsの地元での人気

の大きさ。そして若手のNailsの盛り上がり。

ヴェニスのExcelの出演。そして、Dr. Know。

Dr. Knowは、一時期ヴォーカルのブランド

ン・クルーズによる再結成があったものの、そ

れが2010年に解散すると、オリジナル・メン

バーのギタリスト、カイル・トゥシェが2011

年にDr. Knowを再始動。カイルがヴォーカル

＆ギターだった時代のスラッシュ・メタルと

のクロスオーバーな曲を中心のライヴはかな

り熱かった。そして、南カリフォルニアのパン

クを語る上で忘れてはいけない重要ギタリス

ト、リック・アグニュー。彼はオレンジ・カウン

ティ出身で、ソーシャル・ディストーション、

Adolescents、ゴスのChristian Death、D.I.と、

伝説のバンドを渡り歩いた上、ソロでも3枚ア

ルバムを出している。また、2001年に一度は

解散したものの、2010年に再結成を果たした

Jughead's Revengeも、かつてはBYO、Nitro

といったレーベルから良質な’90sのカリフォ

ルニア・ハードコアのレコードをリリースして

きたバンドだ。

　今のカリフォルニアは、このNARDFESTが象

徴するように、’80s、’90sのパンク、ハードコア

の伝統がまた再評価され、今のシーンの中で生

きている。昔のファンも今のキッズもパンク、

ハードコアの名の下に一つになっている感じ。

そのカルチャー感がまたヤバかったのだ。

Battalion of Saints

Dr. Know

Nails

Excel

Rikk Agnew

Ill Repute
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ゲイリー・トヴァー

の中にきちんち紹介しなきゃいけないと思った

んだ。それでまずパンク・ロックのライヴをサン

タバーバラで主催した。眠たい街だから目を覚

まさせようと思ってね（笑）。LAの警察は卑劣

でパンクスを嫌ってたから、トラブルが多かっ

た。だけどパンク・ロックのライヴに行きたい人

は多いんだ。だから俺は後にオリンピック・オー

ディトリアムというライヴ会場を始めたんだ。

4000人のキャパの会場で、LAがベストだった。

NYは1500人の規模だから、俺たちはNYの3倍

の規模だった。5000人入ったこともあるよ。俺

には金があったから、宣伝もバッチリやった。

LAの地図を壁に貼って、レコード店のある場所

すべてにピンを刺したよ。もうフライヤーを撒

きまくったね。まあとにかく、俺がパンク・ロッ

クのライヴを始めたのは1981年のことだった。

サンタバーバラで試しにやってみて、1982年に

LAでライヴを始めることになった。ちゃんとラ

イヴの許可を取ってね。

FLJ　許可ってなかなか降りなかったんじゃな

いですか？

ゲイリー　そこは上手くやったんだよ。「どうい

FLJ　ゲイリーはどうしてパンク・ロックのライ

ヴを主催しようと思ったのですか？

ゲイリー　俺は今63歳なんだけど、1981年、28歳

の時にパンク・ロックは演奏できる会場がない

という問題を抱えていた。LAは暴力的な街で、

パンク・ロックも暴力的なのにさ。パンクスはビ

ルを破壊するし、ビルの中も破壊する。とても危

険な音楽だった。誰もパンク・ロックをやりたい

とは思わなかったんだ。だけど俺はパンク・ロッ

クの良さを見つけた。俺は当時、マリファナの密

輸業者だったから、金はあったし、この音楽を世

ゴールデンヴォイスと言えば、今や世界で最高のフェスと言われるコーチェラ（Coachella Valley Music and 

Arts Festival）を主催するライヴのプロモーター会社である。そのゴールデンヴォイスの始まりは、LAのパンク・
ロック・ショーであった。LAにパンク、ハードコア・シーンが生まれると、いち早くそのライヴを企画し、イギリ
スからバンドを招聘し、4000人収容のハコであるグランド・オリンピック・オーディトリアムも手がけていたのだ。
そのゴールデンヴォイスを立ち上げ、今はコンサルタントをやっているゲイリー・トヴァーがこの話の主役である。

LAのライヴ・プロモーター会社、
ゴールデンヴォイスのファウンダー
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GARY TOVAR

2011年に行われたゴールデンヴォイスの30周年イベント「GV 30」 インタビュー本中にも出てくる、タイのマリファナから来ているゴールデンヴォイスのロゴ それが引き継がれているコーチェラのロゴ

う音楽？」って聞かれれば、「ロックンロール」っ

て答えて（笑）。それでいざライヴになったらみ

んな暴れまくるから、次からはNGだよ。でも最

初の2年間は本当に素晴らしかった。

FLJ　初期はどういうバンドをブッキングした

んですか？

ゲイリー　一番最初のサンタバーバラのショー

はT.S.O.L.だった。それから、サークル・ジャー

クス、ブラック・フラッグ。それで1982年にイギ

リスに飛んだんだ。その時に、3年間ブッキング

できるだけのバンドとつながった。あれは何だ

か流れ星みたいだったね。長くやり続けるつも

りもなかったよ。客が暴力的になりすぎたから

ね。俺も死にたくなかったしね（笑）。

FLJ　イギリスのバンドをLAに呼んだ時の反応

はどうでしたか？

ゲイリー　最高だったよ！　面白いのは、サンフ

ランシスコって地元のバンドしか好きにならな

いんだ。ナショナリスト的というか、「イギリス

のバンドなんて要らないよ」って感じさ。だけ

ど、LAでは大好評だった。サンフランシスコは

ちょっと政治的すぎるんだ。だけど「政治的に

極端に左に寄りすぎると、右とあまり変わらな

くなる」って言うだろ？　そんな感じさ。そん

なに硬いこと言わなくてもいいのにさ。LAはも

うバンドが観れるのなら最高って感じだった。

俺はLAの方が好きだよ。でもイギリスのバンド

を呼んだ時は、ツアーでサンフランシスコまで

行った。他にもサンディエゴ、フェニックス、サ

クラメント、フレズノにも連れていった。だけ

どハイライトはLAのオリンピック・オーディ

トリアムだ。一発目のライヴ、つまりプレミア

だよ。初めての場所で初ライヴっていうのはス

ゴく大切だからね。だから、イギリスから来た

バンドは初日をオリンピック・オーディトリア

ムでやって、他の街を回って、またLAに戻って

きて、2度目のショーをパーキンズ・パレスでや

るんだ。あと、俺はパンク以外にも、ゴス、イン

ダストリアルのショーも手がけてた。当時はオ

ルタナティヴとは呼ばずに、アンダーグラウン

ドって呼んでたね。アンダーグラウンドなバン

ドは何でも呼んだよ。それにつけても昔のパン

クスは文句ばかり言ってたね。もちろんそれが

彼らの仕事だからね。俺も「ファック・ユー！」

しか言われなかった（笑）。今や当時のパンクの

キッズも45歳とか50歳になってて、今になっ

て当時どれだけ楽しかったのか俺に言ってく

るんだ。当時あいつらは自分たちが「ファック・

ユー！」って言う意味をわかってなかったと思

うよ。若い時ってバカなことをするからね。当

時うちの弁護士によく言われたよ。「何故この

ビジネスを続けるんですか？」って。「お客さん

から感謝されないんですよ」「お金も損しかし

てないんですよ」って。確かに、11年間やって、

300万ドル（約3億700万円）は損した。’80年

代当時のお金で300万ドルだ。弁護士が「気が

狂ってるんですか？」「誰かが死ぬかもしれな

いんですよ」って。でも本当にそれが理由でオ

リンピック・オーディトリアムをクローズした

んだ。1986年のことだね。1985年に一度クロー

ズして、それでもう一度トライしたんだ。暴力

が原因で客が誰も来なかったよ。その時のライ

ヴはイングリッシュ・ドッグス。客も少ないか

らギャラも少なくて、バンドは俺に文句を言っ

てきたよ。それでもう終わりだと思ったね。エ

クスプロイテッド、GBH、ディスチャージ、サ

ブヒューマンズ、トイ・ドールズ。みんな呼ん

だよ。2011年に「GV 30」っていうイベントを

やったんだけど、知ってるかな？　ゴールデン

ヴォイスの30周年イベントだよ。ソーシャル・

ディストーション、バッド・レリジョン、ディセ

ンデンツとかに出てもらったんだけど、イギリ

スのバンドも呼ぶべきだったかもな。3日間、サ

ンタモニカ・シヴィック・オーディトリアムで

行ったんだ。来年は35周年だから、GV 35にト

イ・ドールズを呼びたいね。

FLJ　当時のショーで思い出に残っているもの

は？

ゲイリー　GBHの初ライヴはファンタスティッ

クだったね。1983年の8月だよ。あのライブには

トバされた。デッド・ケネディーズも最高だっ

た。デッド・ケネディーズは当時アメリカで最も

人気のあったパンク・バンドだった。ラモーンズ

はメインストリームだから俺はカウントしな

い。それに、デッド・ケネディーズはハードコア

だった。客もいろんなタイプが来てて面白かっ

た。パンクスだけじゃなく、アナーキスト、カ

レッジの学生も観に来てたから、客も多かった

んだ。エクスプロテッドは16～17歳が多かった

ね。でも、ジェロ・ビアフラが理解していなかっ

たのは、デッド・ケネディーズはデカくなりすぎ

てしまって、ライヴ会場がいつも小さすぎたこ

とだ。入れない人が多くなるとどうなる？　会

場の外で暴動だよ。「客を中に入れて、ドアを閉

めろ」。それが俺の哲学だよ（笑）。

FLJ　地元LAのバンドでは？

ゲイリー　Xだね。ブラック・フラッグの最初の4

年間も大好きだったね。あと、サークル・ジャー

クス、バッド・レリジョンの最初の5年間。俺が

パンクが素晴らしいと思うところは、演奏が

ちゃんとできなくてもいいところなんだ。こ

れってメタルのヤツらにはわからないことだ。

あいつらはテクニックを重視しているから。「パ

ンクは演奏できないじゃないか」とか言うけど、

間違ってるね。音楽はそこだけじゃないから。だ

からパンク・バンドが演奏が上手くなっても必

ずしも良いとは限らないからね。

FLJ　当時、警察との対応はどうだったんです

か？

ゲイリー　警察はある意味、味方してくれてたと

思うよ。

FLJ　それは何故ですか？

ゲイリー　警官がショーに来て、暴動が起きる。

だけど暴動になると、もっと人が集まるんだ。

だからライヴに来る人も増えるんだよ。みんな

トラブルが大好きで参加したいんだ（笑）。だか

ら、何度か暴動があった後、観客の動員は伸びた

んだよ。他の街からバンに乗って来るヤツらも

いたほどなんだ。

FLJ　警察と本当にマズいことになったこと

は？

ゲイリー　何度もあるよ。1983年、会場を変更し

なきゃいけなかったこともある。サンフェルナ

ンド・ヴァレーからハンティントン・パークの小

さな会場にね。ハンティントン・パークはメキシ

コ系が多いエリアで、メキシカン・バーはビール

をボトルで売ってるんだ。だから暴動が起きる

とひどいことになったよ。パンクスがビール瓶

をパトカーに叩きつけるんだ。それで頭に来た

警察も細い路地とかまでパンクスを追い回すん

だ。あと、ロングビーチとサンペドロの間にある

ウィルミントンでのショーも暴動がひどかっ

た。ライヴはデッド・ケネディーズだったな。そ

の年は1月、2月、6月と暴動になった。自分のハ

コ、オリンピック・オーディトリアムを持とうと

思ったのは、暴動が続いたからっていうのが理

由なんだ。ライヴに来る客の年齢層は、一番若い

のが12歳で、上は20～25歳だった。だけど一番

多いのは15～17歳だった。12歳とかが来るの

は、17歳の客が弟を連れてくるからなんだ。だ

けど、パンクのキッズは車を持っていない。1台

の車に15人乗ってライヴに来たのを見たこと

があるよ。トランクの中には2人だ。そうそう、

パンク・シーンには日系の2世のパンクもけっ

こういたよ。

FLJ　マリファナの密輸で逮捕されてますよ

ね？

ゲイリー　1986年になると、ロナルド・レーガン

の時代になって、「Just Say No」の反麻薬キャ

ンペーンが始まった。そういう時代の流れに

なって、情報も漏れるようになった。俺はマリ

ファナの密売で逮捕されたよ。

FLJ　刑務所にはどれだけいたんですか？

ゲイリー　8年間だよ。1991～1999年の間だよ。

それでポール・トレットとリック・ミューラーに

ゴールデンヴォイスを譲ることにした。そこか

らは彼らにまかせている。俺が逮捕された時、

ゴールデンヴォイスはもう倒産寸前だったけ

ど、俺はお金を払って倒産を避けたんだ。弁護士

は「刑務所に入るんだから倒産したって問題な

いじゃないですか」って言ってたけどね（笑）。

それで、俺が刑務所から出てきた1999年にゴー

ルデンヴォイスはコーチェラを立ち上げるん

だけど、その時は失敗して大損してるんだ。そ

れで出演者にギャラが払えなくなったんだけ

ど、ベックは後払いでいいって言ってくれたん

だよ。素晴らしいアーティストだよね。その後、

AEGがゴールデンヴォイスを買収して、AEGは

良い仕事をしている。ところで、ゴールデンヴォ

イスのロゴってアジア風だろ？　チャイニー

ズ・レストランのロゴにありがちなフォントで。

何故だと思う？　

FLJ　何故ですか？

ゲイリー　あれは、タイのマリファナから来てる

んだよ（笑）。タイのゴールデンヴォイス・ガン

ジャ（笑）。そのガンジャを吸うと天使が話し

かけてるみたいな気になるんだ。黄金の声……

ゴールデンヴォイスだよ（笑）。ガンジャには

2種類あって、ゴールデンヴォイスはハイにな

ると天使が話しかけてくる。もう1種類のエレ

ファントは、象が自分の上に乗っかってくるん

だ。インディカだよ。だからカウチに沈んでし

まう（笑）。ちなみに、ゴールデンヴォイスのロ

ゴのアジア風フォントは、コーチェラのロゴに

も引き継がれてるんだ。クールじゃないか?!　

ゴールデンヴォイスの名前の由来はタイのガ

ンジャなんだ。メコンデルタ産。でもタイ産っ

て、実はカンボジアから来てるんだよ。俺はマリ

ファナをタイから密輸してたんだ。俺の歴史は

マリファナの密輸とパンク・ロックで、この二つ

は密接につながってるんだよ。

FLJ　マリファナはどこから密輸してたんです

か？

ゲイリー　時代にもよるね。最初はメキシコの

オアハカだった。まだ若かったから密輸業者と

も言えなかったんだけど、チェックしに行った

んだ。アカプルコ・ゴールドだよ。その次はコ

ロンビアだった。サンタ・マルタ・ゴールドを

密輸したんだ。だけど、2～3年経つとコカイン

市場が大きくなって、そっちの方が儲かるか

らマリファナの質が落ちてきたんだ。自問自答

したよ。「コカインを密輸するか？」「No」って。

今までの人生で銃を持ったこともなければ、銃

を撃ったこともない。俺はピースにやりたかっ

た。それでコロンビアは諦めて、タイに行った。

タイスティックだよ。だけどまた政治問題が

起きた。周りを共産主義の国に囲まれてたから

ね。同時期、パンク・ロックのプローモーター

として、俺は大金を損した。大規模なライヴを

企画して、プロモーションにお金を使って、客

はたくさん来るんだけど、障害だらけだったん

だ。いつだって警察が待機してるから客の暴動

になってしまう。しかも、警察は暴動に備えて、

ヘルメットにアーマーにシールドと、フル装備

で来るんだ。そうするとパンクスだって、「レッ

ツゴー！  戦おうぜ」ってなってしまうよな

（笑）。誰か一人が石を投げたらもう暴動の始ま

りだ。もし警察が来なかったら、みんなライヴ

が終わった後真っ直ぐ家に帰ってたと思うよ。

俺はベイビーシッターみたいなもんだった。

どのライヴもALL AGESだったから。ライヴ

5000人の規模を誇ってたいたんだけど、その

規模が問題にもなった。警察が来るのもそうだ

し、会場がパンクスに破壊されてしまうから、

その修理代もかなりの金額になった。トイレも

窓ガラスも鏡もすべて破壊してくれたからね。

壁に飾った絵もダメになるし、シャンデリアも

ダメ。一度ユニオン・ホールでショーをやった

時、会場が破壊されてしまって、俺は警察に逮

捕されそうになったことがあるんだ。それで警

察に聞かれたんだ。「デッド・ケネディーズはど

ういうバンドなんだ？」「どうしてそういうバ

ンド名なんだ？」と。俺は「ジョン＆ロバート・

ケネディのトリビュート・バンドなんです」っ

て答えたよ。そうしたら、「ああ、トリビュート・

バンドなんだ！」って警察は感心してたよ。警

察署に行くと必ずアメリカ合衆国大統領の写

真が飾ってあることに気がついてたから、俺は

愛国心に訴えたんだ。だけど、後になって俺が

警察を騙していたことがバレて、とうとうバ

ンドを逮捕しようってことになった。でも俺

は会場に弁償代をすべて払い終えていたから、

会場は「逮捕しないでください。トヴァー氏が

弁償してくれたので、すべて新品になりますか

ら。彼は本当に良い人ですよ」ってなって。俺

はショーの利益以上のお金を弁償代として支

払ったんだけど、その時はお金が助けてくれた

んだよね。1万1000ドルだよ。

FLJ　それだけ大変なことばかりだったのに、ゲ

イリーがパンク・ロックのライヴを主催し続け

たのは何故ですか？

ゲイリー　確かに大変なことだらけだったよ。

だけどね、俺が思うに、どんな人にも自分を表

現する自由はあると思うんだよ。それってどん

なやり方でもいいんだ。それで、音楽っていう

のはその自由を表現する場なんだ。だから俺は

パンク・ロックという音楽をどこまでもプッ

シュしたかったんだよ。どれだけ犠牲を払おう

ともね。
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昨年世に出た新雑誌『UNTAME』。厚いマット紙 156ページで、9× 12インチのサイズは、雑誌とい
うよりはアート・ブックのようだ。男性にも女性にも向けたライフスタイルとクリエイティヴを扱った特集
は、音楽から、男らしさ、アートまで様々なテーマを扱っていて、関わっている人も様々。クラシックなア
メリカっぽさもあれば新しいエッジもある。この雑誌の編集長であるウェンディ・マリッサに話を聞いた。

年 1回発行のアート・ブックのような新雑誌

いなんだけど、写真中心のグラフィックで、ハ

スラーみたいなんだけどポルノじゃなくて、

zineのショートストーリーみたいな編集ペー

ジも掲載されてて、それをジェリー・Aに執筆

を依頼してみたり、いろんな人を絡めていろん

な要素の入った雑誌を作ってみたいってなっ

たの。女の子モデルも起用して。完璧にDIYで。

それでジムの帰りにアイデアが浮かんだの。い

ろんなジャンルから仕事してみたいフォトグ

ラファーをリストアップしていって。それがど

んどん転がっていって形になっていったの。

FLJ　スゴいね。特にテーマとかはあったの？

ウェンディ　それ、よく聞かれるわ。年に1回の

発行だから、テーマがありそうなんだけど、実

はなくて。内側でマントラみたいなものはある

んだけど（笑）。雑誌の仕事ってスゴく大変で

しょ。だから、ごく自然にいろんな人たちとコ

ラボレートして作っていった。作っていくうち

に人間性も出てくるし。特集の一つひとつに

テーマがあるような感じなんだけど、最初に

テーマを決めて作ってるわけじゃないのよ。

FLJ　最初の号はいつ発行したの？

ウェンディ　去年よ。今度出るのが2号目。

FLJ　それはいつ出るの？

ウェンディ　ちょうど今日香港の印刷会社に入

稿したところなの。NYにいるパートナーとや

り取りしながら。

FLJ　わあ、大変な時期なのに、大丈夫？

ウェンディ　終わったから大丈夫（笑）。2号目は

12月に出る予定。

FLJ　個人的に気に入ってる特集や記事はある？

ウェンディ　この雑誌は200ページを超えるし、

体裁はアート・ブックなんだけど、価格も抑え

てるし、雑誌の流通に乗せてるから、コンセプ

トとしては雑誌なの。特集はどれも大好きよ。

どの特集に関わった人にも、そのページが最も

重要なページだと思ってもらいたいから、選ん

だりできない。有名な人から無名な人まで、誰

もが一生懸命仕事をしてくれた。だから関わっ

てくれた全員が重要なの。

FLJ　雑誌作りで一番楽しいところと一番大変

なところは？

ウェンディ　一番楽しいところは、アート・ディ

レクションやデザインと同じで、コンセプトを

まとめたり、クリエイティヴをまとめたりする

ところ。だけどそこが一番フラストレーション

が溜まるところでもあるわ。関わった人がみん

なまとまらないといけないし、大変よね（笑）。

あと、締め切り（笑）。でも入稿とかのやり取り

はパートナーの仕事だから。

FLJ　1号目を出した後の反響は？　どういう

人が読者になったの？

ウェンディ　流通がそれほど大きくなかったし、

オンラインでも販売してたの。でも、口コミで

スゴく広がって、タトゥーのコミュニティ、パ

ンク、ハードコアのコミュニティでも話題に

なって、いろんなところに広がっていった。そ

の口コミのおかげで、全米の流通も獲得できた

の。それで在庫切れにもなった。正月にはイン

ターナショナルの流通も決まったわ。それで1

号目を増刷してほしいって言われて。バーンズ

＆ノーブルでも扱うことになったのよ。日本で

も流通させたいわね。

FLJ　この雑誌のゴールは？

ウェンディ　とにかく続けたいし、私自身も読者

もエキサイトさせたいわ。才能のある人はたく

さんいるから、たくさんコラボしたいし、楽し

く作っていきたい。そういう仕事ができるのっ

て光栄なことだしね。どうなるのか出すごとに

楽しみにしていきたいわ。あと、今度の2号目

は植野有砂にも出てもらったの。 

FLJ　ウェンディのカルチャーのバックグラン

ドは？

ウェンディ　私が育ったのはワシントンDCで、

クリエイティヴなことはいろいろとやった

わ。レコードショップをやったり、音楽をプレ

イしたり、プロダクションをやったり。出身は

パンク・ロックで、政治的なことにも関わって

いた。

FLJ　音楽とアートは常に一緒だったんだ？

ウェンディ　そうね。いろいろパンク・ロック以

外にもやったわ。

FLJ　好きなアーティストは？

ウェンディ　ロックンロール、パンク・ロックが

常に一番で、ローリング・ストーンズ、ポイズ

ン・アイデアとかが好き。ポイズン・アイデア

のヴォーカル、ジェリー・Aはうちの雑誌のラ

イターでもあるのよ。2号目にはLong Knifeっ

ていうバンドが出るんだけど、日本のバンドの

Forwardと一緒にツアーに回ったのよ。ずっと

パンクが好きだったんだけど、今はラップが

大好きで、ラップばかり聴いてる。新鮮なの。

ラップにはファッション、カルチャーもあるか

ら大好き。

FLJ　僕もパンクとラップの間、行ったり来た

りしてるよ。

ウェンディ　私もそう！　

FLJ　DC出身だとバッド・ブレインズもいたか

らね。

ウェンディ　マイナー・スレットもそうよね。で

もDischord系は私の時代じゃなくて、私の時

代はライオット・ガール・ムーブメントが盛り

上がってた。ライヴをブッキングしたり、zine

を作ってトレードしたりしていた。

FLJ　雑誌「UNTAME」を始めようと思ったア

イデアはどこから？

ウェンディ　父が突然亡くなってしまったの。そ

れがスゴく悲しくて、1ヶ月経った時に、前に

進めるように何かしないといけないと思って。

セラピーの意味合いもあった。それで親友のア

レッサンドラ・ドゥベネデティがアートの世界

に詳しくて、出版も前にやったことがあるって

言うし、Heartworm Pressにもいたの。あと、

雑誌『ハスラー』を経営しているアラン・マク

ドネルっていう友達もいたのよ。それで、彼ら

と何かやりたいなと思って。父は本と雑誌が大

好きな人で、仕事が終わるといつも何かしら読

んでいたわ。それで、ハイグレードなzineみた

UNTAMEの1号目の表紙がコレ。2号目は12月発行予定。

www.untameworldwide.com

編集長のウェンディ・マリッサ

UNTAME
アンテーム

PHOTO : Dan Monick  / HAIR STYLIST : Johnny Stuntz / MAKEUP ARTIST : Heather Cvar
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もスゴく大きくして。すぐにそれが私のトレー

ドマークになった。アメリカだとみんな私のこ

とを「まつ毛の女の子」で覚えてくれてる。だ

から私のロゴもまつ毛になってるの。他の人と

は違うものを描きたかったから、まつ毛も超大

きく描くの。女性って家にいて料理をしたり、

雑誌を読んだり、メイクをしたりするのが普通

らしいけど、私は外に出て描いてる。「何でメ

イクしないの？」「何でガーリーな格好しない

の？」ってよく言われるけど、そんなのどうで

もいいことだから。私がやりたいことは、毎日

描くこと。ラーメン食べてても、餅アイスを食

べてても、描きたいの。それが何故だかはわか

らない。友達にもわからないみたい。昔の私は

ガーリーだったのに、強い女になってしまった

から。

FLJ　女の子人形のキャラクターにはそれぞれ

名前が付いてるんだけど、一人ひとりにストー

リーはあるの？

SAND ONE　大体どの子も失恋してるの。マス

カラ・ベイビーっていう人形だけは失恋して

いない。恋なんかよりもメイクアップが大切。

元々アーバンディケイのために描いたキャラ

なの。リル・エサっていう人形は小さな女の子

で、メキシコの死者の日のメイクをして、デッ

カい髪はチカーノ・ギャングのノリ。ハッピー

で花が大好きなの。キャプテン・バミューダっ

ていう人形はロシア人で、ウォッカ、キャビア

が大好き。ボス・キャラなの。怖いのは海。どの

子も何かを恐れているのよ。バニー・ペレスっ

ていう人形は白人の女の子なんだけど、メキシ

カン・ギャングスターの男が大好き。彼女が手

にしてるのは風船で作ったボーイフレンドで、

中国からの輸入物。そんな感じでいろんなキャ

ラがいるから、私のファンの女の子もそれぞれ

に好きなキャラがいるみたいで、お互いライバ

ル視してたりするのよ。

FLJ　日本で描いた女の子もキャラがあるんで

しょ？

SAND ONE　ブロンドに染めた日本の女の子、

ブーケの中に手巻き寿司を入れた子、スシ・キ

ラーもいるわ。不良のボーイフレンドが寿司に

なってるの。彼はクラブで他の女の子を見てた

から、今は他の女を見るのは禁止。餅アイスが

大好きな子もいるし、マティーニが大好きな子

もいるわ

FLJ　将来の夢は？

SAND ONE　ストリート・アートのココ・シャネ

ルになること。時代を超えたアーティストにな

りたいから。おばあさんになって描けなくなる

日が来ても、私のアートは生き生きとしていて

ほしいから。見た人が「かわいい！」って言う

だけじゃなく、「ああ……」って感動してほし

いの。 

夢よね。アートの世界には競争もたくさんあ

るけれど、私は大丈夫。他のアーティストなん

て気にならないし、自分の世界では自分が最

高だから。それで朝、友達から電話がかかって

くるの。「車を運転しててあなたの絵を見たん

だけど、誰かが上に×を描いてたわよ」って。

「OK」って。「誰かがあなたを侮辱してる」「大

丈夫」って。私はその壁に行って×を消して描

き直してくるの。まるで何事もなかったかのよ

うに。ギャラリーで作品を盗まれることもある

わ。でも「OK」って。誰かが私を悲しませよう

と思ってるか、私に描き直させたいって思って

るのかわからないけど、私は描くのが好きだか

ら問題なし。もし作品が1個ダメになったら、

10個描いてしまうから。

FLJ　SAND ONEの絵のスタイルって、他の誰

にも似てないんだけど、どうやって自分のスタ

イルを確立していったの？

SAND ONE　ママのまつ毛がスゴく大きかった

の。私が小さい時、ママはオールドスクールな

メキシコのマスカラでいつもまつ毛を塗って

たの。毎日、それこそ儀式のように1時間かけ

て。私は座ってそれを見てたの。何故そんなこ

とをしてるのかわからずに。それで私も大きく

なると、大きなまつ毛にするようになって。前

の彼氏から言われたわ。「おまえ、ゲットーだ

よ」。もう蜘蛛の巣みたいに大きくなってたか

ら。そのうちに、絵で描いてた女の子のまつ毛

FLJ　アートにハマったきっかけは？

SAND ONE　小さい頃からいつも絵を描いて

たの。いつの日か日本に行くことを夢見てね

（笑）。6年前に学校を卒業して、パン職人にな

ろうと思ったこともあるわ。だけどアーティ

ストになったの。美容室から壁に女の子の人

形の絵を描いてほしいって言われて。描いた

らイーストLAで人気になって。それで1ドル

もらって、1ドルが2ドル、3ドル、4ドルになっ

ていって。描く人形もどんどん大きくなって、

2階建て、3階建て、巨大なビルに描くように

なって。でも始まりは一つの小さなお店の壁

だったの。そこから雑誌、TVの取材、アパレル

会社、リーバイス、レッドブル、NBAから誘い

があって。私はまだ18歳でアートのことは何

もわからなかったし、アンディ・ウォーホール

も知らなかった。だけど、人々が私のアートを

求めているのはわかった。人の会社から受けた

仕事もしつつ、自分のアートもやっていって、

この3年は本当に順調よ。私の作った枕、シャ

ツ、ボディスーツ、キャンバス・プリント、オリ

ジナル・アートをみんなが買ってくれるの。日

本でもハローキティ並みに愛されたいわ。自分

のやってることで人から愛されたい。それって www.sandoner.com

渋谷のLil’ RiRE Gallery/Cafeで行われたアートショー。テーマはカワイイ・モチ・キラー（笑）

渋谷のバー、ゴールデンボールのシャッターの絵
は、日本で初めて描いた女の子人形

SAND ONEが手がけたストリート・アートの数々
イースト LA 出身のメキシコ系女性アメリカ人アーティスト、SAND ONEの絵は一度見たら忘れられない。大きな
まつ毛をした女の子たち。本人曰く「人形」の彼女たちはいろんなキャラがあって、それが巨大なウォール・アート
になってることもあれば、かわいらしい枕や Tシャツになってることもある。今年 6月には CONARTの ASHの
招聘で渋谷の Lil’ RiRE Gallery/Cafeでアートショーも行っている。彼女の作品とインタビューを紹介しよう。

いろいろなキャラの女の子人形を描くイーストLA出身の女性ストリート・アーティスト

サンド・ワン
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ビー・ストリート

アート、音楽、ファッション、スケートボード……それを一つのイベントで全部表現し
たらどうなるのだろう？　それを実際にやってしまったのが、フランス・パリ発のアー
ト・マガジン『BE STREET』主催のイベント、BE STREET WEEKND L.Aだ。ALL 

AGESで 2日間、昼 12時から夜 10 時まで行われたこのイベントをちょっと覗いてみた。

フランス・パリ発のアート・マガジン主催のイベント

PHOTO : 217…NINA

スタイルで出展していたり、ゲームセンター

があったり、スケートランプがあったり、ス

テージではDJやライヴがあったり、中庭のア

ウトドアでは飲食の屋台トラックがいろいろ

あったり、みんなチルしてみたり……と、これ

はもうストリート・カルチャーのお祭り。

　今回音楽を担当したのは、L Aが誇る

S e l e c t i o n軍団で、アンドレ・パワー、

ジョー・ケイ、Esta、Anjo、Waldo、DPAT他

が熱いDJプレイを展開して、Starr、アーロ

ン・コーエンのライヴも行われた。ストリー

ト・ブランドでは、XLARGE,  REBEL  8、

MISHKA、Primit ive Apparel、RIPNDIP、

Whatthehel lz、Dimepiece LA、TEALER

他が出展。ライヴ・ペインティングのアー

ティストでは、アーロン・カイ、ジェイム

ス・ハント、トファー・チン、ルーク・ペレ

ティエ、そして日本からもC h o c o m o o

が参加。スケートパークまでアートを

M A D S T E E Zが担当している徹底ぶり。

DTLAというロケーションならではの良い

イベントでした。 

　フランス・パリ発LA着のアート・マガジ

ン「BE STREET」。2008年にスタートした

この雑誌は、アート、音楽、ファッション、

スケートボードと様々な要素を融合した

ストリート・カルチャー・マガジン。その世

界観をイベントにしたのが「BE STREET 

WEEKND」だ。

　そのイベントが今年L Aで初めて開催と

なった。その名もBE STREET WEEKND 

L.A。8月29日（土）、30日（日）の2日間、場所

はダウンタウンのアーツ・ディストリクトに

あるザ・コンテナー・ヤードで行われた。会場

は倉庫がいくつにもつながっていて、中庭が

ある作り。インドアではアーティストたちが

ライヴ・ペインティングをやっていたり、様々

なストリート・ブランドがトレードショーの

アーロン・カイ

Dog LTD。彼の作る帽子の刺繍ワッ
ペンはすべて犬

HELLZ BELLZのスタッフ H E L L Z  B E L L Zの Tシャツも
Chocomooデザイン！

パリからLAにみんなで移ってきた
ブランドのTEALER

宇宙人を連れてきたブランドは
RIPNDIP

ゲーセン・コーナーも倉庫の中をうろちょろペン型タイプのヴェポライザー、G Pen by 
Grenco Science

靴をキレイにしてくれます。提供はJASON 
MARKK

ルーク・ペレティエ ジェイムス・ハント

アーティストのライヴ・ペインティングで一番注目されてたのが、日本から参加のChocomoo。2日間かけての力作 ステージはSoulectionが担当スケート・パークもあり 中庭では飲んで食べてチルです

www.be-street.com
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アートショーにも行くようになって。そこで

思ったのが、ギャラリーに出ている作品はどれ

も高額で、ファンにはもはや手を出せないもの

になっているなってことで。そこでファンに

とってアーティストの作品が入手しやすいよ

うにするにはどうしたらいいのかって考えた

の。ファンの方はずっとアーティストを追っ

かけてきてるのに、作品が高額になって買え

なくなってしまうのはフェアじゃないと思っ

て。それで2009年にポスター・チャイルド・プ

リンツを立ち上げて、作品をシルクスクリー

ン・ポスターにして、高額な作品を1万ドルと

か2万ドルとかじゃなく、買いやすい価格で提

供することにした。サインも入れて、ナンバー

も入れて、オーセンティック感はちゃんと残し

た。今でこそポスターは人気になったけど、私

が始めた頃はまだ全然そうじゃなかった。それ

に、私たちが作ってるポスターはデジタル・プ

リントではなく、シルクスクリーン印刷なの。

だから、アーティストもシルクスクリーン印刷

のオーセンティックな価値を認めてくれてる

し、ポスターを購入してくれるファンもその価

値を認めてくれてる。シルクスクリーン印刷に

はディテールの細かさやクラフトマンシップ

があるのが魅力。アーティスト、プリント職人

と一緒になってポスター作りをするのも楽し

いわ。それに、完売になってしまえば、もう増

刷もない。どれもが限定品なの。すぐに完売に

なってしまう人気アーティストもいれば、完売

するまで時間はかかるけれど、今後有望なアー

ティストもいるわ。

FLJ　アートの世界に入ったきっかけは？

ソニア　最初はファッションの世界にいた

の。でもインスピレーションをもらえなく

なって、それでシェパード・フェアリーの雑誌

『SWINDLE』で働き始めた。その仕事を通じて

いろいろなアーティストと知り合いになって、

ダウンタウン（DTLA）のオフィス内に飾られたポスターの数々。梱包と発送はここで行う

1枚1枚、丁寧にサインとナンバーが入れられている

ファウンダーのソニア・テリ

アートを手軽な価格で買って生活の中に手軽に取り入れる。そんな発想で、ポスターがけっこう流行っている中、
ポスター・チャイルド・プリンツはその先駆けで、なおかつ、シルクスクリーン印刷で限定モノというこだわりで、
他とは違う立ち位置のため根強いファンも多い。ファウンダーのソニア・テリをダウンタウンのオフィスに訪ねた。

アートをシルクスクリーン印刷ポスターでリーズナブルに提供

PHOTO : Yuri Hasegawa

ポスター・チャイルド・プリンツ
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ソニア　本当にたくさん持ってる。普通のアー

ティストだとアイデアは2～3個って感じだけ

ど、ティムはたくさん！（笑）　自分の作った

ものに対する情熱もスゴいし。私たち、お互い

に信頼し合ってるから仕事がしやすい。私自

身、ティムは大好きなアーティストだし。

FLJ　ティムの場合、LA、東京とポスター・チャ

イルド・プリンツでアートショーを手がけたわ

けだけど、普通にアートショーもよくやってる

の？

ソニア　いろいろなギャラリーでキュレーター

をやった経験があるからね。今はあまりショー

をやらないんだけど、ティムの場合は特別だっ

たの。LAのショーはティムにとって最初の

ショーで、私たちの間では何年も話し合って温

めてたこと。そこにシェパードが興味を持っ

てくれたから、ティムもシェパードのギャラ

リーでやりたいってなって、それで実現した

の。ティムとシェパードもすでにつながってい

たから、一緒にやりやすかった。大成功だった

し、大きな転機になったと思う。ティムもオー

プニングでライヴをやったし、シェパードも

DJをやって、本当に楽しかった。また時間を置

いて違う街でやりたいと思ってる。私たちの間

で、「日本でできればどこでもできる」って話

してたのよ（笑）。一度ハードルを上げて成功

したから、もうどこでだってできるわ。

FLJ　スケーターのチャド・マスカのポスター

もあるんでしょ？

ソニア　彼もクールよ。シルクスクリーン・ポス

からの紹介だった。彼らのポスターを制作中な

の。あと、新しいアーティストでラヴィ・ズパ。

シェパード・フェアリーからの紹介。「ラヴィ

は素晴らしいから仕事をするべきだよ」って言

われて。彼の作品をいくつか買ったんだけど、

私のお気に入りなの。ポートランドのアーティ

ターをやるのは初めてで、全く異なるバックグ

ランドの出身なの。彼は自分のアートのキャリ

アも進めてるわ。仕事を一緒にしていてスゴく

クールな人よ。

FLJ　他にもグラフィティ・アーティストの

SABERのポスターをやったり、いろんなバッ

クグラウンドのいろんなアーティストを手が

けてるのが面白いなと思って。けっこうアー

ティストの幅が広いよね。

ソニア　幅は広いわ。必ずしもアートが最初の

バックグラウンドじゃない人もいるのも面白

いし。音楽アーティストやスケートボーダー

からアートをやるようになった人たちは面白

い。Grouploveっていういバンドのシンガーの

Hannah Hooperも素晴らしいアーティスト

よ。インキュバスのシンガーのブランドン・ボ

イドも才能あるアーティスト。グラフィティ出

身だと、ダブスマイラ、Neckfaceもいるわ。あ

と、オーナメンタル・コニファーが面白い。彼

はモーターサイクルの世界では有名な人で、カ

スタムでレザー・ジャケットやヘルメットを

作っている。私自身、彼のタイポグラフィが大

好きで、インスタグラムでフォローしてたの。

FLJ　ポスター・チャイルド・プリンツの目標と

することは？

ソニア　みんなにアートを提供しやすくして、

ハッピーにしたい。家の中にもアートを飾って

ほしいしね。 

ストで、コラージュを使った作品が素晴らし

い。あと、バルセロナのアーティスト、BASIK。

彼とも仕事を始めたんだけど、ミューラル・

アートをやる人で、ストリート・アートを得意

とする。ラングリー・フォックスも素晴らしい

わ。あそこにある女の子二人のアートがそう。

鉛筆で描いてるの。あと誰がいるかしら……。

どのアーティストも大好きだから（笑）。どの

アーティストにもストーリーがあるから、話し

始めたら止まらないと思う。最近はダラス・ク

レイトンとも仕事をしたわ。彼は児童書の作家

で、自分のウェブサイトでデジタル・プリント

を売ってたんだけど、うちで作ったのが最初の

サイン入りのポスター。彼のポスターをネクス

ト・レベルに持っていったのよ。

FLJ　ランシドのティム・アームストロングに

ついては？

ソニア　ティムは素晴らしいアーティストよ。

スゴく才能に溢れているし、いつも私たちに

たくさん候補になりそうな作品を見せてくれ

る。ポスター向きの作品と向いてない作品って

あるんだけど、ティムは常にいろいろ作品を

作ってるから、ポスターにすると素晴らしい作

品が多いの。ティムはクリエイティヴなこと、

ファンに喜んでもらえることを率先してやる

ような人だから、ティムとどの作品をポスター

にするか、どういう色にするか、どういうサイ

ズにするか、一緒に考えるのはとても楽しい

わ。ファンもいろいろバリエーションがあるの

が好きだしね。ティムが好きな作品は、歌詞を

書いたもの、スカル、女の子、銃、ギター。そう

いう作品を私たちはポスターに落とし込んで

ファンに提供するの。次のポスターを何にする

のかは私も楽しみよ。

FLJ　ティムっていつもアイデアをたくさん

持ってるからね。

FLJ　今後有望な新しいアーティストも発掘し

てるんだ？

ソニア　そうよ。

FLJ　お勧めのアーティストを教えて。

ソニア　まず、ASBPっていうブルックリンの

二人組はお勧めよ。アーティスト集団のFAILE

POSTER CHILD PRINTS

http://posterchildprints.com

Tim Armstrong - Skull & Crossbones Neckface - Chase You ??? Shepard Fairey - Obey Peace Series 2 (Doves) Erin Garcia - ROTATION 1
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LAのグラフィティ・クルーのMSK、AWR。そこのケイシーが立ち上げたのがザ・セブンス・レターだ。フェアファックス
に 2010年に Known Galleryをオープンした後、2013年には向かいにフラッグショップ兼ギャラリーをオープン。今ここ
を取り仕切るビル・ヘブナーに話を聞くとともに、所属アーティストの SABERと ZESを訪ねてダウンタウンに向かった。

こに行ってもショーをやらせてもらえなかっ

たからね。それで、セブンス・レターの方では、

アートと商品の両方を見せようってことに

なった。Known Galleryの作品は誰もが買え

るような値段じゃない。SABERやEWOKの

ファンのキッズは作品を買うことができない

んだ。ここでは、どのショーをやる時にもマー

チャンダイスを作ろうってなって。Tシャツ

も限定モノにして、キッズが買って家に持っ

て帰れるものを作ったんだ。だからギフト

ショップのあるギャラリーっていう感じさ。

Known Galleryとはひと味違うものを作るの

がここのアイデアなんだ。

FLJ　ここがオープンした日は？

ビル　2013年12月7日。オープニング・イベン

トは、The World Famous Seventh Letter 

TWFSLで、156人のクルーの中でも親しい

アーティストを招待したんだ。156点の作品を

オープン直前の45分ですべて展示を終わらせ

たよ（笑）。

FLJ　その後のショーは？

ビル　KRUSHのLAndmarked、TRAVのショー

も良かった。デニス・モリスの写真展も良い

ショーだった。

FLJ　今ここで展示中のジム・フィリップスの

ショーについて聞かせて。

ビル　ジム・フィリップスのスクリーミング・

ハンドの30周年を祝してのアート・ショーな

んだ。サンタクルズから話が来て、うちでホス

トすることになった。それでセブンス・レター

のアーティストもキュレートすることになっ

た。腕がいいだけじゃなくて、ジム・フィリッ

プスに影響を受けたり、ジム・フィリップスを

大好きなアーティストに参加してもらった。結

果、今までで最高のグループ展になったと思

うよ。みんなスゴい情熱を持ってやってくれ

たし、ジムの歴史、影響を形にできたからね。

SLICKなんか30枚のボードを使った彫刻作品

を作ってくれたし、プリントやTシャツも作っ

てくれた。ジム・フィリップス本人はオープニ

ングに来る予定がなかったんだけど、当日来て

くれて、普段絶対にしない握手までみんなとし

てくれたよ。彼が握手をしない理由は骨ガンな

のに、「例え2年かかったとしても全員と握手

するよ」とまで言ってくれたんだ。あれには感

動したね。

FLJ　今後の予定は？

ビル　ウィリー・Tの写真展を12月のクリスマ

ス前までやるよ。ロンドンのピンナップ・ガー

ルたちの写真なんだ。その後はマイク・ジャイ

アントのショーが控えている。KRUSHの2回

目のショーもやるよ。最初のショーは好評につ

きすぐにソールドアウトになったから、2回目

が楽しみなんだ。あと、オープニングでやった

156人のショーのワールド・ツアーをやりたい

と思ってる。 

FLJ　ビルは元々FRESHJIVE出身だけど、ザ・

セブンス・レターをどうまとめていったの？

ビル　ケイシーが ’80年代にMSK、AWRと

いったグラフィティ・クルーを作ったのが始

まりで、ザ・セブンス・レターは’90年代の半

ばから後半にかけて作られた、クルーに所属

するメンバー全員のためのブランドみたいな

ものなんだ。ブランドはスゴく順調で、日本で

も上手くやってた時期があったんだけど、僕

が入る時はどうしたらもっとブランドとして

確立できるのかっていう相談を受けたんだ。

最初は小さな店を出すアイデアだったんだけ

ど、よくありがちなストリート系のショップ

にするんじゃなく、もっと大きくてパワフル

なものを作ろうってなって。彼らがショーを

やる時に、セブンス・レターをレペゼンして誇

りに思えるようなショーをやってあげたいと

思ったんだ。それでブランドの卸売もやめた。

変なところで売られるのが嫌だったからね。

ちなみに、向かいにあるKnown Galleryは本

物のアート・ギャラリーで、これもケイシー

がアーティストたちのために作ったものなん

だ。昔はグラフィティ・アーティストたちはど

キャプションキャプションキャプションキャプションキャプ
ションキャプションキャプションキャプションキャプション

取材時に展示されてた、ジム・フィリップスのスクリーミング・ハンドの30周年のアート作品。
様々なアーティストがジム・フィリップスからの影響と彼に対するリスペクトを形として作品にしていた

日本から来ていたQP。展示中の自分の作品の前で。屋上の上もQPが描いたもの

ビル・ヘブナー。SLICKが手がけたジム・フィリップスへのトリビュート作品の前で

LAグラフィティ・クルーのフラッグショップ兼ギャラリー

ザ・セブンス・レター
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FLJ　今二人で取り掛かっているのは？

SABER　ここはダウンタウンLAのアーツ・

ディストリクトなんだけど、俺たち、’90年

代終わりにこの界隈でよくボミングしてた

んだ。もちろん合法じゃないよ。この辺も

ヒップスター向けのおしゃれな店ができた

りして、随分変わった。でもタコス屋のL a 

Reynaはまだあるから、さっきも合間に食

べてきた（笑）。今描いてるのは、ZESとの

コラボのミューラル作品で、このビルの壁

一面に何層にも次元が重なったものになる

ちだから、アメリカ人として、保険なしでど

うやってこういう病気と付き合っていくの

かを伝えたかっただけなんだ。

F L J　S A B E Rにとって、アート、グラフィ

ティとは？

S A B E R　アートは俺にとってスゴくポジ

ティヴなものなんだ。アートは俺にとって

NO.1の使命でもある。グラフィティは俺に

とってカタルシスで、アートはもっと大きな

スケールで捉えている。アートは閃きだから

ね。 

んだ。20年に渡るLAのグラフィティのレガ

シーだね。

FLJ　グラフィティの世界に入ったきっかけ

は？

SABER　俺はグレンデール郊外で育ったん

だけど、家族は俺がアーティストになるの

に賛成で、応援してもらってたよ。ドローイ

ングが自分には合ってるなと思ったし、描

いていると気持ちが落ち着いたんだ。それ

で、いとこから教えてもらって13歳でグラ

フィティを始めた。地元の壁で描きまくっ

て、MSK、AWRに加わった。SABERって名

前は最初はアイデンティティじゃなくて、最

高の文字の組み合わせだと思ってたんだ。文

字の抽象化、文字のコミュニケーションがグ

ラフィティだからね。そこにはエモーション

も込められているし。SABERの名前は後に

アイデンティティになった。俺はもう25年

アートをやってることになるね。

FLJ　最近受ける影響、インスピレーション

は？

SABER　今は子供がいて、毎日騒いでるし、

子育ててで忙しい。家の中もすぐメチャク

チャになってしまう。だから、子供が最大の

インスピレーションかな（笑）。アーティスト

で言えばリストは永遠に続くよ。ピカソ、ガ

ウディ、ヴァン・ゴッホからフランシス・ベー

コンからモネー、CHAZに、LAの偉大なるグ

ラフィティ・アーティストたちの数々……。

でもやっぱ今は子供かな（笑）。

FLJ　SABERが手がけた伝説のLAリバーの

巨大なピースも今は消されてなくなってし

まったんだよね。

S A B E R　コンクリートのバンクに描いた

ピースだね。あれは1997年に描いたものな

んだ。250×55フィートの巨大なピースだっ

た。だけど、アメリカ陸軍工兵司令部によっ

て2009年に消されてしまったんだ。国の陸

軍機関が出てきたんだよ。連邦政府のお金を

使って。何て光栄だなことなんだ！　だけど

前もってわかっていたら、自分で消してたの

に。あのピースは12年もあそこにあったん

だ。スゴいことだよ。でも、外で描いものはい

つかは消えてなくなるものなんだ。　

FLJ　2010年に制作したアメリカの国旗を

モチーフにした作品はけっこう問題になっ

たと思うんだけど。

S A B E R　国旗にアブストラクトなペイン

ティングをした作品だよね。でもあれはアー

トだから、政治的なリアクションを引き起こ

そうとしてやってたわけじゃないんだ。それ

でも、俺の制作した国旗の映像はいろんな

右翼系のウェブサイトのフロントページに

アップされた。そこに書き込まれたコメント

を見ると、俺を探し出して八つ裂きにするな

んて書いてあるし、実際に脅迫状も来た。TV

のニュースにも取り上げられた。だけどあい

つらLAになんて来ないし、来たら来たで俺

は笑顔で返すつもりだったよ（笑）。俺は国

旗を汚したつもりはないし、俺はてんかん持

THE SEVENTH LETTER

SABERとZESの二人が手がけた、ダウンタウンのサンタフェ・アヴェニューにある巨大な壁の作品

ZES

SABER

065064
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ロンを離れるべきだってなって、ツアーを中止

してジャマイカに帰ってしまったんだ。その

2年後、彼らは戻ってきて、僕はレコード会社

に連絡を取ったら、「ボブは君のことを覚えて

いるよ」って言われて。それでフォトパスをも

らってライヴを撮影した。素晴らしい写真が撮

れて、僕の写真は「メロディ・メイカー」紙、「タ

イム・アウト」誌に掲載されるようになった。

あとはみなさんご存知の通りさ。

FLJ　ボブ・マーリーはどんな人でしたか？

デニス　ボブ・マーリーは本当にマジカルな人

だった。彼はそういう目的を持って生まれた人

だ。彼にはメッセージがあったし、自分の目的

を知っていた。自分のメッセージを人々に届け

ることを心に決めていたんだ。神みたいな人

だったよ。

FLJ　ボブ・マーリーを撮影してる時ってどん

な感覚を持ちましたか？

デニス　不思議なのは、彼の写真をたくさん

撮ってきたんだけど、写真スタジオで撮影した

ものはないんだ。どの写真も、部屋の中で一緒

に座ってる時とか、しゃべったり飲んだりして

いる時で、ポーズを取って撮影したものはな

いんだよ。彼が手を宙にかざしている写真も、

「デニス、どうやって自由になるか見せてあげ

るよ」って言われて撮ったものだし、彼がジョ

イントを吸ってる写真も、「デニス、どうやっ

て吸うか見せてあげるよ」って言われて撮った

ものなんだ。どれもがランダムに撮ったもの

で、前もって考えて撮った写真はないんだ。だ

から、あるがままの姿を撮影しただけで、スゴ

く自然なんだ。だから、僕が撮ったボブ・マー

リーの写真を見ると、その場にいるような感覚

になると思う。スゴくパーソナルだからね。

FLJ　デニスの写真は確かに、その場その場の

瞬間、ヴァイブスを捉えていますよね。いつも

撮影する時はどういう写真になるのか意識し

て撮影していますか？

デニス　例えば、ボブがジョイントを吸ってる

写真は、フィルムの中で3カットしか撮ってい

ないんだ。どの写真も大体が3～4カット。一

瞬の出来事なんだよ。だから撮られる側も僕

と一緒だと居心地がいいんだ。「撮り損ねた！ 

もう一度撮らせてくれ」なんて言わないから

ね（笑）。カメラを持った友達と一緒にいるよ

うな感覚さ。僕は瞬間を捉えて撮るだけ。瞬間

を捉えてるわけだから、その場のすべてを捉

えている。だから、10年後になっても匂いも思

い出すし、会話、音楽、部屋のすべてを思い出

すんだ。

FLJ　ジョン・ライドンの話も聞きたいんで

すが。

デニス　ジョンはスゴく才能のある人だよ。僕

はジョンと同じ地元で同じ時期に育ったんだ。

僕はハックニーで、ジョンはフィンズベリー・

パーク。同年代だし、学校をやめてオファーを

受けた仕事を始めてるのも同じ。それで最初は

ウマが合ったんだ。

FLJ　どのようにして二人は出会ったんです

か？

デニス　僕の撮ったボブ・マーリーの写真が

ジョンの目に留まったんだ。ジョンはレゲエ

の大ファンだからね。それで撮影を頼まれた

んだ。

FLJ　セックス・ピストルズの撮影はどうで

した？　ボブ・マーリーの撮影とは違いまし

たか？

デニス　違いなんてなかったよ。どちらも革命

的だった。ボブ・マーリーがレペゼンしてたの

は、ジャマイカの若者。セックス・ピストルズ

がレペゼンしてたのは、イギリスの若者。僕が

ラッキーだったのは、どちらの革命にも加われ

たこと。しかもパンクスがパンク以外で聴く音

楽はレゲエだけだった。レゲエのミュージシャ

ンもパンクの反抗的なアティテュードに共感

を覚えた。だからスゴくマジカルな時代だった

ね。異なるカルチャーから生まれたんだけど、

アティテュードは同じだったんだ。レゲエはス

ピリチュアリティとコンシャスネスを教えて

くれたし、パンクは自分が望むものを手に入れ

ることを教えてくれた。だから、両方合わせる

と、スピリチュアリティとエネルギーの両方を

手に入れることができるんだ（笑）。

FLJ　セックス・ピストルズの終わりについて

はどう見てました？

デニス　避けられないことだったね。時代もあ

ると思う。パンクは現在進行形のものだったか

ら、常に爆発していなきゃいけない。だけど、

マジカルな瞬間っていうのは長続きするもの

じゃない。例えて言うなら、良いセックスだ

ね（笑）。良いセックスは短いし、あとあとまで

ずっと覚えてる（笑）。良かったから忘れられ

ないんだ。

FLJ　リチャード・ブランソン（ヴァージン・レ

コード社長）、ジョン・ライドンと行ったジャ

マイカの話も有名ですね。

デニス　あれは素晴らしかったよ。ヴァージン

がレゲエをやることになってね。タイミング

的にも最高で、リチャード・ブランソンは頭の

いいビジネスマンであると同時に、良いハー

トの持ち主だった。3人でジャマイカに行った

んだけど、ジャマイカの空港に着いた時に、ラ

スタのグループがいて、ジョンを見つけると、

「ジョニー・ロットン、マン！ ゴッド・セイヴ・

FLJ　出身はロンドンですか？

デニス　生まれはジャマイカで、小さい頃にロ

ンドンに移ったんだ。

FLJ　8歳の頃からカメラマニアだったんです

よね？

デニス　9歳だよ。僕は教会に通う大人しい子供

だった。教会に写真クラブがあって、暗室に行

くと年上の少年が写真を現像してたんだ。その

プロセスを見ててマジカルだと思ったし、これ

は自分のやりたいことだって思った。その時以

来、あらゆる瞬間をカメラで撮影するように

なったんだ。

FLJ　それで、11歳で新聞「デイリーミラー」の

表紙に写真が使われるんですよね。

デニス　教会からの帰り、いつもスピーカーズ・

コーナーに出かけて写真を撮っていたんだ。あ

る日曜日、後でわかったんだけど、PLOのデモ

をやってて、それがどんどん規模が大きくなっ

て暴力的になっていったんだ。そこで僕が撮っ

た写真の中にはPLOのリーダーが写ってい

て、エージェンシーがその写真を16ポンドで

買い取ったんだよ。

FLJ　ボブ・マーリーとの出会いは伝説だとは

思いますが、今一度語ってもらえますか？

デニス　当時ボブ・マーリーはジャマイカの

レゲエ・ミュージックの新しい声となってい

て、ジャマイカ人コミュニティの中でスゴく

人気があった。音楽の大ファンだった僕は、雑

誌「メロディ・メイカー」「NME」をよく読んで

いたから、ボブ・マーリーが初のイギリス・ツ

アーで来るのも知っていた。それでツアー1日

目にコンサートをやってるクラブに行って、出

待ちしていたら、ボブ・マーリーが登場したの

で、「写真を撮ってもいいですか？」って聞い

たんだ。そしたら、「ヤマン、来なよ」って。それ

で会場に入って、サウンドチェックを撮影させ

てもらった。休憩中に「イギリスで黒人の若者

でいることはどう思う？」とか聞かれたし、僕

にはジャマイカの記憶がなかったから、「ジャ

マイカはどんなところ？」って聞いたんだ。そ

したらボブに気に入られてね。「ツアーに付

いて来ないか？」って言うんで、「イエス」っ

て答えて。翌朝には家を出て、ホテルの部屋に

向かったよ。当時のツアーはバスではなく、バ

ンでの移動で、ボブがバンの中で後ろを振り

返ってる有名な写真はその時に撮ったものだ

よ。ボブが振り返って、「デニス、準備はいい

かい？」って聞いてきたんだ。季節は冬だった

し、ボブはまだ無名だったから、大変なツアー

だった。ある日、雪が降って、バニー・ウェイ

ラーとピーター・トッシュは、それがジャーか

らの何かのサインだと思ってしまい、このバビ

ボブ・マーリーやセックス・ピストルズの写真で知られる伝説のフォトグラファー、デニス・
モリスに LAで出会った。シェパード・フェアリーとショーをやるために LAに来て、LAが
気に入ったのでしばらくいようかと思ったら、そのまま居ついてしまったという。デニスの
語ってくれた伝説の裏話、クリエイティヴに対する姿勢はどれも刺激に満ちたものだった。

LAに移り住んだロンドン出身の伝説のフォトグラファー

デニス・モリス

ザ・セブンス・レターの屋上で
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飽きて、Basement 5っていうバンドを結成

したんだ。パンクとレゲエの間のギャップを

埋めようと思って、この2ジャンルのフュー

ジョンの音楽にしたんだ。スゴく実験的だっ

たけど、バッド・ブレインズ、リヴィング・カ

ラー、フィッシュボーンといったバンドが

Basement 5からの影響を認めているよ。でも

時代を先取りしすぎてたんだろうね。今になっ

てたくさんのオファーをメールとかでもらう

んだ。だからってわけじゃないけれど、僕はま

た音楽をやってるんだ。ビリー・アイドルのギ

ターのビリー・モリソン、クイーンズ・オブ・

ザ・ストーンエイジのクリス・ゴス、マリリン・

マンソンのトゥイーギ、ヒップホップのHit-

Boyと一緒にやってるよ。Basement 5はこう

あるべきだっていうサウンドだよ（笑）。

FLJ　最後に、クリエイティヴィティの秘訣は

何でしょうか？

デニス　ものを見る時に、視界に入れてるだけ

の人は多いんだけど、意識的に見ている人は少

ない。ものを聞く時に、何かを聞こうとする人

は多いんだけど、意識しなくても聞こえてくる

人は少ない。だから、視界に入れるだけじゃな

く、意識的に見ること。聞こうとはせずに聞こ

えてくるようにすること。そうするためには、

心を開き、目と耳と身体、魂を開かないといけ

ない。アート、音楽、クリエイティヴィティっ

ていうのは自分自身の内側の自由だからね。見

た目を気にしてたらいけない。自分のやってる

ことを信じないと。 

ド・レコードからオファーがあって、アート・

ディレクターになって、A＆Rとしてもスリッ

ツ、リントン・クウェジ・ジョンソンを契約し

て、マリアンヌ・フェイスフルの『ブロークン・

イングリッシュ』を担当するようになった。

FLJ　パブリック・イメージ・リミテッドでジョ

ンは大幅なイメージ・チェンジを図りました

が、新しいイメージ作りをデニスがジョンと一

緒になってやりましたよね？

デニス　スゴくクリエイティヴな時代だった

から、自分のやりたいことをやらせてもらっ

た。ジョンとパブリック・イメージ・リミテッ

ドの話をしてる時に、僕は「略してPILにし

ないか？」って言ったんだ。そこから、アスピ

リンのピル（錠剤）のイメージでPILのロゴを

作った。『メタル・ボックス』も、話をしていて

タイトルを聞いた時に、自分の通ってたハイ

スクールの向かいがメタル・ボックス・ファク

トリーっていう工場だったことを思い出して

ね。それで工場を見に行ったら、レコードと同

じサイズの映像フィルムの缶を作っていたん

だ。それで、ロゴをエンボス加工したらいくら

かかるのか工場に聞いておいたんだ。そこから

ヴァージンに行って、「メタル・ボックスにレ

コードを入れてリリースしたい」って言ったん

だ。「制作費がかかるよ」「待ってくれ」。工場に

聞いたコストも伝えたところ、限定でメタル・

ボックス入りのアルバムを出せることになっ

たんだ。

FLJ　当時のジョンを撮った写真も、きちんと

スタイリングやヘアメイクで決めたハイエン

ドな写真で、当時のパンクとは次元の違う写真

でしたよね。

デニス　パンクからどこまで遠く離れて違うこ

とができるのかを考えたんだ。ジョンはマル

コム・マクラーレンやヴィヴィアン・ウエスト

ウッドと全く関係のないことをやりたがって

いたし。それで、キングス・ロードでショップ

をやってた友達のケニー・マクドナルドがズー

ト・スーツを売っていて、当時はそういう服を

着る人はほとんどいなかったから、彼に衣装を

担当してもらって、僕はイメージを作っていっ

た。アルバムが出た時、みんな驚いたよ。でも

あのイメージが後続のニュー・ロマンティック

スに大きな影響を与えたんだ。

FLJ　デニスは自分でも音楽活動をやっていま

すよね？

デニス　アイランド・レコード時代に仕事に

ザ・クイーン、マン！」って声をかけてきたよ。

その時すべては上手くいくなと思ったね。彼ら

はパンクを理解していたんだ。僕はすでにボ

ブ・マーリーの撮影でジャマイカに行ったこと

があったから、すでにジャマイカは詳しくて、

初めてジャマイカに来たジョンをリー・ペリー

のスタジオに連れていったり、ビッグ・ユース

とジョンの2ショットを撮ったり、チャンネ

ル・ワン・スタジオに行ったりしたよ。あの旅

がきっかけでジョンはパブリック・イメージ・

リミテッドを始めたんだ。スタジオでダブを聴

いて大きな影響を受けたからね。ジョンがパブ

リック・イメージ・リミテッドを始めると、僕

はバンドのロゴのデザインを担当して、最初

のシングル、最初のアルバム、『メタル・ボック

ス』を手がけた。それが成功すると、アイラン

DENNIS MORRIS
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クリスタル・レイク

新作『The Sign』とそのリリース・ツアーで
見せるバンドのネクスト・レベル

今や、日本が世界に誇るメタルコア・バンドとなった Crystal Lake。3rdアルバムとなる最新作『The Sign』は、日本だけではなく、
アメリカ、オーストラリア、UK ／ヨーロッパ、韓国でもリリースされ、世界中で大きな反響を呼んでいる。現在回っているアルバ
ムのリリース・ツアーでは、これまで以上にその世界観を強力に形にすることによって、バンドが確実にネクスト・レベルへと進ん
でいることを証明中だ。12月 18日に恵比寿 LIQUIDROOMで行われるツアー・ファイナルでは、新たな挑戦もあるとのことなので、
ファンだけではなく、Crystal Lakeを気になっている人は、絶対体感すべき見逃さないライヴになりそうなのだ。

L to R: Yudai (Guitar), Ryo (Vocals), Teru (Bass), Shinya (Guitar)

FLJ　最新アルバム『The Sign』をリリースしてからの反響はどう？

Ryo　俺らのことを前から好きだった人もスゴい良いって言ってくれる

し、新しい人たちの反応も良くて。特にライヴでは、みんなアルバムを聴き

込んでくれてるみたいで、スゴい一緒に歌ってくれるし、スゴいポジティ

ヴな反応が返ってきてますね。

Yudai　お客さんの反応は、アルバム出した中で今回が一番良かったよね。

昔自分たちが見てきたような、前の方はパンパンで全員で合唱するみたい

なのがあったりして、ちょっとビックリしてますね。

Shinya　ツアーが始まってすぐの時からそういう感じだったんで。

Ryo　ラップ調の曲とか、サビはクリーンがメインみたいな曲にも、けっこ

うポジティヴな反応をしてくれて、新しい試みも好意的に捉えてくれるの

はうれしいですね。

FLJ　新しいことをやっても、それをカッコいいと思って受け入れてくれ

るってことは、Crystal Lakeがやろうとしている世界観がちゃんとお客さ

んに伝わってるってことだよね。

Yudai　そうですね。今回、かなり世界観を作って、自分たちが表現したい色

やサウンドをライヴでそのまま体現できて、それがお客さんに伝わってい

るのは期待通りで、うれしい部分ですね。

FLJ　リリース・ツアーはどんな感じで進んでるの？

Yudai　スゴく良いですね。前回のツアーよりも確実に良くなってるし、ま

た来年も絶対に来たいって思える場所が増えました。あと、1時間以上のロ

ング・セットを、ストレスも不安も全然なくできるようになってきました。

前は、長いからヤバいなとか思ったり、終わった時に長かったって思う時

もあったけど、今は全然なくて、ロング・セットを充実してできてます。

Ryo　新しいアルバムを通して、ライヴでも表現できることが増えたりし

て、ライヴとしての完成度も高くなってきてますね。場所によってはダブ

ル・アンコールがあったり、お客さんにもそれが伝わってるというか、短く

感じるライヴができてるのかなと思います。

Yudai　決まりごとみたいな感じじゃなくて、本当に求めてるなっていうア

ンコールだよね。この前そうじゃない感じのアンコールがあった時、Ryo

が「うるせー!!」って言って（笑）。

一同　爆笑

Yudai　嘘っぽいアンコールだったから（笑）。こっちも全力でやるから、お

客さんも本気でアンコールって言ってくれてるのはうれしいですよね。

Shinya　去年のツアーだと、一つのライヴで4～5バンド出てたんですけ

ど、今回は多くても4バンドなので、必然的に自分たちの持ち時間が長くな

るんです。でも、初日の千葉LOOKのライヴが終わった時に、「あれ？ もう

終わったの?!」っていう感じで意外だったんですよね。去年のツアー・ファ

イナルでロング・セットをやった時は長かったんですけど、この1年の間に

いろんなところでライヴをしてきて変わったのかもしれないです。

FLJ　お客さんの反応が良くなって、ライヴ中のテンションが上がって、時

間が過ぎるのが早く感じるっていうのもあるのかな。

Yudai　それもあると思います。でもどちらかと言うと、お客さんに左右さ

れず自分たちのモチベーションを上げてくところに比重を置いているの

で、もちろんレスポンスが返ってくればテンションは変わるかもしれない

けど、それよりも自分たちのバンド良さを出すことを常に意識してます

ね。

FLJ　今回のツアーで印象に残ってる場所はある？

Ryo　俺は福岡かな。一番熱いというか、お客さんと自分たちの熱量が完

全にシンクロしてたというか。神戸もスゴかったんですけど、福岡の方が

グッとくるものがありましたね。

070 071
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PHOTO: TAKASHI KONUMA (P72, P73)

FLJ　危ない危ない（笑）。

Yudai　そういうライヴを増やしたいなって思いますね。一体感もハンパな

いし。

Shinya　俺は仙台ですね。仙台って自分たちには茨の道って感じだったん

ですけど、そういう中で、ソールドアウトできたんで、そこは正直ビックリ

しました。青森とか山形とか、お客さんが東北中から来てくれてたんです

よ。今までそういうことってあまりなかったんで、スゴいうれしかったし、

広がってきてる感はありましたね。

FLJ　12月18日に恵比寿LIQUIDROOMでツアー・ファイナルを迎えるけ

ど、ファイナルはどんなライヴになりそう？

Yudai　自分たちがこのファイナルで、エンタテインメントとして見せたい

仕組みのイメージがを大きく分けて3つあるんです。1つ目は、映像を使っ

た効果。今回のアルバムで、自分たちのプレイと洞窟の世界観を利用して、

プロジェクションを使ったMVを作ったんですけど、それを実際に再現し

たいなと思っています。今までバンドで表現してたものに映像も加えて

やってみようっていうのが1つ目で、2つ目は、海外のバンドを呼んでみん

なに紹介したいっていう思いがあったんです。普段はイベントで海外のバ

FLJ　前回福岡でやった時もそうだったの？

Ryo　福岡には前回の自分たちのツアーでは行けなくて、REDLINE RIOT 

TOUR 2015（以下、REDLINE TOUR）やMONSTER ENERGY OUTBURN 

TOUR 2015（以下、OUTBURN TOUR）で行ったんですけど、OUTBURN 

TOURでは自分たちの思ってたようなリアクションは返ってこなかった

し、自分たちもあまり良いライヴができなかったんです。そういうのも

あって、今回の福岡はかなり良かったですね。

Yudai　僕は八王子ですね。やっぱり自分の地元だし、初めてライヴをやっ

たライヴハウスなので。

FLJ　スゴいビチャビチャになってたライヴだよね？（笑）

Yudai　超ビチャビチャ（笑）。まさにあれが、自分が高校生の時に観て、

「こんなライヴやりたいな！」って思ったようなライヴだったんで、自分

たちのツアーでああいうライヴができたっていうのは、スゴい感慨深

かったです。

Shinya　最前列のお客さんはグッチャグチャで（笑）。

Ryo　お客さんが意識なくなりかけてて、曲が終わっても気付かないです

よ（笑）。

ンドと一緒にやる感じだったんですけど、自分たちで声を掛けて呼んで、

一緒にツアーをして日本の良さを伝えて、トレードして今度は自分たちが

海外に行けるきっかけを作る。そういうトライが2つ目の要素で、In Hearts 

Wakeに声を掛けました。3つ目は、単純に規模感を上げて、ソールドアウト

して、バンドとして一つやり遂げるっていう目標を持って挑んでる感じで

す。来年、進みたい道はもちろん決めているので、そこをクリアしてみんな

に伝えたいなっていう感じですかね。

Ryo　前回のツアー・ファイナルの代官山UNITから、今回は恵比寿

LIQUIDROOMにスケール・アップして、もちろんソールドアウトはしない

といけないと思いますし、数的なことも大事なんですけど、大きくなった

ステージに見合う自分たちの姿っていうのが一番大事だと思っています。

個人的には、恵比寿LIQUIDROOMは前回のREDLINE TOURでやった時

に、思ったようなライヴができなくてスゴく悔しい思いをしたんで、その

リベンジっていう気持ちもあって、カマしたいなって思っていますね。

FLJ　COUNTDOWN JAPAN 15/16への出演も決まったし、ツアー・ファ

イナルが終わっても年内は引き続きライヴは詰まってるよね。

Ryo　12月はイベントがギッシリですね（笑）。

Yudai　ツアー・ファイナル感はゼロだよね（笑）。

Ryo　翌日から大阪でイベントあるからね（笑）。

Yudai　COUNTDOWN JAPAN 15/16も楽しみですね！　新しい人に好き

になってもらえたら良いですね。

Ryo　自分たちのライヴを観て、衝撃を受けてくれる人がどれだけいる

かっていうのが、ものスゴく楽しみですね。

FLJ　『The Sign』は海外でのリリースもされてかなりの反響みたいだけ

ど、海外でのライヴの予定は今のところはないの？

Yudai　まだ決まってはいないんですけど、来年の春から夏くらいまでに行

きたいなとは思っています。もちろん来年も国内はガシガシ攻めます！　

今回のツアーでも実感している、もっと自分たちの気持ちを伝える「自分

たちのツアー」をしたいっていう気持ちがスゴい強くなりましたね。

FLJ #45
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最初で最後の武道館

2015年 11月 4日。日本のロック・シーンの歴史に新たな 1ページが刻まれた。2004年の結成から11年の時を経て辿り着いた初
めての武道館は、同時に、最後の武道館だった。武道館でのライヴが決定した当初から「最初で最後」と公言されてる以上、この
日集まったファンの期待は確実に高まっていたと思う。ライヴが終わった直後にヴォーカルのMAHがこぼした「もう一回やりたい」
という言葉がすべてを物語るように、この日の武道館には SiMへの愛が降り注ぎ、SiMにとっても、ファンにとっても、期待以上
のライヴになったことは間違いないだろう。ライヴから 2日後にメンバーをキャッチし、それぞれの思いを振り返ってもらった。

SiM
シム

PHOTO : 半田安政 (Showcase)

FLJ　初めての武道館でのライヴ、実際にやってみてどうだった？

MAH　全然実感がなくて。フワフワしてて、気付いたら終わって家に帰っ

ていたって感じです。やっと今、ちょっとずつ実感が湧いてきてるんです

けど、ライヴのことを一つ一つ思い出すことは全然できてなくて。

SHOW-HATE　俺も全然実感が湧いてなくて、武道館入って、気付いたら次

の日の朝でしたね。

MAH　それはちょっと頭おかしいでしょ（笑）。

一同　爆笑

SIN　俺も全然実感がないですね。終わった後、みんな友達からメールが50件

くらい来てたんですけど、俺は10件くらいしか来なくて。だから、もっと褒め

てもらいたいと思ってツイートをして、リプライをずっと読んでいました。

一同　爆笑

FLJ　それで褒めてもらえた？（笑）

SIN　スゲー褒めてもらえました（笑）。でもいまだに、「あそこ武道館だっ

たよな？」って感じですね。

GODRi　俺は地元の兵庫県から家族、親戚が来てて、ライヴ後に挨拶をした

時に、やっと「俺って武道館でライヴやったんやな！」って気持ちになり

ました。

SHOW-HATE　センター・ステージじゃなかったら、もしかたらもっと武道

館でやってる感じはあったのかな？　お客さんとの距離も思った以上に

近かったし。

FLJ　あのステージからの光景はどんな感じだった？

MAH　普通だと遠くから人が見てるって感じだけど、ほぼ全方位に人がい

て、さらに上からも見られてるってスゲーなって。もう二度とやらないっ

て言った以上、ああいう光景はもう二度と見れないだろうなって思う。貴

重な体験でしたね。

FLJ　あのステージだと、普段お客さんに見られないところまで見られる

よね。

GODRi　恥ずかしかったですね。裸を見られてるみたいで。

一同　爆笑

MAH　ステージ上にスピーカーすらないから、もう、1万人対4人感がもの

スゴくて。何かスゴいゾクっとして。

SHOW-HATE　した！　ライヴ中、それけっこう考えちゃったもん。「みんな

が見てる！」みたいな。

SIN　ステージの上はマジで4人だけだったもんな。

SHOW-HATE　でも、快感でもあったけどね。スゴい見られてるっていう。特

にアコースティックの曲をやってる時は。

FLJ　確かに、あのステージは格闘技っぽい感じがしたよね。中央にリング

があって、そこでみんなが戦ってるみたいな。

MAH　そうですね。入場もプロレスみたいにして、ステージもリングっぽ

いイメージで作ったんで、本当に4人で戦ってる感がスゴかったですね。

FLJ　戦いといえば、ステージで炎が上がる演出があったけど、あれはス

テージに側からはどんな感じだった？

SHOW-HATE　めっちゃ熱いですよ（笑）。

MAH　ファイヤーを使うのは今回が初めてではなかったんですけど、本番

の2日前くらいにファイヤー技師の人から、こんな感じでやりますって言

われて、「そんなに?!　めっちゃつけるじゃん！」みたいな（笑）。

FLJ　炎の演出もスゴかったけど、ライヴの途中に入れた映像も、クスっと

させるSiMっぽい演出だったよね。

MAH　やっぱり武道館は座席の方が圧倒的に多いので、座席の人をどう楽

しませるのかをずっと考えてたんです。アコースティックをやる時にセッ

トチェンジもあったんで、何かで繋ぎたいなと思ってた中で、映像で繋ぎ

を入れたいなと思って。俺ら、CDとかに付いてる特典のDVDでいつもふ

ざけたことやってるんで、どうせだったらそのノリでやってみてもいいん

じゃないかなって。

FLJ　あのノリは、SiMだからやれる感じだよね。

MAH　そうですね。カッコつけるだけじゃなくて、面白おかしいところを

交えつつ、一本のショーとして良い感じのバランスでできたと思います。

FLJ　アコースティックの話が出たけど、あんなに広い空間で、完全に静ま

り返った中でプレイするってことは今までなかったと思うんだけど。
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SHOW-HATE　めっちゃ緊張しましたよ（笑）。

MAH　でも、アコースティックの時が俺は一番気持ち良かったですね。一

音一音にスゲー気を遣うから音楽してる感がスゲーあって、音楽ってこう

いうことだよなって、リハーサルの段階から痛感しました。1万人近い人を

黙らせるわけじゃないですか。あの感覚はスゴいですね。それに、SiMって

ラウド・ロックだけじゃなくて、ちゃんと音楽できるんだみたいな自信に

もなりましたね。

FLJ　あの日はいつも以上にお客さんのパワーを感じた？

MAH　武道館でのライヴを形容すると、上から見られてるから、「声が降っ

て来る」って言うらしいんですけど、俺的には、「愛が降って来てる」みたい

な感じだったんですよね（笑）。みんなスゲーSiM好きだなって（笑）。どん

なに好きでも、2階席の上の方とかだったら素になっちゃうと思うんです

よ。でも、ステージから見てた限り、2階席の上の方もみんな手を上げてく

れてて、終始温かい気持ちでライヴをやれましたね。

FLJ　それは、さっき言ってたみたいに、座席の人を楽しませたいっていう

みんなの気持ちがあったからこそだよね。

MAH　SiMが武道館でやるって聞いてまず思うのが、「SiMを座席で見て

楽しいの？」みたいなところだと思うんですよ。それであのライヴに来な

かった人って、実際いっぱいいると思うし、そこをクリアできないならや

りたくなかったんです。アリーナに入れる2000人だけが楽しめて、あとの

8000人くらいはボケーっと見てるなんて、そんなの絶対に嫌だと思って。

FLJ　そういう意味でも大成功だよね。お客さんが本当に楽しんでるのは

感じたし。

MAH　いやあ、マジね、もう一回やりたいんですよね（笑）。

FLJ　ライヴ後の乾杯の挨拶の時も、もう一回やりたいってポロっと言っ

てたじゃん。あれが本当の気持ちなんだろうなって。

SHOW-HATE　センター・ステージが最初で最後ってことでいいんじゃない？

一同　爆笑

FLJ　今年は野外でのDEAD POP FESTiVALというもう一つ大きいイベン

トもあったよね。

MAH　武道館の感覚とはまたちょっと違うんですけど、あのステージだ

と、遠くの方まで人がいて「わー！」ってやってるのが見えるのがスゲー

気持ち良くて。あとは、対バンしてくれたバンドとか、出演しないのに遊び

に来てくれたバンドの人たちとかが、スゲー支えてくれてるんだなって。

あの日もやっぱりスゴい愛を感じましたね。

FLJ　お客さんが楽器を演奏できるブースがあったり、ライヴ以外でも楽

しめる要素があって、SiMのみんながあのフェスに来てくれる人へのホス

ピタリティを感じたな。

SHOW-HATE　遊びに来てくれたアーティストの人とかも、そのブースで演

奏してくれたりして、率先して音楽とお客さんの距離を近くしてくれてる

のがスゴくうれしかったですね。お客さんも知らない人同士で「KiLLiNG 

ME」とかやり出して、それでモッシュが起きてたりしてたらしいんですけ

ど、そういうのを聞けてスゴくうれしくて。それをきっかけにバンドをや

り始めてくれたらいいなと思いますね。

MAH　十何年振りにドラム叩いたっていうお客さんもいたし、オープニン

グ・アクトのオーディションで選べなかったバンドの子たちが来て、そこ

で演奏してたと、そういうのもスゴいうれしかったですね。これがもっと

全国のフェスに広がっていって、日本のバンドの人口が増えたりしたらス

ゲー良いなって思います。

FLJ　夏にDEAD POP FESTiVALを野外でやって、秋に武道館をやって、来

年に繋がる大きな道ができたんじゃない？

MAH　DEAD POP FESTiVALでは2日で1万6000人来てもらったけど、それ

だけだと対バンの力を借りた感じがスゴく強くて。でも、武道館をやった

ことで、SiMだけでも10000人くらいのお客さんを呼べるっていう証明に

もなったので、DEAD POP FESTiVALをやることに余計リアリティが出る

というか、来年のDEAD POP FESTiVALに対してもスゴく自信ができたし、

その先の横浜アリーナも「イケるぞ！」ってう感じがスゴくしましたね。

FLJ　横浜アリーナも楽しみだね。

MAH　武道館とかまたちょっと違う感じでやろうかなと思ってて。でも

やっぱり、ライヴハウスでは見れない、1年に一度くらいのSiM祭りみたい

な（笑）。そういうイメージにしたいですね。ホールのライヴは。

FLJ　今年は、SiMが武道館でやったり、Crossfaithが世界遺産の日光山輪王

寺でライヴをしたり、確実にこのシーンで新しい何かが始まっているよね。

MAH　そうですね。あとはcoldrainがが何かやってくれれば（笑）。AIR 

JAM以降の核になるライヴハウス感のあるバンドとして、ようやく俺ら

が結果を一つ残せたかなとはちょっと思ってます。DEAD POP FESTiVAL 

2015の時、TOSHI-LOWさんがMCで、「新しい世代を担っていくバン

ド」って言ってくれたのもスゴいあるんですけど、Crossfaithもそうだし、

HEY-SMITHも復活したし、そういう叩き上げのバンドがでっかいことを

やり始めて、やっと「俺らの世代どうですかか?!」って言えるようになった

かなって。まだまだこれから頑張らないといけないですけど、ホールもや

れるようになったとなると、それこそ何かが起きるかもしれないっていう

感じですよね。俺ら、横浜アリーナをやったら、次は大阪城ホールを目標に

してるんです。東京だけじゃなくて、各地のホールでもやれるようになっ

たら、それこそ時代が変わるというか、時代の中心にいるって自信を持っ

て言えるのかなって思うんで。時代が動いてきてる感はちょっとずつ出せ

てきてるかなって思いますね。

FLJ　バンド単体でのレベルを上げることをもちろんだけど、シーン全体

の底上げというのも重要になってくるよね。

MAH　そうですね。SiMが武道館でライヴをしたっていうのは、俺らの一

つ下の世代のバンドたちにめっちゃ刺激になったと思うんですよ。「俺ら

も、武道館を夢のまた夢みたいに思わずに、しっかりやっていきます！」み

たいな連絡をくれたりして。だから、俺らはもっと早く下の子を引き上げ

て「一緒にやろうぜ!!」みたいな感じにするために、今はとにかく行けると

ころまで行かないといけないと思ってて。「SiMがあそこまで行ったんだ

から、俺らはもっと上に行こう！」ってみんなが話してくれるようになっ

たらいいなって思ってます。

FLJ　10月7日に最新シングル「CROWS」がリリースになったけど、前作

の「ANGELS and DEViLS」の時は、曲が難しくてレコーディングはかな

り苦戦したって言ってたけど、今回はどうだった？

GODRi　今回もですね。

一同　爆笑

GODRi　「CROWS」は早いし、細かいこと言うと、ツービートのバスドラ

の入れ方とか。今でまったくやったことないようなことに挑戦したり、そ

の辺はだいぶ苦戦しましたね。

SIN　ベースに関しては、「CROWS」はそんなに時間掛からなかったんで

すよね。でも、「PSYCHO」のベースだけになるスラップのところがめっ

ちゃ時間掛かりました。

SHOW-HATE　演奏自体はそんなに難しいとは思わなかったけど、今回は音

色とかにスゴく時間を掛けましたね。特に、メインになるフレーズとかは、

ギター一本一本にこだわって、これじゃない、あれじゃないみたいなのを

ずっとやって。

MAH　歌はそんなに苦労しなかったんですけど、曲を作るのは大変でした

ね。「PSYCHO」とかパズルみたいな曲だし、「CROWS」もシンプルに、で

も勢いとSiMっぽさを残してとか。だから、メンバーに渡す前にけっこう

練りましたね。

FLJ　「PSYCHO」の歌詞はスゴくストレートだけど、「CROWS」は聴く人

によって捉え方が変わってくる感じだよね。MAHがこの曲で伝えたい本

当の意味はどういうことなの？

MAH　俺的にも実ははっきりしないんです。サビの歌詞でも出てくるんで

すけど、「俺はあのカラス達の中の一羽なんかじゃない」ってわかってるん

だけど、でもまだ今はその一員でいることしかできないっていうパター

ンと、もう俺はそこにはいないみたいなパターンと。俺はもう明らかに離

れた場所にいるっていう感覚で歌っているんですけど、この曲の主人公

はどっちの人なのかはなって。だから、「俺はこの時をずっと待っていたん

だ」って言う歌詞が何回か出てくるんですけど、そこを抜け出すタイミン

グを待ってる人たちの気持ちなのかなっていう。そこに中指を立てて「こ

れから出て行くぜ！」みたいな感覚で書いてましたね。いつか見てろよみ

たいな気持ちを歌ったつもりです。

FLJ　来年はアルバムのリリースや横浜アリーナでのライヴが発表になっ

たけど、来年はどんな一年になりそう？

MAH　横浜アリーナが発表になったけど、逆にアルバムのリリース・ツ

アーは小さな箱も多いんですよ。デカいところも小さいところもやるみた

いな、そういう一年になるんじゃないかな。

SHOW-HATE　バンドが大きくなったなって感じてもらえるんじゃないか

な。「SiMはこうやっていきたいんだな」っていうのを、お客さんにもう少

しわかってもらえるような活動になるんじゃないかなとは思いますね。

MAH　「SiMってどっちに行くの?!」っていうところだったと思うんですよ

ね、今年。武道館やるらしいけど、どんな感じなの？みたいな感じで、お客さ

んは不安だったと思うんですけど、実際に武道館でのライヴを見てもらっ

たことと、来年のスケジュールを発表していくごとに、「あ、SiMはやっぱり

そうなんだ！」って。ブレてないってわかってもらえると思います。来年も

スゴい忙しいと思います。ホールって言っても一本だけなんで、基本は今

までと全く変わらない、ライヴハウス・ツアーばっかりなので。でも、レコー

ディングは減るかな?!　今年は、ライヴ以外の日はほとんどレコーディン

グしてたから。来年はたぶんそこは休めるんじゃないかな？（笑）
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2010年、カリフォルニアでスタートしたソックス・ブランド、
STANCE。ボーダーから、アスリート、アーティスト、クリエ
イターまで巻き込んで、個性的で豊富なデザイン、カラーリン
グだけでなく、様々なカルチャーに根ざす、クリエイティヴな
ライフスタイルを世界中で発信している。この号からスタート
する連載では、様々なジャンルの表現者達に FLJに登場して
もらい、STANCEというブランドの魅力と、ファッションを
通したオリジナリティについて語ってもらいます。

ストレートシックス　03-5784-3123　www.stance.com

12/2    札幌Penny Lane 24  w/ ACIDMAN
12/4    仙台Rensa  w/ SPYAIR
12/9    名古屋Bottom Line  w/ HEY-SMITH
12/10  川崎Club Citta’  w/ Def Tech
12/15  渋谷O-East  w/ KNOCK OUT MONKEY
12/22  大阪Akaso  w/ SUPER BEAVER
12/24  福岡Drum Logos  w/ 降谷建志

脇田恵子

JESSE

FLJ　STANCEの好きなところは？

脇田恵子　私は毎日履いてるんですけど、生活の一部みたいな感じですね。

スタイリングを組む時も、STANCEのソックスがポイントになるように選

んでます。柄や素材や丈感が好きですね。

JESSE　スケーターと深い関わりがあるでしょ。STANCEって「立ち方」だ

し。普段あまり見えないところだけど、スケーターからしてみたらフリッ

プを決める時とかにチラッと見えたりする。ロゴが入ってる場所にして

も、あまり見えないでしょって思うけど、意外と見えるし、左右でデザイン

が違うのも、グーフィー・スタンスの人とレギュラー・スタンスの人とで

は、そのSTANCEによって見える方が違うから左右の柄が違うのかな。

FLJ　最近気に入っているファッションは？

JESSE　自分に似合うものしか着ないので、流行ってるものがあってもそ

れを着ようとは思わない。色で言えば、最近黒とかスゴい流行ってるじゃ

ん。いろんな黒があるけど、俺は墨の黒が好きで。「このブランドはこの色

使ってるんだ」って思うと、買おうかなってなる。

脇田恵子　私も色と、あと素材ですね。オール・ブラックの時もあるんです

けど、トップスの素材をニットにしてボトムをレザーっぽいものにしたり

します。あと、靴下と帽子は私はマストなんですよ。

JESSE　間違いないね。靴下と帽子はセットで、指輪と時計がセットにもな

る。だから、基本的にトップスとボトムはスゴくルーズかな。それで足元周

りでキメる。あと、帽子も。

脇田恵子　私はけっこういろんな格好をするんです。その時選ぶ服はその

時の気分だし、買う服ってその人を表すじゃないですか。だから、自分はこ

ういうのしか着ないっていうのを決めたくなくて。

JESSE　大事だね。オリジナリティ。

FLJ　今後の二人の活動予定を教えてください。

JESSE　僕はThe BONEZで、Blood In Blood Outっていうツーマン・ツ

アーを回ります。12月2日の札幌・ACIDMANから始まって、クリスマス・

イヴの福岡・降谷建志まで。だから、サンタさんを家で待てないんだよね

（笑）。あとは、JESSE’S SHOP & FACTORYっていうTシャツのプリント

工場を開いたんで、そこで毎日いろんなものを刷ってます。

脇田恵子　私は、毎月レギュラーでS Cawaii!に出させてもらっています、あ

と、発売日が決まってないんですけど、来年あたりヤングキングのグラビ

アページに出ます。

The BONEZ / Blood In Blood Out Tour
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もそうだと思うんですけど、ロックが台頭した’60年代があったし、ヒップ

ホップが台頭した’80年代があって、その時にヒップホップ好きだけが集

まってもそのシーンは台頭しないわけだし、ロック好きだけが集まっても

今のロック・シーンはできてないわけです。最初は、周りがスゴいって言っ

てるから行ってみようっていうような気持ちから入ったら、衝撃を受けて

ファンになって。そうやっていつの時代も音楽のジャンルが盛り上がって

定着していくと思うんです。日本のダンス・ミュージックのシーンはそれほ

ど大きくはなかったんですけど、今はかなり若い人の層にもスゴく浸透し

てきてるし、ULTRAは未成年は入れないんですけど、10代に隠れたファン

層がまだまだスゴくいるんです。この層ってSNSを使ってる人たちがスゴ

く多くて、世界の動向をスゴくチェックしている。今年20歳になって来れ

たっていう人たちがものスゴく多かったんです。あと、VVIPというVIPの

上の特別なエリアを作ることによって、普段のフェスだったら、「汚れて無

理」とか「年齢的に疲れちゃう」とかいう人たちが、高いお金を払ってるん

ですけど、優雅に過ごせる。今までフェスに来なかった層が来るようになっ

て、年齢も、所得も、ジャンルも、幅広い層に来ていただきましたね。日本

を支えるレベルの人たちが足を運んでくれたのはかなり大きかったですね。

KTR　ロックのシーンの方は、フェスの台頭がスゴいし、バンド主催のフェ

スもあるほどで、毎週のようにフェスがあるし、前は夏フェスだけだったの

が、秋フェス、春フェスと、気づけば年がら年中フェスがあるんですけど、

小橋さんから見るとどう感じますか？

小橋　ロック・シーン単体で見たことがなかったのでわからないんですけど、

フェスが増えてくるっていうのは、かなり前から感じてたことで。インター

ネットがこれだけ一般の層に広まった時に、マドンナがいち早くYouTube

で自分の歌を無料で公開して、逆にライヴに来てもらおうって動き始めま

したよね。ライヴの時代の到来は当たり前の流れだと思ってて。日本は割

と著作権の問題とかあって遅かったと思うんです。ULTRAを日本に持って

くる時は、宣伝チームを作って、SNSで「行きたい」と思わせたり、事前か

らつなげることによって、現実の生のライヴも楽しんでもらうっていうこ

とをやりました。良くも悪くも、今はみんなが自分のチャンネルを持って

いるので、そこで何を表現するのかっていう中で、ライヴに行きたいだけ

じゃなく、実際にライヴに行ったものを人に伝えていくようになった。情

報って、昔は一方通行で、アナログの時代は通の人につながりがないと、本

当にいいフェスって行きにくかった。今は世界中のいろんなフェスにアク

セスできるので、今までフェスに行かなかったような層も気軽に行くよう

になった。だからその分、フェスが増えていったのは、スゴく流れの中にあ

るのかなって思いますね。ただ、どこかで淘汰されてくると思うし、今はそ

の本当の走りですね。ダンス・ミュージックのフェス・ムーブメントも、本

当にこの3～ 4年のことなんですよ。Facebook、インスタ、ツイッターと

いった個人チャンネルが当たり前のように使えるようになったのも本当に

この3～ 4年。ロックは今はスゴくジャンル分けされてますけど、どこま

でをロックっていうのかっていう部分もあると思うんです。例えば、コー

ルドプレイがアヴィーチーと一緒に曲を作ったりとか。日本は今はまだ

ハッキリ分かれちゃってる部分はありますけど。割とバンド・スタイルの

ダンス・ミュージックも来ているので。日本でももっと融合したら面白い

のかなと思いますけど。海外のフェスでも、コーチェラとか、もうどっちの

フェスかっていう感じじゃないですからね。日本でもフジロックは、今年

はDeadmau5がメインで張ってたりして、もう垣根の部分はなくなってま

すね。僕は単純にダンス・ミュージックっていうのはテクノロジーの進化な

のかなって思ってるんですよ。生音でしか作れなかった時代から、デジタ

ルで音を作れるようになって、このモノの進化の中にダンス・ミュージック

があると思ってるので。

KTR　ロック・シーンの方が区分けしたがりますね。

小橋　それはいつの時代にもあって、ヒップホップが出てきた時は、「ヒップ

ホップは音楽じゃない」って言われてたし、その前のロックもフォークとか

の人たちに、「不良の音楽だ」とか言われてましたよね。新しい音楽は、いつ

の時代も前の時代の人に否定されてきたんですよ。だから、ダンス・ミュー

ジックが古くなった時にも、新しい音楽を「これ、音楽じゃない」っていう

ような論争はあるのかなって思いますね（笑）。

KTR　確かに。繰り返されてるんですね。

小橋　ボブ・ディランもロックになった時に客から「金返せ」って言われた

りしてるので。でも、当時はセルアウトって言われてても、後から見ると

時代を引っ張ってたんですね。同じようなことが今も起こっていて、例え

ばティエストは、昔はトランスの神様とか言われてた人が今やEDMの人で、

ある人からすれば、「セルアウトだ」って言われてしまう。でも若い人から

すれば、若い人を引き上げていって新しいシーンをちゃんと残してくれて

る。だから僕はULTRAがダンス・ミュージックに限らず、音楽に対する入

り口になってくれたらと思いますね。あと、ULTRAをきっかけに海外に行

く人もけっこう増えてるんですよ。3年前にマイアミのフェスに行くと、日

本人は3～ 4人しか見かけなかったのが、今は300～ 400人見かけるよう

になった。韓国、シンガポールのフェスになると、1万人行くんですよ。きっ

かけはフェスであっても、チケット買ったり、向こうでホテルに泊まった

り、いろんな人たちと会ったり、交流したりして、フェス以外のライフスタ

イルが変わっていくじゃないですか。そういう人生を変える何かきっかけ

になるものなのかなって思っていて。昔のロック・フェスのウッドストッ

クにしても、当時はロックが好きじゃなくても、「何かスゲエ伝説だから

行ってみようぜ」みたいな感じで行って、でもそこの入り口から入って、ラ

イフスタイルが変わっていったり、あれを通過したから今社会でこういう

地位にいます、みたいな人っているはずなんです。当時「あんなの」「こん

なクソガキの不良の」とか言ってたのとたぶん同じようなところに、今の

若い子たちのダンス・ミュージックってあると思ってて。だけど、入り口が

ないとその先もないので、僕らはその入り口のきっかけなのかなとは思っ

てるんですね。

KTR　ところで、小橋さんの音楽のルーツは何になるんですか？

小橋　実はヒップホップなんですよね（笑）。僕が中学生の時、’80年代か

ら’90年代って、ものスゴくヒップホップ・ムーブメントってあったじゃな

いですか。僕は海外のヒップホップのファッションから音楽がスゴく好き

で。当時は芸能人もやってたので、ラジオのDJもやってたんですよ。5本

ぐらい持ってる中で1本の自分の番組では、超マニアックなヒップホップを

やってて。2パックが亡くなって、ギャングの抗争の話からレコード会社の

抗争の話まで、タレントがやってるとは思えないようなラジオ番組で（笑）。

それで、16歳の時に初めてNYに一人旅で行ったんですよ。僕の中では、ヒッ

プホップの格好をしてる人たちはカッコいいと思ってたんです。実際、街

中に行ったら、ヒップホップのカッコいい服を着てそうな人たちが、「お金

をくれ」とか、浮浪者っぽい感じだったんです。お金をあげようとしたら、

「そんなヤツらにあげちゃダメだよ。そいつらお金をもらってドラッグやる

んだから」って。けっこうショックで。自分がカッコいいと思ってた人たち

が、実はストリートの中の腐敗したカルチャーの中で育ってたり、良くも悪

くもカッコいい人たちだけじゃないんだっていうことがわかって。もちろ

ん当時の黒人差別とか背景にあったと思うし、その中から生まれてきた血

の音楽というか、それを日本人が簡単にカッコつけて、俺のヒップホップが

どうのこうのとか言っても違うなと思って。

KTR　ダンス・ミュージックとの出会いの方はどうだったんですか？

小橋　当時から先輩に紛れて、クラブに行かせてもらってました。当時

はディスコからの流れとヒップホップからの流れがあったから、ダンス・

ミュージックに垣根はなかったですね。ヒップホップとハウスとで箱もそ

れほど分かれてなかったし。GOLDの時代からの流れでGOLDを仕切って

た佐藤さんを筆頭に（DJ）EMMA君たちが僕のローカルの先輩なんですよ。

僕は一番年下だったんです。あの時代の遊び場にリアルタイムで行かさせ

てもらったので、いろいろ聴いてましたね。10代の頃から、事務所には「行

くな」って言われながらも、こそこそ隠れてクラブには割と行ってた方なん

ですよ。当時のクラブとかストリートの世界って、少し最先端があったん

です。今みたいにインターネットもないし、そこに行かなければわからな

い情報とか、そこに行ってる人たちの遊び方の面白さとか、考え方とか哲学

とか、いろんなものをその場で学べたので、今あるクラブのあり方とは違っ

て、本当に社交場で、今はもうそういうのがないじゃないですか。当時は

50代から10代までが混ざって遊んでましたからね。 

ULTRA JAPAN  http://ultrajapan.jp
JAPAN MUSIC SYSTEM　www.jms1.jp
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RED LINE 
DISTRICT

今回で 29回目になる「REDLINE DISTRICT」は、世界最大級のダンス・ミュージッ
クのフェス、ULTRA MUSIC FESTIVALを日本に上陸させ、2014年、2015年とこ
れまでに2回、ディレクターとしてULTRA JAPANを手がけてきた小橋賢児氏がゲスト。

3日間、1年目の倍の動員数になりました。2日間が3日間にもなってますし、

1日単位のキャパシティも上げてるんです。2ndステージのアンダーグラウン

ドのステージにしても、1年目はダイバーシティの地下にあったものを、外で

巨大なステージを作ってるんです。去年は割とマスな層で終わってしまった

んですが、それはチケットが早く売り切れてしまったことによって、元々ダン

ス・ミュージックが好きな層だった人たちがチケットを買えなかったからなん

です。今回は早いうちにそういう層のラインナップを発表して、そのステー

ジを大きくしたんです。やっぱり初めて来る人たち、ダンス・ミュージックが

長い間好きだった人たち、ダンス・ミュージックだけじゃなく音楽がずっと好

きな層の人たち、みなさんに楽しんでもらいたいなと思ったので。

KTR　ULTRA JAPANの影響もあって、ダンス・ミュージックの層はかなり広

がりつつあると思いますが、今回2年目でお客さんの層が変わったことはあり

ますか？

小橋　去年来ていた層はもちろん来てますし、ULTRAがなかったら音楽自体に

興味がなかったような層も来ているのが大きいかなと思います。いつの時代

KTR（鈴木健太郎）　ULTRA JAPAN、1年目、2年目やってみて日本のオーディン

スの反響とかどうですか？

小橋　1年目の時は、世の中的にはダンス・ミュージックってまだアンダーグ

ラウンドだし、そこに1万いくらのお金を払って行くような習慣がないじゃな

いですか。週末のクラブにしても、みんなが行くから行こうっていうのはあっ

ても、コンサート的にダンス・ミュージックのフェスに行くことはなかった。

それを日本でローンチしていくに当たって、場所、行政はもちろん、チケット

を売るためのPRとかいろいろな仕組みを立てなきゃいけなかったんです。本

当にギリギリの中で、できるのかできないのかっていうチャレンジしかなかっ

たですね。それで、1年目は天気も味方してくれて、完売になって、かなり多

くの人が来てくれたし、来てくれた人たちがその反応を上げてくれたことに

よって、来てなかった人、興味のなかった人にもリーチすることができた。そ

のおかげもあって、今年はけっこう早いうちからいろいろな方々に興味を持っ

ていただきましたね。1年目はビギナーズ・ラックがあるけれど、2年目は本

質を見られる。いろいろな声もささやかれたんですけど、2年目は結果として

Vol.29 with 小橋賢児

BY: KENTARO SUZUKI (JAPAN MUSIC SYSTEM)
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最高の喫煙体験を音楽フェスで

NATURAL AMERICAN SPIRIT COLUMN  /  Vol.16  /
The Natural Way

タバコに対するこだわり。それは喫煙を楽しむことだけじゃない。無添加タバコのナチュラル アメリカン スピリットを製造・販
売するサンタフェ ナチュラルタバコ カンパニーのヴィジョン、フィロソフィーを知った時に、そのこだわりと情熱に驚かされ
た。タバコを楽しむこと。それはカルチャーであり、地球という環境との関わりがないと成り立たないものなのだ。今回のナチュ
ラル アメリカン スピリットの連載は、サンタフェ ナチュラルタバコ ジャパンが協賛している音楽フェスのお話。

サンタフェ ナチュラルタバコ ジャパン株式会社
0120-40-6711　amespi.jp

GREENROOM FESTIVAL  /  TAICOCLUB  /  頂 -ITADAKI-  /  京都大作戦  /  DEAD POP FESTiVAL  /  HIGHEST MOUNTAIN  /  The Do-Over Tokyo  /  
BAYCAMP  /  Sunset Live  /  NEW ACOUSTIC CAMP  /  京都音楽博覧会  /  中津川 THE SOLAR BUDOKAN  /  朝霧JAM

2015年の協賛イベント

ブースでお渡ししているもの

　音楽フェス。日常と異なるリラックスした環境の中でアメスピをゆったり

と喫煙していただくには最良の場所です。いろいろな音楽フェスに協賛して

いるアメスピ。音楽フェスは、単なるサンプリングや製品理解の場としてだ

けではなく、サステナブルな素材を使用した各種ツールや、フェスで回収し

たすべての吸い殻をテラサイクルの吸い殻リサイクルに活用するなど、アメ

スピの理念をお客さんに体験・理解してもらう大切な機会でもあります。

　実際にアメスピが音楽フェスで何をしているのかと言うと、たばこのサン

プリングになります。単純に1パックを渡すのではなく、アメスピを1本、

ブースの中で試煙してもらいながら、アメスピクルーとの対話の中で、アメ

スピのことを深く理解してもらって、残りの19本を渡しています。

　今年の6月の行われたフェス「頂 -ITADAKI-」からは、「最高の喫煙体験」

をテーマにサンプリングを行っています。タバコが農作物であり、大地の恵

みであることを実感して味わっていただくこと。そのことをお客さんに体

験してもらいながら、アメスピを吸ってもらうタイミングを、最高の喫煙体

験にしてもらえるようにしています。

　ブースのデザインもアメスピらしく、テント屋根のターコイズカラーや、

ウインドブレーカーをリユースしたブースサイン、サステナ素材を使用した

プランターパーテーションや拝み看板などがあり、タバコ栽培の風景をプリ

ントしたメッシュ素材の幕や、栽培をイメージさせる植物などで。最高の喫

煙体験をデコレーションしています。

こだわりのお客さんが多く、ゴミの分別やクリーンエネルギーの使用など、サステナブルな活動を実施しているフェスを優先的に選んで協賛しています。

好きなアメスピ1パック
オリジナルマッチ1個と携帯吸い殻入れを封入したネックホルダー
携帯アンケートにご協力いただければライターか携帯灰皿
さらにサイコロを使った抽選で当たるとオリジナルQUOカード
普段からアメスピを吸っていただいている方には、
廃タイヤリサイクルライターや扇子などの
オリジナルノベルティをプレゼント

プランターパーテーションはトタンをリサイクル ガラス・アートもリサイクル ナンバープレートのリサイクル

椅子はオイル缶をリサイクル

このバナーはジャンパーをリサイクル

普段からアメスピを吸っていただいている方には、オリジナルノベルティのプレゼント

アメスピクルーからの説明の最後に「いただきます」と
みんなで感謝。大地の恵みを味わいます

アーティストの演奏が終わって空き時間になるとけっこう混んできます



crystallake.jp
Crystal Lake

コート ¥42,984 JOYRICH（JOYRCH Laforet Harajuku）　　　JOYRCH Laforet Harajuku　03-6447-2160

Crystal LakeのヴォーカリストであるRyoとFLJのコラボ企画。「いろいろな場所で新し
い自分を見つける」をコンセプトに、ファッションやロケーションにこだわり、毎回新しい
Ryoを見せていきます。

Another State Of Mind

NAVIGATED BY RYO (CRYSTAL LAKE)

- discover something you will never know -

084 085
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たNO CHOICE IN THIS MATTERの出演も決定。

また、2008年の「REBIRTH OF HARDCORE 

PRIDE」ではSWITCH STYLEが一夜限りの

再結成をしたが、今回は再来日をお祝いして

ZOZOTOWNのサポートが決定。ZOZOTOWN

を運営するのは株式会社START TODAYで、そ

の社名の由来となったのがゴリビスの名曲。そん

なつながりもあって、この日はゴリビスをサポー

ト。当日は特設エリアを設けて、シャンペン・ガー

ルズが祝い酒を振る舞ったり、昔のファンジンや

カセットテープやレコードを展示したりと、会場

を盛り上げてくれた。　この日のメインのライ

ヴの方も、初っ端からモッシュ、ダイヴで盛り上

がり、どのバンドもMCで、ハードコアに対する

愛情や夢、昔好きだったゴリビスと共演できる

感慨深さについて語っていたのが印象的だった。

ゴリビスの方も、1曲目の「New Direction」の

ファンファーレをFAKE COUNTのNARITAが

担当して、もうこれだけですでに大盛り上がり。

そのまま名曲の数々をCIVの曲も交えながら次々

と披露。ラストの曲は当然「Start Today」。即ソー

ルドアウトとなったこの日のライヴは、昔から

の仲間も新しいハードコア・ファンもたくさん集

まった貴重な一日となった。 

086 087
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　’80年代後半NYハードコアを代表するバンド、

ゴリラ・ビスケッツ（以下、ゴリビス）。2006年に

再結成、2008年に初来日してから、7年振りとな

る二度目の来日を果たした。2008年の時もFLJ

企画で「REBIRTH OF HARDCORE PRIDE」

が行われたが、今回もその第2弾ということ

で、ツアーの初日、9月19日に「REBIRTH OF 

HARDCORE PRIDE 2」が渋谷のTSUTAYA 

O-NESTで行われた。

　今回ゴリビスを迎え撃つ日本のハードコア・バ

ンドは、DIE BIRTH、ENDZWECK、NUMB、

Stand United。これに加えて、5年振りに復活し

FLJ #45

REBIRTH OF

HARD CORE PRIDE 2

FLJ presents 2015.09.19 SAT  TSUTAYA O-NEST

GORILLA BISCUITS  / 
STAND UNITED  /  NO CHOICE IN THIS MATTER  /  

NUMB  /  DIE BIRTH  /  ENDZWECK

supported by ZOZOTOWN

ENDZWECK

上段+下段左: ゴリラ・ビスケッツ

STAND UNITED

DIE BIRTH

NUMB

NO CHOICE IN THIS MATTER

START TODAYのマーチ

YO!

シャンペン・ガールズのゆみか＆
まきとSENTA（NUMB）

DOC. P。NO CHOICE IN THIS 
MATTERのマーチ、即完でした

この後、IN MY EYESのカセットを
ゲットした宇宙（ENDZWECK）

「New Direction」のファンファーレでスタート



NEXT ISSUE 46
WILL BE OUT ON
JANUARY 30, 2016

WE’RE THE CREW
クルー特集

Thank you. See you in a  couple of months! FLJ第46号は、1/30（土）発行です。
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ジェームズ・ボンドフィルムの新作『007 SPECTRE』とのコラボレーションボトル・缶の発売を記念して、ハ
イネケンが世界初の宇宙からのセルフィー撮影のイベントを開催。「Spyfie」と名付けられたこの宇宙からのセル
フィーは、地球上空 600kmを周回する高画質の衛星カメラ Deimos-2と、それに搭載されたウルトラ HDのビデ
オカメラ Irisにて、国際宇宙ステーションから撮影されるというもの。11月某日、米ネバダ州ラスベガス近郊に
あるフーバーダムに世界中から招待された 200人のゲストが集まり、『007 SPECTRE』に悪役Mr.HINXとして出
演した、元WWEのプロレスラーのデイヴ・バウティスタを迎えて行われた。

音楽プロデューサーの小林武史、大沢伸一、そして、コーヒープロデュー
サーの鳥羽伸博が手がける、東京銀座で唯一本格的に音楽を聴かせる
バー、GINZA MUSIC BARが１周年を迎えた。パリのサロンを思わせ
るような店内には、3000枚を超えるアナログレコードがラインナップ。
また、サウンドはタンノイやマッキントッシュを中心とするハイエンド
なシステムを採用。12月 1日（火）は一晩中なつかしの歌謡曲がかか
る "歌謡ナイト”、12月 17日（木）はマイティクラウンの COJIEがレ
ゲエだけでなく、ジャズやファンクをプレイするイベント、12月 28日
（月）は沖野修也のジャズセットをプレイする "MISSION" を開催。他に
もレジェンド DJたちがプレイするイベントが予定されているので、詳
しくはウェブサイトをチェック！

史上初！ ハイネケンが宇宙からセルフィーを撮影！

GINZA MUSIC BAR

ginzamusicbar.com 

DEVILUSE   
www.deviluse.com
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　Deviluseが主催するライヴ・イベント、Deviluse EXCLAIM episode1が

11月16日に開催された。会場となったのは、ブランドのフラッグショップ

もある原宿のアストロホール。これまでにも国内外のバンドのサポートや

様々なライヴ会場での出展など、音楽と密接なリンクをしてきたブランド

だが、16年目にして初のイベント主催っていうのは意外や意外。出演する3

バンドも、当日になるまで誰が出るのかわからないシークレットだという。

　当日はDeviluseのAiちゃんによる注意事項の説明からスタート。ステー

ジ上のスクリーンにSWANKY DANKのインタビュー映像が映し出された

後、幕が開けて演奏が始まった。「misery」から勢いあるステージが始まり、

「Monster」ではCrystal LakeのRyoも登場。「Sink Like a Stone」では「デ

ビル、デビル、マック、マック（Deviluseのデザイナー）」の掛け合いも最高。

ラストの「Listen to the Radio」まで楽しくも熱いライヴを見せてくれた。

　続くSiMも、同じくインタビュー映像の後に登場。「Get Up, Get Up」か

らスゴいテンション。「Deviluseがずっと続くようにこの曲を贈ります」と

「EXiSTENCE」を披露。さらに「今日でFACTと対バンするのは最後だから」

と、FACTの「a fact of life」を演奏し始めるも、「練習してません（笑）」と

イントロだけで終わり。演奏をやり直した「Blah Blah Blah」からラストの

「f.a.i.t.h.」まで熱かった。

　最後はFACTの登場。この日が終われば11月20日のROCK-O-RAMA

が最後のライヴになってしまう。FACTもDeviluseも1999年スタートで、

2006年のBullion TourでのダブルネームTシャツからの長い付き合いで、メ

ンバー一人ひとりのダブルネームも出したこともある密接な仲。「Pressure」

から始まったライヴはとにかく最強。ヴォーカルのヒロが「第1回目から

こんなスゴいのを呼んで大丈夫？ 2回目に出るバンドはプレッシャーだよ。

あ、またSWANKYとSiMが出ればいいのか」とMCで言うと、お客さんは

「FACTも!!」と熱い。ちょっと寂しい湿っぽい気持ちもあったんだろうけど、

そんなのを吹き飛ばすほどこの日のFACTは強力だった。ラストの「a fact 

of life」まで最高にボルテージが上がりっぱなしで、アンコールが止まない

中、FACTはステージを去った。

　音楽とファッションの架け橋をしてきたDeviluse。それぞれのバンドが

Deviluseとともにカルチャーを作ってきたし、この日はお互いの関わりを

言葉にして、音楽の感動を与えてくれた。そして何よりもこの日のお客さん

はみんなが最高に楽しんで笑顔だったことも印象的だった。  

2015.11.16.Mon  Harajuku Astro Hall

SWANKY DANK SiM FACT
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	FLJ45_P88_P89_DEVILUSE_JIGOU
	FLJ45_P90_P91_FUCT
	FLJ45_P92_COVER

